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序章　襲撃、盗賊団員の日常風景







　バーキャ王国第八王女、メイ・スキュール。

　魔ま法ほうを使えない『出で来き損そこない』と呼ばれていた彼かの女じよの運命は、とある師し弟ていに出会ったことで大きく変わり始めていた。魔ま王おうを目指して修しゆ行ぎよう中だと公言する少女、エイム。その師であり、三百年前に魔王を倒たおすため異世界から召しよう喚かんされた青年、キリ・タカゼキ。

　二人と出会ってメイの運命がどのように変わったのかと言えば、例えば。

　彼かれらの協力によって自国の危機を救った際に大量のドラゴンを従えた（ように国民から見えた）ことによって、『龍りゆうの姫ひめ君ぎみ』と呼ばれるようになったり。何でも一人で背せ負おう必要なんてなくて、誰だれかを頼たよってもいいんだと教えられたり。だからこそ、かつて大切な人を失った彼にもう一度この世界を好きになってほしいと願うようになったり。

　それから。

　まさしく今の状じよう況きようなども、彼らと出会ったからこそ訪おとずれたものであると言えよう。

　現在、メイたちは薄うす暗ぐらい森の中を駆かけ抜ぬけている最中だった。メイが手にする剣けんは愛用の魔ま力りよくを斬きり裂さく宝ほう剣けんではなく、一いつ般ぱん的てきに出回っている曲刀。服装も、普ふ段だんから用いている軽けい鎧がいではなくコットンシャツにゆったりとした綿パンという出いで立たちだ。

「出たぞぉぉぉぉぉ！　盗賊だぁぁぁぁぁぁぁ！」

「荷を守れ！」

「馬を急がせろぉ！」

　メイが対たい峙じする相手は、馬車の荷を狙ねらう不ふ埒らちな盗賊共。

　………………ではなく。

「ヒャッハー！　観念しなぁ！」

「俺おれたちトリーム団から逃にげられると思うなよぉ！」

「姐あねさん、右手側の方お願いシャス！」

「わかったわ！」

　メイは、むしろその不埒な盗賊団側に属ぞくしており。

「大人しくしていれば怪我けがはさせないわ！　素す直なおに荷を渡わたしなさい！」

　今まさに、馬車の荷を奪うばわんとしているところなのだった。

「んはは、そうだー！　奪えー！　奪うのだー！」

　後方では、特に何をするでもないキリがご機き嫌げんな調子で高笑いしている。

「奪い尽つくすですー！」

　そして最前線では、これまた楽しげにエイムが護衛の者の武器を折ったり馬車の車輪を破は壊かいしたりしていた。キリとエイムも、いつもの服装ではなくメイと……そして、盗賊団の面々とお揃そろいの格好である。

　戦せん況きようとしては、メイたちが一方的に相手を下している形だった。先方は奇き襲しゆうを受けて浮うき足あし立だっている上に、そもそもの地力が違ちがいすぎる。

　極力怪我をさせないよう注意しつつ護衛を無力化しながら……メイは、ふと思う。

（……私、なんでこんなことやってんのかしら）

　面が割れないようにと巻いている布の下で、唇くちびるが自然と半笑いを形作る。

　末席とはいえ王女たるメイが、いかにして盗賊団の一員として活動するに至ったのか。

　時は、少し遡さかのぼる。







第一章　邂かい逅こう、盗賊少女と魔王少女







「……あっ」

　キリとエイムの旅に同行する形で、王都を出発してしばらく。

　森の小道を進んでいる中でふと思い出だしたことがあって、メイは小さく声を上げた。

「んあ？　どうかした？」

　メイの方に顔を向け、キリが片かた眉まゆを上げる。

「揺ゆれちゃったですー？」

　下方から問いかけてくる、幼い声。

　現在のメイは、エイムが担かつぎ上あげる板の上にキリと並んで座すわっている形である。

「あぁいえ、大だい丈じよう夫ぶ。いつも通り快適よ」

　実際揺れはほとんどなく、乗り心地ごこちは至し極ごく良好である。幼い少女がそれを運んでいるという居い心地ごこちの悪さを除けば、だが……それも、もはや慣れつつあるメイだった。

「そうじゃなくて、ちょっと思い出したことがあって……って言っても、大したことじゃないんだけどね。旅に出るんだったら、学園に報告しといた方がいいなって思ったの」

　長期休みに入り、学園都市フロートからの里帰りの道中で賊ぞくに襲おそわれて。そこでエイムに助けられ、紆う余よ曲きよく折せつあった末にキリたちと旅をすることになった現在。このまま休みが終わってもメイが戻もどらないとなれば、学園側に心配をかけてしまう。事が事だけに王国から連れん絡らくはされているだろうが、本人からも一報入れておくのが筋というものだろう。

「どこかの街で、手紙を出さないと」

　とはいえ逆に言えば、それだけで済む問題である。

「ふむ……学園、か」

　興味深げに自身の顎あごを撫なでるキリ。

「それって、生徒のレベルはどんなもんなわけ？」

「同世代の中じゃ、世界的に見ても高い方だと思うわよ？　まず、入試に合格できる時点でかなり厳選されてるし。まぁ……身分差による有利不利がないとは言わないけれど」

　私みたいにね、と付け加える口調が皮肉げなものになるのはどうしても避さけられなかった。実際、王族という立場がなければ、魔法を使えないメイの入学が認められることはなかったろう。如何いかなる国からの干かん渉しようも受け付けない独立都市を謳うたってはいても、全すべてのしがらみを無視することは難しい。

「なーるほどねぇ」

　メイの内心を知ってか知らずか、キリはいつも通りの如何にも軽けい薄はくそうな笑えみのまま。

「よし」

　何か思いついたような調子で、一つ頷うなずく。

「ほんじゃ、せっかくなんで学園ってのに行ってみっか」

「……いいの？」

　ちょっと散歩に……くらいの気軽さで紡つむがれたキリの言葉に、メイは目を瞬またたかせた。

「別に、どっか目的地があっての旅じゃねーしにゃー」

　やはり、至極軽い口調でキリは肩かたをすくめる。

「それに、俺の教育方針は基本的に独自路線だかんね。培つちかわれたノウハウってのがあるなら、参考にさせてもらいたいって感じ？」

「まぁ、アナタたちがそれでいいなら私としては助かる話だけれど」

　元より、行き先はキリたちに任せるつもりだった旅だ。最初の目的がフロートになるということであれば、メイとしては文句があるはずもない。

「……ししょー」

　と、再度下方からエイムの声が届いた。今度は、どこか窺うかがうような調子だ。

「んはは、今回はなかなか早めに感知できたな」

「はいです！」

　板に阻はばまれ見えずとも、その弾はずんだ声を聞けば師に褒ほめられた彼女が満面の笑みを浮かべている姿は容易に想像できる。

「んじゃま、せっかくなんで丁てい重ちようにお迎むかえすっか」

「はいですー！」

　キリの指示に従って……ということなのか、エイムは徐じよ々じよに走る速度を落としていく。

「魔ま物ものでもいるの？」

　詳しよう細さいを語らずとも通じ合う師弟のやり取りにもいい加減慣れたもので、メイはそう尋たずねながら周囲に視線を走らせた。日も暮れかけで薄暗い森の中にあっては、どこから魔物が飛び出してきてもおかしくはないように思える。キリとエイムがいる限り不意を突つかれることなどありえないだろうが、メイ自身いつでも戦せん闘とうに入れるよう警けい戒かいを高めた。

「いや、この気配は人だな」

　キリの口調は何の緊きん張ちよう感も感じられないものだが、彼にとっての危険度とメイにとっての危険度では全く基準が異なる。仮に魔物でないからといって、油断は禁物だ。下手な魔物よりも人間を相手にする方が厄やつ介かいな場合など往々にして存在する。

「……ただの通りすがりってことは？」

　視線を前方に固定したまま、念のため重ねて尋ねる。

　もっとも、答えは半ば以上予想出来ていたが。

「道からちょい外れたとこで散開して、ジッとしてる……なんて休きゆう憩けい方法が最近のトレンドだっつーなら、まぁ通りすがりって線も無くはないかな？」

「……なるほど、それは盗賊でしょうね」

　果たして、返ってきたのは思っていた類の回答だった。そもそも、ただの通りすがりであればキリやエイムが気に留めることもなかったろう。

（さて、どの程度の相手かしら……？）

　メイが身体に適度な緊張を巡めぐらせる中、そのまま進むことしばし。

「止まれぃ……！」

　一行の行く手を塞ふさぐ形で、左右の木々が揺れて人ひと影かげが飛び出してくる。

「俺たちゃ、泣く子も黙だまるトリーム団……！」

「命が欲ほしけりゃ、金目のモノを置いていきな……！」

「あと、食料も……！」

「というか、出来れば食いもんを重点的に……」

　そんな声と共に現れたのは、屈くつ強きような男たち………………では、なかった。

（んんっ……？）

　その姿に、思わずメイは眉を顰ひそめてしまう。

　三十代から四十代くらいの、四人の男。しかしその体つきはお世辞にも鍛きたえられているとは言い難がたく、むしろちゃんと食べているのかも疑わしい程ほどに痩やせ細ほそったものだ。基本的に強面こわもてな顔つきではあるが、ここまで頬ほおが痩こけていては迫はく力りよくに欠ける。先さき程ほどの口上も、明らかに腹から声が出ていない、か細いものだった。

　しかし、彼らはそれぞれ刃は物ものを手にしている。それも刃はこぼれや錆さびが目立ち、どこまで脅きよう威いになるのかは少々微び妙みようなところではあったが……仮にも武装している相手に隙すきを見せるほど、メイは戦闘慣れしていないわけではなかった。

（トリーム団、ね……）

　もっとも、脳が高速回転を始めるほどの危機感を得られていないのは事実だったが。

　キリと共に地面に降り立って剣を構えながら、思考を巡らせる。

（聞いたことはないけど……）

　とはいえ、王族の耳にまで入ってくる盗賊団となれば相当に大規模なものに限られる。

　メイが聞いたことのない盗賊団など、無数に存在するだろう。

（にしても……）

　と、改めて彼らのことを観察して思う。

（ちょっと、お粗そ末まつ過ぎない……？）

　彼らの構えは、素人しろうとそのもの。盗賊団なのだから然しかるべき訓練を受けていないのは当然なのかもしれないが、どうにもそのへっぴり腰ごしは荒あら事ごと慣れすらしていないように見えた。

　罠わなという可能性も否定はしきれないが……どうしたものかと、メイはチラリとキリへと視線を向ける。

「んはは」

　その思いが通じたのか、キリがそっとメイの背後に回った。

（……って、どうして背後に……？）

　疑問を抱いだくメイ、その襟えり首くびが掴つかまれ。

「こういう場合は女も寄よ越こせってのが相場だと思うんだが、それはご不要で？」

　ひょい、と。猫ねこでも扱あつかうかのように、キリによって男たちの方へと差し出された。

『……え？』

「……[image: ]っ？」

　男たちの呆ほうけた声と、メイの口から漏もれたちょっと濁にごった感じの声が重なる。
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（………………あれ？　もしかして私、売られた……？）

　自然とメイの頬がヒクついた。

　差し出されたメイと、男たち。

　お互たがい、大変微妙な表情のまま視線を交かわし合う。

『………………』

　なんとなく気まずい感じの沈ちん黙もくが流れた。

　警戒するようにジリジリと後退しながら、男たちが顔を見合わせる。

『いや、女は別に……』

　そして、やはり気まずげな感じで再び声を重ねた。

（しかも、拒きよ否ひされた……!?）

　メイの頬のヒクつき具合が加速する。

「なーるほどねぇ」

　何に納なつ得とくしたのかは不明だが、キリは納得顔でメイの襟首を離はなした。

「ま、割とちょうどいい感じかな？」

　値ね踏ぶみするようなキリの視線を受けて、男たちは不ふ審しんげに眉まゆ根ねを寄せる。

「弟で子しっ子。あれ、殺さずに無力化しようと思ったらどうする？」

　そんな男たちを指しながら、エイムに尋ねるキリ。

「はいです！　《雷らい鞭べん》とかでビリビリッてすればよいと思うです！」

　エイムは元気よく手を挙げながら答えた。

「そうだな、それが正解の一つだ」

「はいですー！」

　グリグリとキリに撫でられ、エイムはご満まん悦えつな様子だ。

「魔法を使っての無力化は、もう確実に出来るな？」

「出来ると思うです！」

　やはり元気よく、エイムは頷いた。実際、彼女にそれが出来ることはメイも知っている。クーデター騒そう動どうの際、謁えつ見けんの間に突とつ入にゆうすると同時に《雷鞭》を使用して兵や文官たちを無力化した様はまだ記き憶おくに新しかった。

「確かに、魔力コントールに関しちゃそれなりになってきてるしな」

　それは、師たるキリも認めるところらしい。

「というわけで今日は、ネクストステップ」

　と、人差し指を立てる。

「テーマは、『素す手ででも殺さず出来るかな？』だ！」

　割とそのまんまな名めい称しようだった。

「はいです！　やってみるです！」

　果たしてその内容を即そく座ざに理解したらしいエイムが、やる気満々に頷いて駆け出す。

「っと、ちょい待て」

　しかし、素す早ばやくキリがその眼前に手を差し入れた。

「はい、です？」

　キキッと踵かかとで地面を抉えぐりながら足を止めたエイムが、疑問を含ふくむ目でキリを見上げる。

「ちな、どんな感じでいこうと思ってる？」

「はいです！　とりあえずぶん殴なぐれば、たぶん大人しくなると思うです！」

　いつも通りの無む邪じや気きな笑え顔がおで、割と乱暴な回答を返すエイム。

「んはは、まぁあながち間ま違ちがいでもねーが……」

　こちらもいつも通りのいかにも軽薄そうな笑みで、キリは視線を横にずらす。

「どんくらいの力で殴ればいいと思うか、ちっとそこに向けて実じつ践せんしてみ？」

　そう言いながら、手近にあった木の幹を指した。

「はいです！」

　今度も素直に頷き、エイムは指示された木へと歩み寄る。

「ちょあー」

　そして、その幹へと突きを放った。

　気の抜けるような掛かけ声ごえとは裏腹に、そこから生み出された力量は膨ぼう大だいなもの。彼女の小さな手を中心として、木の幹が粉々に吹ふき飛とんだ。更さらにそれだけでは留まらず、突き抜けていった衝しよう撃げき波はが太い木々を数十本単位で吹き飛ばしていく。

「このくらいだと思うです！」

　そんな惨さん状じようを生み出した当の本人の笑みは、一いつ貫かんして変わらぬ無邪気なものだ。

「んはは、こりゃ無力化っつーか無になるレベルだな」

　笑いながら評する内容かはともかくとして、キリの言う通り普ふ通つうの人間があの突きを受けた日には肉にく片へんすら残るか疑わしいところだろう。

「ちなみに、姫ひめさんは出来る？　殺さずに無力化」

「んぇっ？」

　自分に話が飛んでくるとは思っておらず、メイの口から素すっ頓とん狂きような声が漏れる。

「んはは、どうしたそんな『ドラゴンはドラゴンでも食べられるドラゴンってなーんだ？　ってナゾナゾを考えたけど、よく考えたらドラゴンって普通に食べられるからナゾナゾにならないわね……』みたいなことを考えてたような声出して」

「どんな声なのよそれ……というか、今このタイミングでそんなこと考えてるわけないでしょ。いや、どのタイミングだろうとそんなこと考えたことないけど。あと、ドラゴンは普通に食べられないと思うけど」

　多数のツッコミどころがあったため、とりあえず思い付いた順に口にする。

「いや？　ドラゴンは食えるぜ？」

「そうなの……？」

　軽く首を傾かたむけるキリに、メイは眉根を寄せた。

「確かに、そもそも食べようとした人を聞いたことがないだけかもしれないけど……」

「まぁドラゴンの肉って例外なく毒があるから、食ったら普通は死ぬしな」

「それは通常、食べられるって言わなくない……？」

「でも、結構ウマいらしいぜ？」

「食べたら死ぬのにどうしてわかるの？」

「一時期一いつ緒しよに旅してた奴やつが、食ったことあるって言っててね」

「その人は生き残れたんだ……？」

「ま、あの種族は人間よりだいぶ頑がん丈じようだから。それでも生死の境彷徨さまよったらしいけど」

「どうして挑ちよう戦せんしちゃったのかしら……」

「食にうるせぇ奴だったかんね。一度試ためしてみたかったんだと」

「命をかけるほどのことなの……？」

「トリ肉みたいにサッパリしてて美味うまかったって満足げだった」

「じゃあトリ肉でよくない……？」

　そこでふと、キリが片眉を上げる。

「ところでこれ、話逸それすぎじゃね？　そろそろ本題に戻っていい？」

「私が積極的に逸らしたみたいな物言いやめてもらえる!?」

　むしろ積極的に逸らされた側として、思わず声が荒あらくなった。

「えーと……殺さずに無力化、って話だったわね……」

　とりあえず話を本筋に戻しながら、一連のやりとりをポカンと眺ながめていたらしい男たちの方へと目をやる。

「……まぁ、出来ると思うけど」

　そして、そう答えた。

　殺すことも視野に入れた場合と比べ、不殺を必ひつ須すとした戦いは段だん違ちがいに難易度が跳はね上がる。確実に成すためには、相当な実力差が必要となるだろう。

　が、しかし。

　この男たちと自分であれば、その程度の実力差は『ある』というのがメイの結論だった。

「んじゃ、今回は姫さんにお手本を見せてもらうとしようか」

「え……？」

「よろしくです、メイさん！」

「あ、はい……」

　何やら、なし崩くずし的に実演する流れになってしまったらしい。

「えーと……じゃあ、やってみるわね」

　若じやつ干かん釈しやく然ぜんとしないものを感じないでもなかったが、そこは流すことにしてメイは男たちの方へと踏ふみ出した。

『……ひぃっ!?』

　ここに至ってようやく、男たちは我に返った様子。先程エイムが生み出した惨状の意味に思い当たったのか、恐きよう怖ふに顔を引ひき攣つらせる。しかし、どうやら身体が竦すくんで逃げ出すこともままならないようだ。

「安心なさい、極力痛くないようにするから」

　まるでこっちがイジメてるみたいね……などと思って――あながち構図的に間違っていないような気もするが――苦く笑しようする。

「まずは、脳を揺らすって手ね」

　男の一人の顎を掠かすめる形で、メイは素早く拳こぶしを繰くり出した。

「ぐっ……？」

　ガクンと首を揺らし、男が膝ひざから崩れ落おちる。

「次に」

「ひっ……」

　隣となりの男に目を向けると、短く悲鳴を上げられた。

「脊せき髄ずいに衝しよう撃げきを与あたえるって形」

　気にせず男の背後に回り、剣の柄つかで強く首の下を打ち付ける。

「かっ……!?」

　前のめりに男が倒れ伏ふした。

「ひぇっ……!?」

「それから、頸けい動どう脈みやくを締しめるとか」

　別の男が踵きびすを返したところを狙って、背後からその首に手を巻きつけ締め上げる。数秒もそうしていれば、男の身体からぐったりと力が抜けた。

「あとは……」

　最後に一人残った男の方へと向き直る。

「ひ、ひ、ひ……！」

　もはや男は恐きよう慌こう状態で、震ふるえて立ち尽くすのみ。そんな男の目の前で。

　パン！

　メイは、勢い良く手を打った。

「ひっ……」

　グルンと白目を剥むいて、男が倒れ伏す。

「今みたいに混乱状態の相手だと、刺し激げきを与えるだけで気を失うこともあるわね」

　これで、四人相手に制圧完かん了りようだ。

「と、こんなところでどうかしら……？」

　果たしてこんな感じで良かったのか、少しの不安と共に振ふり返かえる。

「凄すごいです！　メイさん、魔法使ってないのにちゃんと殺してないです！　殺してないのに倒しちゃったです！　殺してないメイさん凄いです！」

　真っ先に、エイムの尊敬の眼まな差ざしが視界に飛び込んできた。

「え、えぇ……ありがとう」

　殺してない殺してないと連呼されるとまるで普段は殺しまくっているかのようで、返すメイの笑みはやや微妙なものとなる。

「んはは、お見事」

　エイムの隣では、キリがパチパチと手を叩たたいていた。

「姫さんって、姫らしくないスキルばっか率そつ先せんして習得してる感すげぇよな」

「……庶しよ民みん的てきで親しみやすいって感じの意味で、褒め言こと葉ばとして受け取っておくわ」

「いや、普ふ通つう庶民は人のオトし方を鮮あざやかに披ひ露ろうしたりしないっしょ……」

「急にドン引きした感じになるの止めてもらえるかしら……？」

　今一度、メイの頬がヒクつき始める。

「いやでも、実際褒めてはいるんだぜ？　親しみやすい狂きよう戦せん士し的な意味合いで」

「親しみやすい狂戦士って、どういう存在よ……」

　即座に矛む盾じゆんを孕はらむ二語の組み合わせだった。

「親しみやすい狂戦士ってのは、狂戦士に親しみを覚えない奴を片かたっ端ぱしから殺し尽くした狂戦士だけが得られる称しよう号ごうさ」

「それ、やればやるほどむしろ親しみ覚える人いなくなっていくでしょ……」

「だから親しみやすい狂戦士は、誰にも親しまれない存在でもある」

「何その、ちょっと哲てつ学がく的てきっぽい存在……？」

「おっとー？　はい、いただきましたー。哲学的のくだりー」

「どうしてそんなに嬉うれしそうなの……？」

「ところでこれ、何の話？　姫さん、隙あらば話逸らしてくるよね」

「隙あらば人に濡ぬれ衣ぎぬ着せようとするのやめてもらえる!?」

　このままでは埒らちが明かない雰ふん囲い気きを感じ取り、メイはコホンと咳せき払ばらいをする。

　そして、倒れ伏す男たちへと目を向けた。

「で……この人たち、どうする？　懸けん賞しよう金きんが懸かかってるようにも見えないし、ふん縛じばってこのまま放置で魔物の餌えさ……っていうのが相場だとは思うけど」

　言いながらも、メイはあまり気が進まないと思っている自分を自覚していた。仮にも、強ごう盗とう行こう為いを働こうと刃を向けてきた相手。彼らには死にたくないなどと言う資格はないし、同情の余地もない……はずなのだが、このあまりに貧相な男たちに多少なりとも憐れん憫びんの気持ちが湧わいているのも確かだった。

「んはは、んーなの決まってるっしょ」

　一方のキリは、ヘラヘラと笑いながらそう断言する。

「盗賊団を撃げき退たいした後といえば」

「金目のモノのかいしゅー、です！」

　キリの言葉をエイムが引き継ついだ。

　自分と違って、全く迷いのなさそうなその師弟の表情を見て。

（なんというか、襲った相手が悪すぎたわよね……）

　などと、今度こそは男たちにハッキリと同情してしまうメイであった。




　捕とらえた四人を、エイムが担ぐ板の上に乗せ。

　キリの《周しゆう探たん》によって、容易たやすく見つけ出されたアジト――といっても、自然に出来た洞どう窟くつをそのまま塒ねぐらとして利用しているだけのようだが――に乗り込んだメイたち一行。

「ぎゃっ!?」

「ぐぁ!?」

「何モンっ!?」

　結果、瞬またたく間まにアジトの中は阿あ鼻び叫きよう喚かんが渦うず巻まく空間と化した。

「ちなみに、これがさっきの『別解』な」

　この光景を作り出している張本人たるキリは、実にいつも通りの口調で語る。その歩みは散歩でもしているかのように気軽げ、かつ揺るぎない。そんなキリへと次々男たちが襲いかかるが、キリが指一本でも触ふれればそれだけで為なす術すべもなく倒れ伏していった。

「……ねぇキリ。それ、本当に魔法使ってないの？」

　キリの後を歩きながら、メイは疑問の声を投げる。

「魔法、って形じゃ顕けん現げんさせてないかんね。相手の魔力にちっと干渉してやってるだけさ。人間脆もろいもんで、身体ん中の魔力が乱れるだけで立ってることも出来なくなるんよね」

「だけって……他者の魔力に直接干渉するだなんて話、聞いたことないんだけど……」

「ま、聞いたことがないってのとありえないってのはまた別のお話ってことよな」

「確かに、アナタに会ってからはそんな経験ばかりね……」

　現代の人類に使用出来る最高位を遥はるかに超こえる高階位魔法を使ったり、既き知ちの魔法を想像もしていなかった方法で使ったり。そういったことを思い出すと、確かにこの程度いちいち驚おどろくほどのことでもないかという気がしてくる。

　そんな風に考えている自分に、だいぶ「毒されてるな」とメイは苦笑を浮かべた。

「ここは行かせ……ぐぁ!?」

「待……ぐはっ!?」

「そっちは……ぐべっ!?」

　キリの行く手を阻める存在は、何もない。あえて言うならば、キラキラとした目でキリの真似まねをしようとして「こらこら、そんな乱暴にぶっ込んだら普通に死んじゃうからやめときなさい」と止められているエイムくらいか。

「んはは、にしてもわざわざお宝の在あり処かを教えてくれるたぁ親切さんばっかだな」

　キリの言う通り。洞どう窟くつ内ないにはいくつか分ぶん岐き路があったが、男たちは明らかにある一点を庇かばう形で立ちはだかっていた。それでは、その先に何か大切なものがあると言っているようなものだ。その必死の形相から察するに、何かの罠ということもなさそうに見える。

「さて、この先かにゃー？」

　幾いく度ど目かの曲がり角を越こえると、少し広めの行き止まった空間に出た。

　そして、その最さい奥おうでは。

（……？　ボロ布が積まれてるだけ？）

　最初、メイの目にはその光景がそんな風に映った。

「な、んだ……てめぇら……」

　しかしそれが顔と声を上げたことによって、人間であったと判明する。

　少年……いや、少女か。その顔は病的なまでに青白く、ゲッソリと頬が痩けている。炎ほのおに照らされる髪かみの色は、恐おそらく銀。しかしそれも薄うす汚よごれ、一いつ切さいの輝かがやきを失っていた。年ねん齢れいは、エイムより少し上くらいだろうか。ややくすんだ碧あおの瞳ひとみがメイたちを睨にらんでくるが、そこに宿る光は今にも消えそうなほどに弱々しかった。

「お頭かしら……！」

「触さわるな……！」

「守れ……！」

　奈な落らくの底から這はい出でてくる亡もう者じやのように、男たちが後ろから這ってくる。

　お頭、とは目の前の少女のことを指しているのか。

「魔力乱された状態でそこまで動けるたぁ、なかなか根こん性じようあんじゃん」

　果たして彼らに目を向けるキリの言葉は、本心なのか皮肉なのか。

「お前ら……！」

　男たちの方へと向けられた少女の瞳が揺れる。

「おい……オレのことなら好きにしろ……だから、これ以上そいつらに手ぇ出すな……」

「お頭……！」

「そんな……！」

「俺たちよりお頭を……！」

　少女と男たち、呻うめくような声で庇い合っていた。

「んはは、お互いを想おもい合う麗うるわしい愛って感じ？」

　そんな光景を前に、キリはいつも通りの軽薄な笑みで。

「俺さー、なんつーの？　今の君らみたいなさー。そういう、誰だれかのためなら自分はどうなってもいい！　みたいなやつ？　割とさー」

　けれど、その目は。

「嫌きらいなんだよね」

　とても、複雑な色を帯びていた。それは恐らく、大切な人に護まもられて……その結果大切な人を失ってしまった、キリの経験から来る言葉なのだろう。

（キリ……）

　ゆえにメイは何も言えず、ただ痛ましい思いを抱くことしか出来なかった。

　そんなメイの視線に気付いているのかいないのか、キリは少女に向かって歩み寄っていく。「お頭ぁ……！」という男たちの縋すがるような声が響ひびくも、その歩みは止まらない。

「くっ……」

　動くこともままならない様子ながら、少女はキリを睨む目に込める力を緩ゆるめなかった。

「んはは、まぁ悪かねぇ面つら構がまえだがね」

　そんな少女に、キリが手をかざす。

「その年とし頃ごろの子供ってなぁさ」

　少女はビクッと身体を震わせるが、抵てい抗こうする体力も残っていない様子。

「もうちっと、気ぃ抜ぬいて生きてもいいんだぜ？」

　キリを中心に、淡あわい魔ま力りよくの光が発生する。

「えっ……？」

　小さく声を上げて驚きの表情を浮うかべた後に、少女はゆっくりと目を閉じていった。その身体から力が抜け、ぐったりとキリに体重を預ける形となる。

『お頭っ……!?』

　男たちの悲痛な声が響いた。

　だが、メイは知っている。キリは、この衰すい弱じやくしきった少女を救おうとしているのだと。第一階位魔ま法ほう《調ちよう体たい》。本来であれば自身の体調を多少整える程度の弱い魔法だが、キリが使えばその効果範はん囲いは他者にまで及および、毒など種々の異常さえも回復させるのだ。

「ん……？」

　ピクリと眉を動かしたかと思えば、キリの顔から笑みが消える。

「これは……？　――の血を引いてんのか……？」

　紡がれた言葉はとても小さいもので、一部が聞き取れなかった。

「どうしたの……？　その子……助かるの？」

　不安になって、メイは恐る恐る尋ねる。

「……んはは」

　するとキリは、いつものニヤけるような笑みを顔に戻した。

　まるで、何かを誤ご魔ま化かすかのように。

「この世界、大たい抵ていのことは力ちから業わざでどうにかなる」

　いつもの脳筋理論だ。

　けれど実際、キリがこう言って解決出来なかったことなどこれまで一度もなかった。

「けど」

　だが。

「これは、その『大抵』に当てはまらないパターンだ」

「……そう」

　続く言葉を受けて、メイはそっと目を閉じた。










　カッチェ。

　それが、少女に与えられた名前だった。

　それだけが、両親から与えられたものだった。

　他の全ては、トリーム団の皆みなが与えてくれた。

　だからカッチェは、トリーム団のために生きてトリーム団のために死のうと決めていた。

　きっと、今日がその日だったんだろうと思った。惜おしむらくは、自分の死と引き換かえに皆には手を出ださないという約束をあの男相手に取り付けられなかったことだけれど。

　……なんて、考えて。

（……あれ？　なんでオレ、こんなこと考えられてんだ……？）

　そんな疑問を覚える。

　つい先程まで、頭がぼんやりしてほとんど何も考えられない状態だったというのに。

　あるいは、自分は既すでにあの世とやらに到とう着ちやくしているということか。

　だとすれば、意外と生きていた頃ころと感覚が変わらないものだ。

　にしても、この空腹感までそのままというのはどうにかしてほしかったところだが。

（まぁ、盗とう賊ぞくだもんなぁ……死んだからって楽になれるわきゃねぇか……）

　そんなことを思っていたら、ますますお腹なかが減ってきた。

　食欲をそそるいい匂においまで漂ただよってくるような気がする。

（なるほど……なのに食えねぇってのが地じ獄ごくの責め苦ってやつなわけか……）

　納得したところで、腹が膨ふくれるわけではない。

「腹ぁ……減ったぁ……」

　思わず呟つぶやいてしまう。

　――グゥゥゥゥゥゥゥキュルルルルルル……

　あの世でも、腹の音は鳴るものなのか。

　そこまで考えたところで、何かがおかしいような気がしてきて。

　ゆっくりと目を開ける。

『お頭ぁ！　ご無事で!?』

「んはは、だから大だい丈じよう夫ぶだって言ってんじゃん」

　見慣れた団員たちの顔と……気を失う前に見た、如何いかにも軽薄そうなニヤけた笑みを浮かべる男の顔が目に入ってきた。

「良かった、目が覚めたのね……」

　男の傍かたわらでは、同じ生物とは思えないほどの美人がホッとしたような表情を浮かべている。彼かの女じよが身に纏まとう雰囲気は、生まれてこの方ずっと盗とう賊ぞく稼か業ぎように身をやつしてきたカッチェでさえも一目で高貴な出だとわかるもの。その澄すんだ碧の瞳は宝石で、キラキラ輝く金の髪はシルクででも出来ているのかと思えるほどだ。もっとも、宝石もシルクも聞いたことがあるだけで実物を見たことはないけれど。

　それから。

「おはようです？」

　自分を見つめる瞳がもう一いつ対ついあることに、遅おくれて気付いた。

　他に比べて、随ずい分ぶん低い位置にあったからだろう。

　どこか不ふ吉きつさを予感させる、血の色のような……なのに、なぜか目が離せなくなる光を宿している瞳。全すべての光を吸い込んでしまいそうな漆しつ黒こくの髪が、サラリと揺ゆれる。見た感じ、自分よりも少し年下くらいか。しかしそのあまりに整った造形は作り物めいてさえ見え、これが彼女の完成形なのだと言われても十二分に納得出来る。

「ボクはエイム！　立派な魔ま王おうを目指して修しゆ行ぎよう中の身なのです！」

　けれど、ニコリと笑うと途と端たんに幼さが前面に表れて。

　ようやく、彼女が血の通った生物であると認にん識しき出来た。

「あ、あぁ……オレは……」

　エイムと名乗った少女が、後半何を言っているのかはよくわからなかったけれど。

「カッチェ……」

　その瞳に見つめられていると、何かを言わなければいけないような気がしてきて。

「トリーム団の頭領、カッチェだ」

　カッチェは、気が付けばそう名乗っていた。




「まったく……手の施ほどこしようがないみたいにアナタが言うもんだから、もう諦あきらめるしかないのかと思ったじゃない」

　カッチェと名乗った少女の意識がハッキリしてきたらしいことを確かく認にんして、メイは安あん堵どの息を吐ついた後で苦笑気味にキリへと抗こう議ぎした。

「んはは、力業じゃ無理っつっただけじゃん？」

「まぁ、そうなんだけど……」

　苦笑を深めながら、キリが掻かき回まわしている大おお鍋なべに目を向ける。そこでは、先程エイムとメイで周辺を駆かけ回って集めてきた薬草の類が煮に込こまれていた。

「流石さすがに、栄養は力業じゃ如何いかんともしがたいかんね。ま、力業で効率良く身体を作り変えりゃ限りなく補給無しでも保つようには出来るけど」

　結局、最終的には力業でどうにかなるらしい。

「……というか」

　ふと、思い出す。

「そもそもアナタ、魔法で食べ物も出せるんじゃなかったっけ……？」

　むしろ、キリに見せてもらった高階位魔法には食べ物関連の記憶しかなかった。

「まぁ出せるには出せるけど、基本的に炭水化物と調味料ばっかだかんね。餓が死し寸前だった奴らに下手なもん食わせたら消化出来ずに吐き出しちゃったり、血圧低下でショック死したりしかねんし」

「あぁ、そう……」

　相変わらず高階位の魔法はその微妙な面ばかりを見せてくれて、かつてそれに憧あこがれていたメイとしては半笑いにならざるをえない。

「うし、こんなもんかな」

　と、キリは大鍋を掻き回す手を止めてその中身を器うつわに盛った。

「ほれ」

　そして、それをカッチェの方に差し出す。

「う……け、けど……」

　器に視線が釘くぎ付づけとなり、口くちの端はしからヨダレを垂らしつつも。カッチェは、それを受け取ることを躊ちゆう躇ちよしているようだった。その表情に宿るのは、警けい戒かいか自尊心か。

「おいしーですよ？」

　別べつ途と取り分けて貰もらったエイムが、ズズッとあっさりとそれを口にする。

「食べてあげて？」

　視線を周囲に向けながら、メイからもそう促うながした。

「アナタが食べないうちに自分たちが食べるわけにいかない、って皆言ってるの」

　カッチェを見守るトリーム団の男たちは、ギュルギュルギュルとお腹を鳴らしながら目を血走らせている。それでも、全員がカッチェに注目したまま微び動どうだにしない。

「お前ら……」

　そんな団員たちに、カッチェも瞳を揺らす。

「とりあえず最低限の体力は回復させたし、食うくらいは出来るっしょ？」

　と、キリ。

「……そういえば、さっきまでより全然身体が楽だ」

　そう言いながら、カッチェは自分の手足を見回した。その顔色は未いまだ青白いが、先さき程ほどまでの今まさに死を待つばかりといった様相に比べれば随分と生気が戻もどっている。

「つっても、併へい発はつしてた病気の類を治して一時的に体力注ぎ込んだだけだかんね。食わないと、すぐに元に戻って死ぬぜ？」

　だけとは言うが、実際のところ先程までのカッチェは既に何かを食べることすら出来ない状態であるように見えた。そこから『食べれば死なない』くらいまで持ち直していること自体が奇き跡せきとさえ言えよう。

「そっか……世の中には凄い魔法があるんだな……」

「あぁ、《調体》ってんだ」

　大いにツッコミを入れたいところを、メイはグッと堪こらえた。ここで妙みようなことを言って、余計な不信感を与えることもあるまい。

「魔法が凄いんじゃなくて、ししょーが凄いのです！　ふつーだったら、あのまま死んでるです！　死にまくりなのです！」

　と思っていたら、横合いからエイムがそんなツッコミ（？）を入れた。

「そっか……お前のお師さん、凄いんだな」

　カッチェが小さく微笑ほほえんで返す。自分より年下だろう少女の言葉に信しん憑ぴよう性せいを感じ取ったか、その表情に浮かんでいた警けい戒かい心しんがやや薄うすれたように見えた。

「とーぜんなのです！」

　嬉しそうに胸を張るエイムは、己おのれの功績を理解しているのかいないのか。

「わかった、いただくよ……ありがとう」

　キリから器を受け取ったカッチェが、ゆっくりとその中身を口に流し込んだ。
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　その、次の瞬しゆん間かん。

「う……!?」

『お頭っ!?』

　カッチェが大きく目を見開いて動きを止め、トリーム団の面々が浮き足あし立だつ。

「うんめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」

　しかしそんな風に叫さけんだ後、カッチェはゴクゴクと喉のどを動かし瞬く間にスープを飲み干してしまった。

「う、うめぇ……うめぇよ……オレ、こんな美味いモン食ったの初めてだ……」

　そして、ポロポロと大おお粒つぶの涙なみだを流し始める。

　かと思えば、すぐにハッとした表情に。

「やっ、違ちがっ！　別に、今まで皆と食ってたモンが不味まずかったとかじゃなくて……！」

　そんな風に弁明するカッチェだが、元より団員たちに非難の色などない。ただ、温かい目で彼女を見守るのみだ。その腹は、グーギュルギュルと派手な音を鳴らしているが。

　そのことにようやく気付いたか、カッチェは慌あわてた様子で手を広げた。

「み、皆も食ってみろよ！　……あっ、その、皆の分もあるんだよな……!?」

　次いで、縋るような目でキリを見る。

「んはは、当然よ。餓死寸前だった奴らの縮んだ胃い袋ぶくろなんざ、何百人分でも余よ裕ゆうで満たせるくらいに用意してあるっての」

　言うや、キリ周辺の宙空に幾いくつもの穴が生じた。第六階位魔法《収しゆう間かん》。異空間に物を収納する魔法だ。その穴から、次々と大鍋が出現してきた。

「好きなだけ食いな」

　それぞれの鍋なべから、キリが猛もう烈れつな勢いで器に取り分けていく。

　もはや、メイの目では分身しているようにしか見えない速度だ。

「うんめぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

「うめぇ！　うめぇ！　うめぇ！」

「うぅ……うめぇ……」

「おいしーです！」

　カッチェと同じく感動した様子で、男たちはガツガツとスープを平らげていく。

　何気にエイムも交ざっているのは、ご愛あい嬌きようといったところ。

　というか、メイもお相しよう伴ばんに与あずかっている。実際問題、このスープは王族たるメイをしても十二分に『美味』と称しようしてよいものだ。

「ふふ……金目のモノの回収とか言って、最初からこの盗賊団を救う気だったのね？」

　涙と歓かん喜きの声で溢あふれるアジトの様子に、メイはそっとキリへと寄より添そって尋たずねる。

　今になって思えば、襲おそってきた男たちの格好を見ればアジトに金目のモノなど存在しないだろうことは容易に想像出来たはずだ。

「はぁ？　違いますけど？」

　だからそんなキリの返答も、最初は照てれ隠かくしなのだと思った。

「ま、確かに金目のモンは端はなから期待しちゃなかったけど……ちょうどいい、そろそろ言おうと思ってたとこだ。見てなよ、これが俺おれの目的だからさ……ククッ」

　しかしそう言ってほくそ笑えむキリの表情が、あまりに悪役っぽいもので。

（あれ……？　もしかしてこれ、ホントに善意からの行動ってわけじゃない……？）

　そんな風に思い始める。

「あー、トリーム団の皆みな様さま方がた」

　皆の食事が一段落したところで、キリはそんな風に呼びかけた。決して大きくはないが、しかし不思議とよく通る声だ。一同の視線がキリに集まる。

「皆様の腹が満たされたようで、大変嬉しく思います」

　いつものヘラヘラとした調子とは異なる、かしこまった表情と口調。

「ところで、一つ皆様にお願いがあるんですがね」

　それが逆に、なんとなく碌ろくな事を言わなそうだとの予感をメイの中に生み出した。

「俺たちを、この盗賊団に入れてください！　オナシャス！」

　果たして、続いたキリの言葉はそんなもので。

『………………はい？』

　キリとエイムを除いた、全員の疑問の声が重なったのであった。

　無論、その『全員』の中にはメイも含ふくまれていた。
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　キリの『入団願い』から一夜明けて、翌日。

「俺さー、常々思ってたことがあんだよね」

「はぁ」

　そんな風に語り始めたキリに、メイは曖あい昧まいな調子で相あい槌づちを打つ。

「ウチの弟で子しっ子は、魔王になるにしちゃ少々品行方正が過ぎる」

「そう………………だった、かしら……？」

　かつて出で会あい頭がしらに『奴ど隷れいとして売り飛ばす』ことを提案された身としては、素す直なおには頷うなずきかねるところであった。

「まぁ、じゃあ、盗賊団への入団を希望した理由についてはそれでいいとして」

　納なつ得とく出来るかはともかく、とりあえず理解したことにしておく。

「どうして、こんなことになってるのかしら……？」

　疑問の声と共に、メイはキリの顔から視線を外した。

　すると。

「おーい、切る木ってこれでいいのか？」

「さぁ？　適当でいいんじゃねーか？」

「なんか、斧おのが全然入ってかないんだけど」

「下手くそ、貸してみろ……っと！」

「がははっ、お前も全然じゃねーか」

　男たちが、木を伐ばつ採さいしようとして四苦八苦している姿が目に入ってくる。

　今朝一番にキリが「とりあえず皆、家建てようぜ！」と提案して斧などの道具を配り、なし崩し的に発生することになった光景であった。

「まぁ、確かに姫ひめさんの言いたいことはわかる」

　訳知り顔で、キリはうんうんと一人で頷いている。

「盗賊といえば、奪うばう！　殺す！　犯おかす！　だって言いたいんだろ？」

「言い方的にはともかく、そういうイメージではあるわね」

「せっかく盗賊団に入ったんだから、早くそういうのをやりたいと」

「いや、やりたいとは全く思ってないんだけど」

「え？　やりたくないの？」

「どうしてそんな心から不思議そうな顔をするのかしら……？」

「姫さんならてっきりそう言うかと思って」

「アナタの中の私の印象ってどんななのよ……」

「狂戦士的存在」

「……一応聞いておきたいんだけど、それ、冗じよう談だんなのよね……？」

「あぁ、もちろん冗談さ。ホントは、狂きよう戦せん姫き的存在だと思ってるかんね」

「狂戦姫って何!?　姫要素とか入れてちょっと寄せてくるのやめてもらえる!?」

「んはは、ほんでやっぱ姫さんといると話が逸それてくな」

「だからそれ、私のせいみたいに言うのやめてよね……」

　メイは、コホンと一つ咳払い。

「とにかく……急に家建てよう、って言われても大抵の人は戸と惑まどうと思うけど」

　視線と話を、トリーム団の方に戻した。

「ま、あれよ。人間、まずは衣食住が整わないと何するにせよ支障が出るかんね。健全な盗賊団は健全な環かん境きようから、ってことさ」

「まず、健全な盗賊団って何なのかしら……」

「健全な盗賊団っていうのは、健全じゃない盗賊団を殺し尽つくした盗賊団だけが……」

「もう話が逸れる気しかしないから、その説明はまた今度に聞かせてもらうとして」

　キリの言葉をピシャリと遮さえぎり、メイは小さく首を傾かたむけた。

「家を作るっていっても、彼かれらの家って今でもあの洞窟があるわけでしょ？」

「ずっと暗くてジメジメしたところにいちゃ、気が滅め入いるじゃん？　衛生的にもアレだしさ。やっぱ、日本人なら木造住宅っしょ」

「ニホンジン？　ではないと思うけど……」

　恐らくキリの出身国の住人を指しているのだろうが、であればこの世界にそのニホンジンとやらはキリ以外に存在しないだろう。

「何にせよ、やっぱり皆あんまり納得いってないみたいよ？」

　新入り（？）とはいえ、彼らにとってキリはカッチェの命を助けた上にご飯まで提供してくれた恩人だ。その提案とあって、逆らうこともなくこうして木の伐採を始めているのだが。先の通り、見るからに気が入っていない様子である。

「ていっ！　……あー、クソッ！　全然駄だ目めだ！　エイム、どうすりゃいいんだ？」

「じゃあ、お手本を見せるですね？」

　唯ゆい一いつの例外は、カッチェとエイムくらいか。

「ちょあー」

　ブンッ！　とエイムが斧を横よこ薙なぎに振ふる。気の抜けるような声とは裏腹な、残像すら見えない程ほどの速度。一切の抵抗を許さずその軌き道どう上にあった木を切きり裂さき……というか斧の厚さの数倍分を抉えぐり取とり、ついでのように発生した衝しよう撃げき波はがその先にあった木々を次々に吹ふき飛とばした。ズズズズズゥゥゥゥゥゥン……！　という轟ごう音おんが辺りに響き渡わたる。

「こんな感じなのです」

　それを特段誇ほこるでもなく、エイムは素の表情でカッチェの方へと視線を戻した。

「お、おぅ……そうか……」

　半笑いでそう返すカッチェ。

（いいのよカッチェちゃん、それが普ふ通つうの反応だから……）

　かつて自分も通った道を今まさに通っている少女に、メイは内心で励はげましの言葉を送る。

　ともあれ、こちらも作業が捗はかどっているかといえば微び妙みようなところだった。

「というか、家くらいアナタならパパッと作れちゃったりしないの？」

　言った後に我ながら無む茶ちやなことをと思ったが、言う相手がキリであればさほど無茶でもないかとすぐに思い直した。

「ん？　まぁ、出来っけど？」

　果たして、キリは至し極ごく軽い調子で首を傾ける。

　同時、彼を中心に風が渦巻いた。かと思えばその一部が鋭するどい刃やいば状となって飛んでいく。それらはまるで紙でも斬きり裂くように、あっけなく進路上に存在した木々を全て真っ二つに分断。倒たおれていく木の幹を、更さらなる風の刃が襲う。正確な線を描えがくその刃は瞬く間に倒とう木ぼくを成形して、ただの丸太を『木材』へと変えていった。

　平板、角材、あるいは円柱状など。様々な形状に加工された木材を、地面に落ちる前に今度は柔やわらかい風が受け止める。だけでなく、縦じゆう横おう無む尽じんに吹く風によって木材は瞬く間に運ばれていった。自らの意思で動いているかのような滑なめらかさで複雑な軌道を描き、それぞれ組み合わさっていく。その光景は、まるで木材たちが楽しげにダンスでも踊おどっているかのようにも見えた。

　そして、全ての風が吹き止やんだ時。

　そこには、一いつ軒けん家やが出来上がっていた。

　二階建てで、各階数部屋はあるだろう立派なものである。

「な？」

　弟子と同じく別段得意げな様子もなく、ただ事実を確認するだけの調子でキリが出来上がった家を親指で差す。

「じゃあ、最初からこうすれば良かったんじゃない？」

「いやいや、自分たちの家になるわけだしさ。ポンッと与あたえられるより、やっぱ自分たちで作ったんだーっていう達成感が欲ほしいじゃん？」

「そういうものかしら……？」

「まぁ、密林の中で自然と共に育ってきた姫さんにはわからん感覚かもしれんが……」

「アナタは私をどういう存在にしたいの……？」

　メイの口元が乾かわいた笑みを形作った。

　コホンと咳せき払ばらいし、それを改める。

「でもまぁ確かに、私にはわからない感覚ではあるかもね。ずっと城暮らしで、学園に入ってからは寮りようだし。自分で家を作ったことなんてないから」

「なら、せっかくなんで姫さんも交ざってくれば？　結構楽しいもんだぜ？」

「そうしようかしら……」

　ちょうど、ここで見ているだけというのも退たい屈くつだと感じ始めたところだ。

「そういえば、学園でも鍛たん錬れんの一いつ環かんとして木の伐採やったわね……」

　そんな自分の呟きに、ふと気付く。

「……もしかしてこれ、彼らを鍛錬するのが目的だったりする？」

「ま、それもある」

　なんとなくの思いつきだったが、どうやら当たっていたらしい。

「アナタ、結局この盗賊団をどうするつもりなの？」

「とりあえずまずは最低限、正規の騎き士し団だんとタイマン張れるくらいの戦せん闘とう力りよくを持たせるようにするつもりかな」

「一応言っておくけど、アナタのその『最低限』の基準はおかしいからね？」

　苦く笑しようと共に、トリーム団たちの方に視線を戻して。

「……？」

　一同ポカンとした様子でこちらを眺ながめている光景が目に入り、どうしたのかとメイは疑ぎ問もん符ふを浮かべた。

（……あぁ）

　遅れて、思い当たる。

（そうか、今のは普ふ通つう驚おどろく場面よね……）

　木々がひとりでに一軒家へと姿を変えたようにも見えただろう、今の光景。メイとて、出会って間もない頃だったならば目を剥むいて驚きを表現していたことは間ま違ちがいない。

（基準がおかしくなってるのは私も同じだったか……）

　苦笑が、更に深まった。

「……す、すげぇ」

　そんな中、トリーム団を代表するかのようにカッチェがポツリと呟いた。

「な、なぁエイム。もしかして、お前もあんなこと出来んのか……？」

　恐る恐るといった様子で、傍らのエイムへと尋ねる。

「流石に、あんなのは無理なのです！」

「だ、だよな……？」

　エイムがニッコリと笑って答えて、カッチェはホッとした表情となった。

「ボクがやると、もうちょっとガタガタになっちゃうと思うです」

　しかし続くエイムの言葉に、その顔が戦せん慄りつに染まる。

「お、おぅ……ちょっとガタガタになる程度を許容すれば出来るは出来るのか……もしかして、魔ま導どう士しってそんなすげぇ奴やつばっかなのか……？」

「……カッチェちゃん」

　そんなカッチェに歩み寄り、メイはそっとその肩かたに手を置いた。

「これからキリやエイムちゃんと付き合っていく上で、大切なことを教えるわね」

　見上げてくるカッチェに、優やさしい笑みを返す。

「この人たちのやることは大抵、世界でもこの二人にしか出来ないようなことだと思っておきなさい。間違っても、それが一いつ般ぱん的てきだなんて思っちゃいけないわ」

　風の刃で木を切るだけならば、出来る魔導士はそれなりにいるだろう。速度の問題を置いておけば、成形も魔力操作に相当の自信がある者ならば可能かもしれない。ただ、そこから先はどう考えても無理だ。風で木材をまともに運べる者さえいないだろう。威い力りよく不足で持ち上がらないか、逆に過多で吹き飛ばしてしまうのがオチだ。そもそも風魔法は基本的に攻こう撃げきに用いるものであり、そのような運用を想定されていないのだから当然である。

（というかキリって、力業力業言う割に魔力操作は無む茶ちや苦く茶ちや繊せん細さいなのよね……）

　何とは無しにそんなことを考えながら、カッチェに向けて言葉を続ける。

「いちいち驚おどろいてると疲つかれちゃうから、適当に流すことを覚えるのが大切ね」

「お、おぅ……」

「まぁ、そのうち慣れるわよ」

「それ、慣れていいやつなのかな……？」

　自身の経験から来る教訓を伝えると、今度はカッチェが苦笑気味となった。

　そんな会話を交かわしているうちに、他の面々もようやく我を取り戻してきたらしい。

「なぁ、家って……あんな立派なのを建てんのか……？」

「いやいや、俺らにゃ無理だろ……」

「だよな……？」

　一同、そんなことを密めき合う中。

「諸君！」

　キリが大きめの声で呼びかけると、全員がビクッと身体を震ふるわせた。

「こんな家にぃ！　住みたいかぁ！」

　手を広げ自身が作った一軒家を指しながら問いかけるキリに、トリーム団の面々は戸惑った顔を見合わせる。そこに浮かぶのは、期待と不安か。

　恐おそらく、家を建てるといってももっと貧相なものを想像していたのだろう。目の前に出来上がった立派な一軒家を見て、明らかに惹ひかれた様子を見せている。だが、自分たちにあんな家を建てることが出来るわけがない……そんな葛かつ藤とうが見て取れた。

「出来るとか出来ないとか、そんなのは今どうでもいい！」

　そんな彼らに向けて、キリは張りのある声で続ける。

「住みたいのか！　住みたくないのか！　さぁ、答えてみよう！」

　キリからの、更なる問いかけに。

「……住みたい」

　今度も、最初に声を上げたのはカッチェだった。

「オレ、皆をあんな家に住まわせてやりたい！」

　幼くとも流石さすがは頭領ということか、カッチェの言葉によって男たちの目の色も変わる。

「そうだな、住めるもんなら住みてぇよな！」

「絶対洞どう窟くつの中より気持ちいいもんな！」

「つーか、建てるだけでも建ててみてぇ！」

　口々に賛同の言葉が上がり始めた。

「安心して欲しい！」

　そんな彼らに、キリはニッと笑って見せる。

「このキリ・タカゼキによるブートキャンプが終わる頃には、全員がこのくらい余裕で建てられるようになっている！　そんな己の姿を、頭の中に思おもい描いてみよう！」

　そこで、少し間が空いた。

　カッチェを筆頭に、トリーム団の面々はどこかうっとりとした表情となっている。恐らく、キリに言われた通りに理想的な自分たちの姿を思い浮かべているのだろう。

　一同の心にキリの言葉がスルリと入っていく様が、見て取れるようだった。

「さぁ、諸君！」

　もう一段階声を大きくして、キリは大きく挙を振り上げる。

「家を！　建てるぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

『おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！』

　その応答には、これまでとは比べ物にならない程の熱量が込められていた。

「建てるです!!」

　なぜか、エイムのやる気まで上じよう昇しようしている様子である。

　そんな光景に。

（見事に煽あおられてるわね……）

　一人、冷静な立場で苦笑を浮うかべるメイであった。




「いい？　力はそんなに必要ないの。重要なのは角度と、斧自体の重さを利用すること」

『なるほど……』

　斧を振って実演して見せるメイに、一同神しん妙みような表情で頷く。

　やる気満々になったトリーム団の面々ではあったが、それで技術がカバーされるわけでもない。そこで、メイがこうして指導する運びとなったわけである。メイとて学園で多少学んだだけだが、それでもズブの素人しろうとよりは随分とマシだ。

　ちなみにキリはといえば、「んじゃあ伐採の指導よろしく」とメイの肩を叩たたいたきり姿を消していた。煽るだけ煽って丸投げというのはどうなのかという気持ちもなくはないが、これもある種の信しん頼らいかと受け入れておくことにする。

「うーん、わかりやすいぜ」

「しっかし、姉ちゃんもタダモンじゃなかったんだな……」

「考えてみりゃそうだよな……あの兄ちゃんのツレなんだもんな……」

　最初は「貴族のお嬢じようさんに怪我けがなんかさせちまったら、俺ら責任取れねぇぜ……？」とメイに斧を渡すことを渋しぶっていた男たちだったが、今やメイを尊敬と畏い怖ふの目で見るようになっていた。

「キリと同じだとは思わないでね……？　私は全然一いつ般ぱん人じんの範はん疇ちゆうだから……」

　苦笑気味に、一応釘くぎを刺さしておく。

「けど、だからこそ皆と同じ感覚で教えられるはずよ。遠えん慮りよせず、何でも聞いてね」

　それから表情を改めて、そう続けた。

『おぅっ！』

　威い勢せいのいい声を返してくる男たちと共に、メイも伐採作業に入る。

　ちなみに、その傍らでは。

「こんな感じなのです……ちょあー」

「なるほど、こうか……？　はぁっ！」

「もっと、ブゥンッ！　です。ブンッ！　より、ブゥンッ！　の方がいい感じなのです」

「つまり、こうだな……？　ぜやぁ！」

「そんな感じなのです！」

「わっはは！　コツが掴つかめてきたぜぇ！」

　そんな風に、一対一でカッチェがエイムから指導を受けていた。

　エイムの言葉はかなり感覚的なものだが、どうやらカッチェにはそれが合っているらしい。見る見るうちに腕うでを上げていくカッチェの姿に、そちらには触ふれないでおこうと思うメイであった。木の破は片へんやら衝撃波やらが容よう赦しやなく飛び交っており、物理的にとばっちりを受けそうだったので。




　メイの指導の甲か斐いもあってか、伐採は順調に進んでいく。上手うまくいくようになれば楽しさも生まれてくるというもので、男たちの顔も生き生きとしたものとなっていた。

「ちょあー」

「わっははははぁ！」

　少女二人も、楽しそうに木を切っている。

　エイムはいつもの気の抜ぬけるような掛かけ声ごえと共に、カッチェは豪ごう快かいに口を開けて笑いながら。共通するのは、その速度が猛烈なものであるということだ。ほとんど間を置くことなく、次々と木が倒されていく。

（……というか、エイムちゃんはともかくとして。いつの間にかカッチェちゃんまであの細ほそ腕うでから考えられない膂りよ力りよくを発揮するようになってるんだけど……どういうこと……？　エイムちゃんの指導を受けるとそんな風になるの……？）

　横目でその光景を見ながら、ぼんやりとメイが考えていたところ。

　カンカンカン！　と金属同士を打ち付ける音が聞こえてきた。

「はーい、飯の時間ですよー！」

　音源の方を見やると、お玉とフライパンを叩き合あわせるキリの姿が目に入る。いつの間にか戻ってきてエプロンまで身につけた彼の前では、多数の大鍋が火にかけられていた。

　それに気付くや、あちらこちらからグゥという腹の音が響ひびき始める。作業に熱中するあまり気付いていなかった空腹が思い出だされたというところか。かく言うメイも例外ではなく、周りに紛まぎれて自分の腹の音が目立たなかったことに密ひそかに安堵していた。

　顔を見合わせてどこか照れくさそうに笑い合った後、トリーム団の面々はワッと一いつ斉せいにキリの方へと駆け出す。

「ヘイ、スタァップ！」

　しかし、鋭いキリの声を受けて全員がビクリと身体を震わせて立ち止まった。

「昨日はまぁ状じよう況きようが状況だったんで、許したけどな。今日は、このまま黙だまって食わしてやるわけにゃいかないぜぇ？」

　一同に向けて、ニヤリと笑うキリ。

「な、なんだよ。金でも取ろうってのか？　そりゃ、それが筋なんだろうけど……オレたち、金なんて持ってねぇぜ……？」

　カッチェが、戸惑った様子で尋ねる。

「んはは、んなもん見りゃわかるわ」

　そう言って、キリはその笑みをますます邪じや悪あくっぽいものへと変化させた。

「この飯が食いたきゃな……」

　怯おびえるトリーム団に対するキリ……という構図は、悪役そのものではあるが。

「シャワー浴びて着き替がえて、ちゃんと清潔にして来い！　汚きたない手でご飯を食べるなんざ、衛生的にもマナー的にもエィヌズィー！」

　メイとしては、まぁそんなところだろうな、という感想だった。

　口で何と言おうと、この状況のトリーム団をキリが悪く扱あつかうとは思えなかったから。そんなキリの優しさを、メイはもう知っている。もっとも、そんな言葉を伝えればキリは「こりゃ優しさじゃねぇ、ただの餌え付づけだ」とか答えるのだろうけれど。

　なんて考えて密かに微笑んでいたメイだが、ふと場の空気が一向に弛し緩かんしないことに気付いた。というか、むしろ重くなっているようにすら感じる。実際、トリーム団の面々は先程以上に表情を絶望に染めていた。

「その……オレたち、綺き麗れいな服とか持ってなくて……てか、今着てるボロが一番マシなくらいで……あっ、そ、そうだ！　ほら、これから川に行って出来るだけ綺麗にしてくるからさ！　裸はだか！　裸のままなら食ってもいいだろ!?」

　カッチェが、縋すがるように提案する。

「んーにゃ、それにゃ及およばんさ」

　それを受けて、キリは軽く右手を上げた。するとそこに、《収しゆう間かん》の穴が出現する。そして、その穴からドサドサドサッと大量の布が落ちてきた。

　衣類だ。シャツとパンツ、ベストや腰こし巻まきにバンダナなどもある。どれも飾かざり付つけのない簡素な意い匠しようではあるが、汚よごれの一つもない清潔なものであることは間違いなかった。

「いつの間にこんなの用意したの……？」

　シャツの一つを手に取りながら、メイはそんな疑問を呟つぶやく。間近で見るとかなりしっかりとした作りとなっていることが見て取れて、粗そ悪あくな品ではないことは明らかだ。

（まぁキリだし、いつの間にか近くの街で買い付けてても不思議じゃないか）

　と、内心で納得しかけていたところ。

「近くに綿の群生地を見つけたんでね。あとは夜なべ作業ってやつよ」

　キリから、そんな回答が返ってきた。

「綿の群生地……？　材料の持ち込みをしたってこと？」

「いや？　そのまま俺が使ったんだけど？」

「……うん？」

「うん？」

　何やら認にん識しきに齟そ齬ごが生じているような気がしてメイが首をかしげると、なぜかキリも首をかしげ返してきた。

「今の言い方だと、アナタが手て縫ぬいしたように聞こえるんだけど……」

「えっ、そう言ったつもりだけどわからなかった……？」

「ちょっとやめて、その可哀かわい想そうな子を見る目。微妙に久しぶりだけど、全然懐なつかしい気持ちにもならないし」

「じゃあ、また哲てつ学がくの話でもする？」

「何がじゃあなのかわからないし別にしたくもないしそもそもアナタと哲学の話をした覚えもないわ……って、そうじゃなくて」

　またも果てしなく話が脱だつ線せんしていきそうな予感を覚えて、メイはコホンと咳払いを挟はさむ。

「アナタ、お裁さい縫ほうまで出来るの？」

　また一つ、キリの新たな能力が発見されたようである。

「あれ、言ってなかったっけ？　俺と弟子っ子の服も俺が作ったんだけど」

「初耳だけど……」

　しかし、そう聞くと思い当たる節もある。

　キリやエイムの服が見たことのない意匠なのも、キリの世界の知識が反映されているからということか。エイムの衣装がかなり精せい緻ちに作り込まれているのに対してキリのそれはどこか適当さが感じられる、という差異にも納得だ。

　弟子のために丁てい寧ねいに縫い上あげるキリの姿を想像すると、思わず笑みが漏もれてしまう。

「ま、今回は俺や弟子っ子の服ほどの各種付ふ与よ魔ま法ほうまでは付けてねーけどね。頑がん丈じようさと汚れにくさにちょっと補正かけたくらいよ」

「それだけでも十分すぎるけどね……」

　付与魔法付きともなれば、一着買うだけでも一般的な騎き士しの一月分の給金が吹き飛ぶ。それがこんな数揃そろっているともなれば、これだけで一財産と言えよう。

「さて、どうしたいセンパイ方？　さっきみたいに、ワッと来てくれていいんだぜ？」

　ヘイヘイとキリが手招きするも、トリーム団の面々はその場で立たち尽くすのみだ。

「や、でも、こんなのタダで貰もらっちゃっていいのか……？」

　カッチェがおずおずと尋ねる。正確な価値はわからずとも、それが決して安いものでないということは感じ取ったのだろう。

「んはは、新入りからのプレゼントってやつッスよ。遠慮せず受け取ってくだせぇ」

「ホントか!?　ありがとう！」

　しかし胡う散さん臭くさいまでに爽さわやかな笑みを伴ったキリの返答に、その表情がパッと輝かがやいた。

（こんなにすぐに人を信じちゃうっていうのも、ちょっと心配ではあるわね……）

　そんな風に思わないでもないメイだったが、差し当たりこの場は何も言わないでおく。

「（ククク……この分は、後でたっぷり返してもらうからな）」

　たとえキリが、密かに邪悪な笑みでそんなことを呟いているのが聞こえていたとしても。

　先に思った通り、キリがトリーム団を悪いようにするとは思えなかったから。

（……たぶん。悪いようにはしない、と思う。しないと信じたい）

　ゲッゲッゲ……などというキリの笑い声を聞いているうちに、ちょっと自信がなくなってくるメイであった。

「んじゃ、ちゃっちゃとシャワー浴びてきんしゃい」

　一方のキリは、いつもの笑みを顔に戻もどしてヒラヒラと手を振る。

「男湯はあっち、女湯はそっち」

　それから、左右を一度ずつ指差した。

　その先では、いつの間にか局所的な雨が降り注いでいる。

「雨まで降ふらせられるのか……」

　その光景がキリによって作り出されたものであることをすぐに理解したのだろう。カッチェがポツリと呟いていた。早くも反応が薄うすくなってきているのは、メイの言葉が効いたのか順応性が高いのか。

　ちなみにこの局所的な雨の正体は、第十階位魔ま法ほう《癒ゆ雨う》。今の人類が使える中では最高位だと言われる回復魔法である。それをシャワーのためだけに使っているという事実を知れば、カッチェはどう反応するのか……興味がないではないが、彼かの女じよの心の平へい穏おんのためにもここは黙っておくことに決めたメイだった。

「うっし！　そんじゃあ皆みんな、キッチリ身体綺麗にしてこようぜ！」

『おぅっ！』

　カッチェを先頭にして、団員たちが「男湯」と指示された方へと走っていく………………のを、何とは無しに見送りかけて。

「ちょっと待って！」

　慌あわててそれを追いかけたメイは、カッチェの襟えり首くびを引ひっ掴んで止めた。

「うん？　何？」

　不思議そうな顔で見上げてくるカッチェ。

　そして。

「です？」

　なぜか一いつ緒しよになって走り出していたエイムも、そこで足を止めてメイを見上げる。

「いや、何じゃなくて……貴女たちはあっちでしょ？」

　と、メイは「女湯」と言われた方を改めて指し示した。

「えー？　いいよ、めんどいし皆と一緒で」

「駄目、私と一緒に入りましょう」

　不満げに唇くちびるを尖とがらせるカッチェを、半ば引きずるように連れて行く。

「あと……エイムちゃん、シャワーは私と一緒にっていつも言ってるでしょ？」

　それから、エイムにも苦言を呈ていした。

「なんとなく勢いで行っちゃったです！」

　こちらは素直に付いてきてはいるが、笑え顔がおでの返答には特に悪びれた様子もない。

　以前からエイムに対して施ほどこしている「男と一緒にシャワーを浴びては駄目」という教育は、イマイチ功を奏していない様子である。薄うす々うすそんな気はしていたものの、その事実を改めて突つきつけられた上……更に教育対象が増えたことに、メイは苦笑気味となった。




「カッチェちゃん、痒かゆいところはない？」

「おぅ、大だい丈じよう夫ぶだぜ！　エイムは？」

「ふはー、ぐしゃぐしゃってされるの面白おもしろいですー」

　メイがカッチェの髪かみを、カッチェがエイムの髪を、それぞれ洗う形で三人並ぶ。

「わっはは！　そうか！　じゃあもっとやってやる！」

「ふひゃー！」

　カッチェの手付きはかなり雑なものだが、エイムにはそれが新しん鮮せんに感じられるようで楽しそうに笑っていた。

「……あら？」

　二人の様子を微笑ほほえましく見守りながら動かしていたメイの手に、ふと違い和わ感かんが生じる。

「ここと、ここ……コブが出来てるわね……？　怪我しちゃった？」

　カッチェの前頭部。輝きを取り戻した銀ぎん髪ぱつに埋うもれる形ではあったが、小さな突とつ起きのようなものが見つかったのだ。

「怪我なら、ししょーの魔法で治るはずです？」

「それもそうね」

　エイムの言葉に首しゆ肯こうする。なにせこのシャワーは、回復効果もある（というかそれが本来の目的である）のだから。まして使用者がキリともなれば、コブの二つや三つ治らないはずがない。

「あぁ……それ、なんか昔からそうでさ。どうも、生まれつきらしいんだ。別に痛みがあるとかじゃないから、気にしないでくれよ」

「そうなのね」

　カッチェの言葉に納得しながら、彼女の髪を洗い流す。

「ふいー、気持ちいいー！」

　身体を震わせて豪快に水を弾はじくその姿は、どこか大型犬を彷ほう彿ふつさせる。

「きもちいーです！」

　それを真似まねしてプルプルと身体を揺ゆらすエイムと並べば、まるで姉妹のようにも見えた。
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「にしても、オトナの女の人ってこんななんだなー。オレ、ちゃんと見んの初めてかも」

　ふと、カッチェが興味深げにメイの身体を眺める。上から下まで注視されることに恥はずかしさを感じないでもないが……それよりも、気になることが生じた。

　もっとも、それを口にするのは憚はばかられる……と、思ったのだが。

「カッチェさんは、おかーさんを見たこともないのです？」

　エイムが無む邪じや気きな調子で尋たずねてしまい、メイはギクリと顔を強こわ張ばらせる。

「あぁ、ねぇんだよ。つーかオレ、赤あかん坊ぼうの頃ころにオヤジ……前の団長に拾われたらしいから。母親も父親も知らないんだよね」

　予想していた類の回答ではあったが、カッチェの口調はあっけらかんとしたものだ。

「カッチェって名前だけは、唯一持ってたってペンダントに刻まれてたらしいけど」

　と、この場でも首にかけたままだったペンダントを指で弾く。

「オレ的にゃどうでもいいんだけど、皆が肌はだ身み離はなさず持ってろってうるせぇんだよな」

　そうは言うも、素す直なおに従っている辺りカッチェにも思うところはあるのだろうか。

「あの……嫌いやなことだったら、無理に話さなくてもいいのよ……？」

「別に、嫌でもなんでもないぜ？」

　気を遣つかったメイの言葉には、あっさりとそう返してくる。

「ウチの奴らも、オレの親のことになるとなんか気まずそうにすんだけどさ。オレにとっちゃ、家族ってのはトリーム団の皆なんだ。だから寂さびしく思ったことなんかないし……オヤジが死んだ時だって、皆と一緒だったから大丈夫だった」

　先代団長のことを語る時こそ少し寂しげではあったが、その表情は前向きなものだ。

「だからオレは、団長としてトリーム団を立派な盗とう賊ぞく団にしてみせる。オレを育ててくれたトリーム団に……名前以外の全部をくれた皆に、オレの全部を賭かけて恩を返すんだ」

「そう……頑がん張ばってね」

　強い光を秘ひめたカッチェの瞳ひとみに、メイは思ったまま応おう援えんの言葉を口にする。

（って、自国内で活動する盗賊団を応援するのは王族としてどうなのかしら……？）

　頭の中に、そんな疑問が浮かんでくるが。

（……まぁ、その一員になっちゃってるんだから今いま更さらか）

　すぐにそんな風に思い直した。この辺りの適当さも、キリから影えい響きようを受けた部分か。

「ボクも、おとーさんおかーさんのこととか全然知らないです！　でも、ししょーがいるからだいじょぶなのです！」

　エイムが、手を上げてピョンピョンと跳はねる。

「ボクも、ししょーに全部もらったです！　だから、ボクの全部を使ってししょーにできるだけ沢山を返すです！」

　それは、以前にも聞いた言葉だ。

　記き憶おくを失ったエイムにとっては、キリと過ごした時間だけが全すべてで。

　全てを与えてくれたキリのために生きて、彼のために死ぬのだと。

　その感覚は、未いまだメイにはわかりかねるところだったが。

「おっ、そうなのか。わはは！　じゃあオレたち、お揃いだな！」

「お揃いです！」

　カッチェには通じるものだったらしく、二人で笑い合っている。

　見た目の特とく徴ちように大きな差異がありながら彼女たちが姉妹のように見えるのも、共通の価値観を持っているがゆえなのかもしれない。

「ま、つってもオレは全然だけどな……」

　ふと、カッチェが表情を曇くもらせる。

「オヤジは、すげぇ勘かんが鋭くてさ。馬車の通る道と時間とか、休きゆう憩けい場所とかピタリと当てるから、上手いこと隙すきを見つけて積荷を拝借してたんだ。盗賊ではあっても誰だれかを傷付けることはしねぇ、ってのがオヤジがいた頃のトリーム団の信条で。でも、オレにはそんな風にするのは無理で……だけど正面から襲おそう踏ふん切ぎりもつかなくて……結局、皆を食うにも困る状態にしちまったのに、オレが真っ先に倒れちまって……」

　盗賊団でありながら明らかに荒あら事ごと慣れしていない様子だったのは、そのせいか。

　納なつ得とくはすれど、メイは何と言って慰なぐさめればよいものかと悩なやんだ。

「だいじょぶです！」

　しかし、エイムの明るい声は変わらない。

「ししょーが加わったいじょー、トリーム団はすぐに大とーぞく団になるのです！」

　それは励ましの言葉というよりも、彼女自身が信じて疑わない事実を述べているだけといった口調だった。

「確かに……お前のお師さん、すげぇもんな……ぶっちゃけオレ、お前らと会った時にはもう死ぬもんだと思ってたんだけど……今はこんな元気になれたし……」

「ししょーにとっては、そんなのらくしょーなのです！」

「皆に飯も食わしてくれたし……服もくれて……」

「ししょーは、みんなの恩人さんなのです！」

「あぁ、恩人だ。昨日の飯、すげぇ美味うまかったし……またあんなの食えんのかなぁ……」

「昨日のは、びょーいんしょく？　って、ししょー言ってたです。みんなししょーの《調ちよう体たい》で元気になったですから、今日からは普通のご飯になると思うです。昨日より、もっと美味おいしくて量もいっぱいなのです！」

「あ、あれよりもっとなのか……!?」

「ししょーは、頑がん張ばった子にはおまけもしてくれるです！」

「おまけまで……!?　こりゃ、頑張らねぇとな……！」

（……んんっ？）

　カッチェを励はげますエイム……という構図を微笑ましく見守っているつもりだったメイは、この辺りで少し違和感を覚え始めた。

「ししょーは、偉い大だいなのです！」

「おぉ、そうだ……お前のお師さんはホント偉大だよ……！」

「ししょーに従ってれば、全部安心なのです！」

「そうだな……新しい家まで作れるって言うし……」

「だから、ししょーの言うことはちゃんと聞かないとダメです？」

「わかった！　オレ、なんでも言うこと聞くよ！」

　そして、事ここに至り確信する。

「いやこれ洗脳入ってるわよね!?」

　目の前で人が洗脳されていく様を初めて目まの当あたりにしたメイは、気が付けばそんなツッコミを入れていた。

「せんのー……？　どゆことです？」

「素すでやってるのが逆に質たち悪いわね!?」

　心から不思議そうな表情を浮かべるエイムに、思ったことがそのまま口を衝ついて出る。

「そうだぜ、変なこと言わないでくれよ！　オレは、エイムのお師さんの素す晴ばらしさを教えてもらってただけだぜ！」

「ほらもうキマっちゃってる！」

　お手本のような洗脳完かん了りよう状態だった。

「えっと……いい？　カッチェちゃん。キリがいつも絶対に正しいってこともないんだから、大事なのは自分で考えるってことなのよ？　わかるでしょ？」

「おぅ！　つまり、自分で考えて言うことを聞けばいいんだな！」

　洗脳解除を試みるも、通じているのかはかなり微び妙みようなところだ。

（これ……わざとにせよ天然にせよ、やっぱり品行方正には育ってなくない……!?）

　ある意味で非常に魔ま王おうらしい成長をしていると言えなくもないエイムに、頭を抱かかえたくなるメイであった。







第三章　鍛錬、合あい縁えん奇き縁えんに疑念解消







　メイの健けん闘とう虚むなしく、と言うべきか。

「うーし、ほんじゃあ今日からは普ふ通つうに鍛錬もやってくぞー！」

『おーぅ！』

　メイたちが入団（？）してから二回目の朝を迎むかえる頃には、トリーム団の面々はすっかりキリに従順な態度となっていた。

　まぁさもありなん、とはメイも思う。ボロを身に纏まとい、暗い洞窟の中で食べる物にも困っていた生活から一転。清潔な身なりとなり、美味おいしい食事を満腹食べられて新しい家まで建築中。キリの思おも惑わくはともかくとして……彼かれらにとっての救世主的存在に、崇すう拝はい的な感情を持つなと言う方が無理なのかもしれない。キリの言うことなら何でも従うとでも言いたげな意気が、カッチェだけでなく全員から伝わってくる。

「ほんじゃ、まずはランニングから！」

『おーぅ！』

「とりあえず、森の外周を百周くらいして来ようか！」

『お、おーぅ……！』

　もっとも、その意気も早さつ速そく挫くじけそうな気配だったが。

「わ、わはは！　そんくらい楽勝だよな、皆！」

　豪快に笑おうとしているらしきカッチェも、口くちの端はしがピクピクと動いておりいつもよりその開きが小さい。

（まぁ、いきなり百なんて言われたらそうなるかもね……でも）

　苦く笑しよう気味に嘆たん息そくして、メイは一歩踏み出した。

「実際、何をするにせよ体力があるに越こしたことはないわよ！　自分のペースでいいから、まずは走りきることを目標にしましょう！」

　そんな風に一同を鼓こ舞ぶして、先頭を走り始め……ようと、したところで。

「うん？」

「え？」

　疑問顔のキリと目が合って、お互たがいに首をかしげ合った。

「キリ、どうかした？」

「いや、どうっつーか……姫ひめさんも行くの？」

「え？　行くけど……なんで？」

「なんでっつーか、逆になんで行くの？」

「だって、せっかくだから私も鍛きたえたいじゃない」

「……そっかー、せっかくだから鍛えたいかー」

　キリが、そのヘラッとした笑えみを僅わずかに変化させる。

　それは苦笑か、あるいは微笑みなのか。

「姫さんって、本当に姫なのか疑わしい場面の方がどっちかっつーと多いよな」

「……褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておくわ」

　実際、メイとしてもお姫ひめ様さま然とした振ふる舞まいをしているつもりはない。

「んはは、褒めてる褒めてる」

「それ、狂きよう戦せん姫き的な意味でじゃないわよね……？」

　いつも以上に緩ゆるい笑みを向けてくるキリを、半目で睨にらむ。

「え、狂戦姫って何その不気味なフレーズ……姫さんの発想力が怖こわい……」

「アナタねぇ……」

　わざとらしくドン引きの表情を返され、メイの頬ほおがヒクついた。

「んはは、悪ぃ悪ぃ」

　キリが顔に笑みを戻す。言わずもがなではあるが、からかわれただけらしい。

（まぁ、冗じよう談だんを言い合うっていうのも親しくなった証あかしよね……）

　そんな風に、自分を納得させる。

（……割と、最初の頃からこんな扱いだったような気もしなくはないけど）

　直後に浮かんできた考えについては、気のせいだと思い込むことにした。

「ほんじゃま、姫さんにはこれを進呈しよう」

　と、キリが《収しゆう間かん》の穴を出現させる。

「一緒に走るだけじゃ、姫さんにとっちゃヌルすぎだかんね」

　そこから取り出されたのは、木製の椅い子すに肩かた紐ひもが取り付けられたものだった。

「ほい」

「？　えぇ」

　意図はわからなかったが、とりあえず手て渡わたされたそれを背せ負おう。

「んで……」

「ほわっ？」

　次いで、キリはヒョイとエイムを抱だき上げた。

「高いですー！」

　いつもより高くなった視界が嬉うれしいのか、エイムは楽しそうに笑っている。

「弟で子しっ子を、こうする」

　キリの手によって、エイムがメイの背負う椅子の上に乗せられた。

　小こ柄がらなエイムとはいえ、それなりの重量がメイの肩かたに負ふ荷かをかける。

「なるほど、重り代わりってわけね」

　キリの意図を察し、メイは頷うなずいた。

　元より、メイもただ走るだけでは物足りないと考えていたところだ。ちょうどいい。

「ししょー、ボクはジッとしてるだけです？」

　一方、メイの背中でエイムはやや不満そうな口調だ。

「いや、弟子っ子は……」

　そこでキリは、少し溜めを作り。

「踊おどれ！」

　カッと目を見開いて、そう言い放った。

「はいです！　踊るです！」

「おど……え、踊るの……？」

　何の疑問もなさそうに返事するエイムを背に、メイは意味がわからず眉まゆを顰ひそめる。







[image: ]







　が、しかし。

「ららら～♪　るるる～♪」

　エイムが鼻歌交じりに踊りだした途と端たん肩にかかる負荷に強弱が付き始め、今度もキリの意図を理解した。

「な、なるほど……均一に負荷がかかるよりこっちの方が辛つらいわね……」

「そゆこと。上手く弟子っ子の動きに合わせれば楽に走れるから、その辺意識してな。状況に応じてボディバランス整える訓練になるから。弟子っ子的にも不安定で狭せまい足場で立ち回る訓練になるし、あと……」

　まだ何かあるのかと、メイは感心の面おも持もちで話を聞く。

「弟子っ子が踊ってるとこを見りゃ後ろ走ってる奴やつらもやる気が出るっつー、一石三鳥の方法ってわけよ」

　そして、続いた言葉に微び苦く笑しようを浮かべることとなった。なるほど確かに、可愛かわいいエイムが踊る姿を見れば和なごむだろうしやる気も上昇するのかもしれない。

（だけどそれを恥ずかしげもなく堂々と言い切っちゃう辺り、なんていうか……師し匠しよう馬ば鹿か？　よね、キリって）

　そんなことを思って、メイは密かにクスリと笑みを深めた。




　なお、その後。

「はいっ！　いっち、にー！　いっち、にー！」

『ぜぇ……ぜぇ……いち……にぃ……』

「らるる～♪　る～らら～♪」

　息切れする集団を元気に先導する姫とその背中で楽しげに踊る少女、という傍はたから見れば異様な光景が展開されることとなったのであった。










　基き礎そ体力の向上に始まり、剣けん術じゆつ指南に連れん携けい訓練、野営、狩しゆ猟りよう、植物採取、調理実習、応急処置講座、などなどなど。キリによるトリーム団の訓練は多た岐きに亘わたった。下手な騎き士し団だんよりも、よっぽど充じゆう実じつした内容である。

　これはメイの予想だが、恐おそらくは種類を豊富にすることで鍛錬に対する忌き避ひ感を軽減する狙ねらいもあるのだろう。実際、新しい訓練に臨のぞむ時は皆どんなことをするのかと興味深そうだったし、各おの々おの得意不得意な項こう目もくもバラけて上手いバランスとなっている。

　しばらく続けているうちに、団員たちの身体つきも厚みを増してきた。栄養状態もかつてとは比べ物にならないし、当然のことと言えよう。そうして効果が目に見えて出てくれば更さらに訓練への意欲も上がるというもので、良い循じゆん環かんが出来上がってきていた。

　ただ、メイとしてはいくつか気になることがないでもない。

　それは例えば、トリーム団の男たちを引き連れて狩猟に出ていた時のこと。

「ガハハッ、俺おれぁ角ウサギを十も仕留めたぜ」

「俺なんか、紅白バトを十三だ」

「おめぇら、数を競きそってるうちはまだまだよ。こっちぁこんなにでっかい地中ワニだ」

　団員たちが、それぞれ手にした獲え物ものを自じ慢まんし合う。

　最初は真まっ直すぐ矢を飛ばすことさえままならなかった彼らだが、今や弓矢の腕は空を飛ぶ鳥をかなりの精度で落とせるまでになっており、罠わなの張り方や近接武器の使い方も覚えて様々な状況での狩猟方法を身につけていた。今となっては、狩かれない対象の方が少なくなっていると言えるだろう。

　笑い声が飛とび交かう、和やかな雰ふん囲い気きの中。

「っ！」

　最初に、その気配に気付いたのはメイだった。

「……何か来やすね」

「結構デカいな……」

「……まさか」

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、トリーム団の男たちもそれを察知したようだ。

　ガサガサと、草むらをかき分けて近付いてくる何か。

　男たちの顔には、明らかな緊きん張ちようが見て取れた。

　そして、それが姿を現す。

《ブフォォォォォォ……！》

　基本的な姿は、猪いのししによく似ていた。ただし、その大きさと凶きよう悪あくそうな風ふう貌ぼうは普通の猪とは比べ物にならない。優に成人男性の倍は超こえる体たい躯く。四よつん這ばいの体勢でありながら、その視線の高さはほとんどメイと同じところにあった。口から飛び出す巨きよ大だいな牙きばは無骨な槍やりのようで、人体など簡単に貫つらぬくことが可能だろう。体毛も如何いかにも硬かたそうで、鋭するどい刃やいばだろうと簡単には通らないだろうことが予想される。その目は赤一色に染まっており、白目に当たる部分は存在しない。

「スモールボアー、か……」

　小さく、メイはその魔ま物ものの名前を呟いた。

　焦あせりはない。周囲を窺うかがうが、他に魔物の気配はなさそうだった。スモールボアーも決して侮あなどって良い相手ではないが、ボアー種の中では最も小柄。比ひ較かく的てき御ぎよしやすい部類で、単体であれば、それほどの脅きよう威いではなかった。

「ひぃっ!?　魔物!?」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

「に、に、逃げげげげげげげ……！」

　もっとも、男たちのように恐きよう慌こう状態に陥おちいらなければ……という前提ではあるが。

「落ち着きなさい！」

　浮うき足あし立だつトリーム団の面々に、メイは鋭く声を飛ばす。

「まずは散開！　距きよ離りを取って、矢を放って！」

『ひゃ、ひゃい……！』

　具体的な指示を出だしたことが功を奏したのか、男たちは未だ動どう揺ようの最中にある様子ながらも動き始めた。バラバラに散って、弓矢を構える。

　だが、しかし。

「う、うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

「し、死ねぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

「こっちに来んなよぉぉぉぉぉ！」

　震ふるえる手で放たれた矢は、てんで明後日の方向に飛んでいくばかり。まるっきり、訓練前の状態に戻ってしまったかのようだった。

「落ち着いて！　しっかり狙いを定めてから射うつの！」

　そんなメイの声も届いていない様子で、巨大な的に矢が当たる気配はまるでない。

　幸いにして逆にそれが目くらましの役割を果たしているようで、スモールボアーはキョロキョロと視線を彷徨さまよわせていたが……いつまでもそうしているわけにもいかない。

（仕方ない……！）

　覚かく悟ごを決めて、メイは足元の石を拾って投とう擲てきした。狙い違たがわず、それはスモールボアーの頭部に命中。その程度では何のダメージにもなっていないだろうが、問題ない。

「さぁ、どこを見ているの！　お前の相手はこの私よ！」

　殊こと更さら大きな動きで剣けんを振り、スモールボアーを挑ちよう発はつする。

《ブフォ……！》

　スモールボアーは差し当たっての標的をメイに定めたようで、前足で地面を引っ掻かき始めた。突とつ進しんの前兆であることは明白。メイは、一いつ瞬しゆんもその動作を見み逃のがさないよう集中力を最大限に高めてスモールボアーを睨んだ。

（……来る！）

　直感した瞬しゆん間かんに、大きく横へと跳ちよう躍やく。

《ブフォォォォォォ！》

　果たしてメイが予想したのと全く同じタイミングで、スモールボアーが猛もう進しんを開始する。凄すさまじい速度ではあるが、メイの想定を超えるものではない。既すでに、その進路上にメイの身体は存在しなかった。突進の勢いはスモールボアー最大の武器であり、しかし一度外せば大きな隙を生じさせるという最大の弱点でもある。

「はぁっ！」

　すれ違いざま、裂れつ帛ぱくの気合いと共にメイは剣を突き出した。

　その剣けん先さきが、ズブリとスモールボアーの目へと刺ささる。

《ブフォ!?　ブォォォォォォォォォォォォ！》

　怒いかりの咆ほう哮こう。間近でそれを浴びても、メイには微み塵じんの動揺も生じない。

「ふっ！」

　暴れる敵の動きを正確に見み極きわめ、素す早ばやく再び跳躍。今度は、高さを意識して。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　そして、今一度剣を突き立てた。狙いは、今度もその赤一色の目。残った片目を潰つぶし、更に体重をかけて剣を押おし込む。その向こう、脳にまで到とう達たつするように。

《ブ!?》

　最後に、ビクリと身体を震わせた後。

《フォ………………》

　スモールボアーは、地面へと倒たおれ伏ふした。

　しばらくはピクピクと身体を痙けい攣れんさせていたが、やがてそれも収まってくる。

「……ふぅ」

　完全にその生命活動が停止したのを見て取った後、メイは小さく息を吐はいた。

（今の私の動き、なかなか良かったわよね……訓練の成果が出てるわ、うん）

　頭の中に思おもい描えがいた動きを完かん璧ぺきに再現出来たことに、内心で自画自賛する。

　そんな風に、メイが密ひそかに満足感を覚えていたところ。

「う、うぉぉぉぉぉぉぉん！」

「姐あねさん、よくぞご無事で……！」

「ありがとう、ありがとう……」

　しばらく呆ほうけた様子でスモールボアーの成れの果てを眺ながめていたトリーム団の面々が、ハッとした表情となってメイの許もとへと駆かけ寄よってきた。

「すまねぇ、姐さん……」

「俺ら、てんで役立たずで……」

「姐さんだけを危険に晒さらしちまった……」

　そして、シュンとした調子で頭を垂れる。

「いいのよ、皆みんな無事で良かったわ」

　本心からの言葉と共に、メイは微笑みを返した。

「でも、今のでわかったでしょ？　スモールボアーなんて、私一人でも倒せるような相手だもの。次は訓練通りにやって、皆で倒しましょうね」

　これも、メイとしては普通に思ったことを口にしただけだ。

『う……』

　だが、男たちは気まずそうに目を伏ふせるのみだった。

　これが、メイの疑問点の一つ目。

　以前にも、似たような場面があった。魔物を見た途と端たんにトリーム団の面々は恐慌状態に陥り、全く使い物にならなくなったのだ。その時はまだ訓練を始めて日が浅かったので、単純に勝てない相手だと見み做なしていたのかと思ったのだが。

「確かに魔物は強い力を持ってるけど、絶対無敵ってわけじゃない。もちろん相手にもよるけど、今の貴方たちなら決して勝てない相手じゃないのよ？」

　そう続けるも、やはり男たちは顔を伏せたままだ。

　その顔は一様に青白いもので、恐きよう怖ふに彩いろどられていることが見て取れる。

「……実は俺たち、村を魔物に滅ほろぼされたんだ」

　男の一人が、そんな言葉を漏もらした。

　それを皮切りに、一同ポツリポツリと事情を話し始める。

「元々、豊かな村じゃあなかったんだけどさ。ま、それなりにやってたんだ」

「けど……十年くらい前。ある日、魔物の群れが襲ってきてよぉ」

「自警団もないような村だ、抵てい抗こうすることも出来なかった」

「ほうほうの体ていで逃にげ出して……けど、そこからどうしようもなくて」

「街で職を見つけようにも、余所よそ者ものを雇やとってくれるとこなんてなかった」

「皆自分が生きるので精せい一いつ杯ぱいで、他人に手を差さし伸のべられる余よ裕ゆうなんてあるわけもねぇ」

「領主様に頼たのんでみたりもしたけど、そんなの知るかって追い返されちまった」

　悲ひ惨さんな内容とは裏腹に、男たちの顔はそこまで暗い雰囲気ではない。

　それは、その後に彼らにとっての希望があったからなのか。

「そこを拾ってくれたのが、オヤジ……前の団長だったわけよ」

「行くとこがねぇなら俺について来い！　ってな」

「それが、トリーム団の始まりなのさ」

「オヤジがいなけりゃ、俺たちゃあのまま野垂れ死んでた」

　果たして、『オヤジ』について語る彼らの顔には小さく笑みが浮うかんでいた。

「オヤジは、不思議なお方でよぉ」

「すげぇ腕うでっ節ぷしは強いけど、人を傷付けるのは大だい嫌きらい」

「どうやって強くなったのかは教えてくんなくて」

「どこから来て、なんで俺らを拾ってくれたのかもわかんねぇ」

「つーか、自分のことほとんど話さねぇんだよな」

「お頭かしらとの関係もよ、『拾った』ってだけでどこでどう拾ったとかは謎なぞのまんま」

「俺らが会った時にゃもう、赤ちゃんだったお頭を抱いてたし」

「でも、実際んとこは俺たちもそんなのどうでも良かった」

「あぁ、俺たちにとってオヤジは命の恩人ってだけじゃなくてさ」

「盗賊団って形ではあったけどさぁ、俺たちに生きる道を示してくれたんだ」

「だから俺たち、オヤジには心から感謝してて……」

「なのに……」

　徐じよ々じよに、男たちの顔に影かげが落ち始める。

「また、今度はアジトが魔物に襲われてさ……俺たち、何も出来なかった……」

「オヤジが食い止めてくれて、その間に……」

「お頭を連れて逃げるだけで精一杯だったんだ……」

　その目の端はしには、涙なみだが浮かんでいた。

「俺たち、魔物が憎にくい……出来ることなら、そりゃぶっ殺してやりてぇさ……」

「でも、それ以上に怖くて……魔物を見ると村やオヤジのことが思い出されて……」

「どうにも身体が動かなくなっちまうんだ……」

　悔くやしさと恐怖がせめぎ合っているような表情で、拳こぶしを握にぎる。

「……そうだったの」

　話を聞き終え、メイは彼らの事情に納得した。

「ごめんなさいね、辛いことを思い出させちゃって」

　そして、深く頭を下げる。

「や、そんな！」

「やめてくだせぇ！」

「そうそう、俺たちが勝手に話したことなんだから！」

　途端、男たちが慌あわてた様子を見せ始めた。

「それにほら、なんだかんだで俺たちこうして生きてるし！」

「オヤジも言ってた！　残されたモンに出来るのは強く生きることだって！」

「だから俺ら、強く明るく生きていきやすよ！」

　無理に作ったような笑え顔がおを見れば、逆に気を遣わせてしまったのは明らかだ。しかしここでもう一度謝あやまっても、更に気を遣わせてしまう結果にしかならない。

　だからメイも、意識して明るい笑みを形作る。

「そうね、前向きに……まずは、今日の昼ご飯が何なのかでも考えながら帰りましょう」

『おうっ！』

　彼らの心には、未だ癒いえぬ傷が残っているのだろう。それでも、元気よく返事する彼らの顔にはそれを乗のり越えようとする前向きな意志が感じられた。

「へへっ、毎日沢たく山さん狩かってっからな。今日も肉がタップリなのは間ま違ちがいねぇ」

「今日、お頭たちは魚捕りに行ってんだろ？　そっちも期待出来るよな」

「毎日こんな豪ごう勢せいでいいのかなって思うねぇ」

　そんなことを言い合う男たちを微笑ほほえましく見守りながら。

　メイは、頭の中で考えていた。

　先さき程ほど、彼らの話を聞いた時に引ひっ掛かかっていたことがあったのだ。

（領主っていうと……この辺りなら、ダイス卿きようよね……？）

　ジン・ダイス。

　伯はく爵しやく家けの当主であり、国の中ちゆう枢すうにも深く食い込んでいる有力貴族だ。

（まぁ、確かに領民に優やさしい人ではないか……）

　むしろ、色々と黒い噂うわさの絶えない男である。

　元は暗部出身で、暗殺や洗脳などの汚きたない仕事を請うけ負おっていたらしい。しかし、やりすぎな面が目立ちすぎて暗部にあってさえ問題となった。ただしその実力は折り紙つきで、その後は宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師団に転属。一時はミラーと団長の座を争あらそっていたこともあるとか。しかし結局団長はミラーとなり、ジンは魔ま導どう士しとしては引退。今は政務に専念している。

（領主としては、貴族的な言い方をすれば『上手うまくやってる』方。圧政とまでは言えない範はん囲いだから、国からは手が出せないけど……かなりギリギリのとこまで領民を締しめ上あげてたはず。稼かせぐ方法もなくなった領民を見捨てても、おかしくはない。むしろ、彼ならそうするだろうなって感じ……だけど）

　メイが違い和わ感かんを覚えたのは、先の話を他で聞いたことがないという点だった。

（自領の村を滅ぼした魔物？　そんな格好の舞台をダイス卿が見逃すものかしら？）

　ジンはかなり強固に富国強兵を唱えている一派の筆頭で、領民から吸い上げた税で私設の騎士団も強化している。自領の村を滅ぼした魔物の討とう伐ばつとなれば、その『お披ひ露ろ目め』の機会としてはこの上ないものだろう。実際ジンは要よう請せいもされていないのに他領の魔物討伐に乗り出したりして、しばしば煙けむたがられてさえいるのだ。

（喧けん伝でんできる程ほどに厄やつ介かいな魔物じゃなかった？　単純に、取とり逃がした？　もしくは……何か、公おおやけに出来ないような事情があった……？）

　勘かん繰ぐろうと思えば、いくらでも勘繰る余地はあった。ただ、いずれにせよそれは予想に過ぎず、ここで考えたところで結論が出ることなどないだろう。

「……私としては、そろそろまたカレーが食べたいわね」

　ゆえに、メイも頭を切きり替かえて男たちの雑談に交ざることにした。

「おー、ありゃ美味かったもんなー！」

「あんな料理があるたぁ、全く知らなかったぜ」

「アニキもすげぇ博識だよなー」

「ホント、俺たちが全然考えもしなかったようなこと思いついたりさ」

「まるで別の世界から来たみたいだよな、なんつって」

「ガハハッ、そんなわけあるかよ」

「だよなー」

　最後の方の会話については、「はは……」とやや乾かわいた笑いを合わせることになる。

　キリが異世界から召しよう喚かんされたという話やメイの王族という立場などは、トリーム団の面々には話していない。キリについては話すタイミングがなかっただけかもしれないが、メイとしては意図的に隠かくしている形だ。流石さすがに王女……それも、今話題の『龍りゆうの姫ひめ君ぎみ』が盗とう賊ぞく行こう為いを働いているとあっては外聞が悪いというレベルではない。彼らが吹ふい聴ちようするとは思っていないが、あえて告げることもあるまいと考えていた。

「さ、さぁ！　獲物を食料庫に運んで、まずは集会所に顔を出しましょう！」

　そこでちょうどアジトに到とう着ちやくしたため、やや強ごう引いんではあるが話を打ち切る。

『おーう！』

　特に疑問に思ったところがある様子もなく、男たちから元気の良い声が返ってきた。

　現在、トリーム団のアジトは森の一部を切り開く形でちょっとした集落のような状態になっている。キリが最初に建てたものを中心として、いくつもの木造家屋が立ち並ぶ。居住スペースだけでなく食料保存庫や武器庫など様々な役割を持っており、今しがたメイが指し示した集会所もその一つだった。

「ただいま～」

　食料庫へと獲物を置いてきた後、メイが先頭となって集会所に入っていく。

「おぅ、おかえり。もうすぐ飯の準備も出来っからね」

　それを迎えるのは、エプロン姿のキリだ。

　いつの頃ころからか自然と、主にキリが炊すい事じ洗せん濯たく等の家事系担当、メイが訓練や食材調達等の肉体系担当、という分担が出来上がっていた。

　メイとしては思うところもないではなかったが、しかしメイに家事の知識は乏とぼしく（そしてキリの家事能力は馬ば鹿か高い）、キリの指導に従ってお手本を見せるのには身体能力が一いつ般ぱん人じんの範はん疇ちゆうに収まっているメイが適任であった。適材適所、というやつだ。

「とりあえずシャワー浴びてきなよ。姫さん、いつも以上に獣けもの臭しゆうがやべぇぜ？」

「まぁ、さっきスモールボアーの血をモロに浴びたからね……って、いつも獣臭がしてるような言い方やめてもらえるかしら……」

「えっ……？　もしかして、気付いてなかった……？」

「本当っぽい反応するのもやめてもらえる……？」

「なんか、ごめん……」

「だから真ま面じ目めな顔で謝あやまられると本当みたいになっちゃうでしょ!?　………………えっ？　ちょっとねぇ、冗じよう談だんなのよね……？　それとも、まさか本当に……？」

「冗談冗談、ちゃんと姫さんは常にお花のいい匂においに包まれてるよ」

「そんな人間もどうかと思うけれど……」

「ホントだって。ほら、こうして嗅かいでみると……」

「ぎゃー!?　今は本当に獣けもの臭くさいんだから顔近づけてくるのやめて！」

「んはは。ぎゃー、て。姫が上げる声じゃねーな」

「姫だって、驚おどろいたらぎゃーって言うわよ……」

　なんてやり取りをしていた折、ふと視線を感じて振り返かえると。

『へへっ……』

　ニヤニヤと笑っている男たちと目が合った。

「な、なに……？」

　なんとなく嫌いやな予感を覚えながら、問いかける。

「いやー、別に。相変わらずアニキと姐さんは仲がおよろしいと思ってただけで」

「ホント、お似合いのご夫ふう婦ふですなー」

「独り身にゃ眩まぶしい限りでさぁ」

　口々にそんなことを言われ、メイはカッと自身の頬が熱を持ったのを自覚した。

（確かに今のは、かなり気安い感じのやりとりだったかも……じゃなくて！）

　意識して、しかめっ面つらを形作る。

「もうっ、私とキリは夫婦じゃないって言ってるでしょ？」

　指を立てて、叱しつ責せき。

「おっと、こりゃ失礼。まだ恋こい人びと関係でやしたか」

「今が一番お熱い時期ですかい？」

「あやかりたいもんですなぁ」

　しかし、彼らに響ひびいた様子は全くない。

「だから、違うって！」

『へへっ、失礼しやしたー！』

　メイが一層強く否定すると、ニヤニヤ笑いを消さないまま一同逃げ去さっていった。綺き麗れいに揃そろった声は、連携訓練の賜たま物ものと言えよう。こんなところで発揮しなくとも良いのだが。

「まったく……」

　この手の揶や揄ゆを受けるのは、初めてではない。これも、彼らとの距離が縮まった証ではあるのだろうが……メイがいくら否定したところでどうにも照てれ隠しだと思われているらしく、トリーム団においてキリとメイは『そういう関係』であると認にん識しきされている節があった。『アニキ』『姐さん』という呼こ称しようも、そういう含ふくみを持っているように聞こえる。

　ちなみに、エイムは『お嬢じよう』と呼ばれて一同からも可愛がられていた。流石さすがに年ねん齢れいや見た目から実子とは思われていないようだが、こちらもキリとメイが夫婦として引き取って育てているような印象を持たれているような気がしている。

（まぁ、別に、その、キリとそんな風に思われることが嫌だってわけじゃないんだけど……って、何考えてんのかしら私はっ！）

　先程以上に頬が熱くなったのを感じ、メイはパタパタと自らの顔を手で扇あおいだ。

「……ん[image: ]っ」

　一度、喉のどの調子を整えて。

「ていうか、キリもちゃんと否定してよね？　アナタがいつも笑って流すだけだから、皆みんな誤解したままになっちゃってるんじゃない」

　変に声が震えたりしないよう意識しながら、キリに抗こう議ぎする。

「んはは、まぁいいじゃん別に。誤解されたままでもさ」

「へっ……？」

　けれど結局、キリの返答に対して思わず出た声は思いっきり裏返ってしまった。

（そそそそそそれってまさかキリも私のことをいや『も』って何よ『も』って私は別にそんなでも王都を出る時キリは私のこと『好き』っていやいやちゃんと思い出しなさいメイ・スキュール正確には『割と好き』って言い方だったし意味合い的にも人間としてって感じだったしでもでも私の見た目だけじゃなくて内面も評価してくれてたし私のこと応援してくれた人なんて初めてだったしだから私はキリのことっていやいやいやいや思考がだいぶズレてきてるっていうかそもそも何の話だっけ……!?）

　メイの頭が高速で回転し始める。これは、危険に遭そう遇ぐうした際の癖くせのようなものである。非常時には、考え続けることこそが生存への道を切り開く。かつて己に降りかかる災難を全すべて自身の力で乗り越えんとしていたメイが、自然と身に付けたものだ。

　つまり、メイの脳はこの場面をそれほどの危機として認識しているということなのか。

「少なくともそう思われてるうちは、下手にちょっかい出してくる奴もいねぇだろうし。いくら実力差があっても、四六時中気ぃ張ってないとならんような環かん境きようはアレっしょ」

　メイの内心を知ってか知らずか、キリは何でもない調子でそう続ける。

「あ、あぁ……そういうことね……」

　どうやら、メイの貞てい操そうを慮おもんぱかってわざと誤解を継けい続ぞくさせてくれていたらしい。

　それはそれでちゃんと気き遣づかってくれていることが実感出来て鼓こ動どうが多少速まるところではあるのだが、先程よりは幾いく分ぶん動どう揺ようも収まった。

「ま、最初の段階で女に興味が無さそうなのがわかったからここを選んだんだけどにゃー。流石に、頭領をアイドル的に崇すう拝はいしてるからってのがその理由とは思わなかったけど」

「……？」

　続いたキリの言葉に、メイは疑ぎ問もん符ふを浮かべた。

（最初って、そんなの判断出来るところなんてあったかしら……？　……あっ）

　そして、心当たりを見つける。

　――こういう場合は女も寄よ越こせってのが相場だと思うんだが、それはご不要で？

　思い出すのは、そんな言葉と共にキリに差し出された場面だ。

「あれって、私を気遣ってのことだったのね……私あの時、まぁまぁ焦ったんだけど」

　口元が自然と苦く笑しようを形作る。

「今更だけど、ありがとうキリ。アナタの気遣い、嬉しいわ」

　それを微笑みに変えて礼を言うと、キリはメイから視線を外した。

「ま、半分くらいはネタだったけどねー」

　それから、どこか言い訳がましくも感じられる調子でそう返してくる。

（……案外、キリって正面から褒められたりお礼言われたりするのに弱いわよね）

　キリの可愛い部分を見られた気分で、メイはクスリと笑みを深めた。

　と、そんな折。

「ただいまです！」

「帰ったぜ！」

　元気なチビっ子組の騒さわがしい声が聞こえてきた。

　それぞれの手に、その小さな身体で持てるのはそれが限界だろうというくらい沢たく山さんの魚を抱かかえた二人が集会所へと入ってくる。エイムはもちろん、カッチェの顔に浮かぶのも輝かがやくような笑えみだ。その身体は出会った時の痩やせ細ほそったものとは比べるべくもなく、年ねん齢れい相応のふくよかさが見て取れるようになっていた。不健康そうにも見える青白い肌はだだけは変わっていないが、いくら外を走り回ったところで一向に日焼けしないことから察するに体質なのだろう。何をしてきたのか、その肌も今は泥どろにまみれている。

「わっはは！　聞いてくれよアニキ！　オレ、《暴ぼう風ふう》使えるようになったんだぜ！　もう第五階位だ！　凄すごくね!?」

「でもコントロールがちょっとアレで、川の水がバシャッてきて土がバチャッてなっちゃったです！　でもでも、お魚さんはいっぱい捕とれたです！」

　キリの許に駆け寄り、二人揃って彼かれを見上げる。その姿は、まるで褒ほめてもらうのを待っている子犬のよう。

「おー、すげぇじゃんか。弟子っ子も、しっかり教えてるみたいだな」

　キリが、ガシガシと片手ずつで二人の頭を撫なでる。二人はそれをくすぐったそうに受け入れてから、顔を見合わせて一層笑みを深めた。

「んで、俺の言ったこともちゃんと守ってるよな？」

「おぅ、ちゃんと低階位の魔ま法ほうが完璧に操あやつれるようになってから次の階位にいってるぜ。魔ま力りよくこんとろーる？　ってのが重要なんだよな」

「魔力込めすぎになりそうだったら、ちゃんとボクが止めてるです！」

　トリーム団の訓練課程には魔法に関するものもあるが、そこで取り分け高い資質を示したのがカッチェだった。そこで、彼かの女じよはエイムと共に特別メニューをこなしている。教える事で弟子っ子の理解も深まって一石二鳥、とはキリの言だ。

「オッケ、んじゃあ今日の魔法鍛たん錬れんはここまでにしとけ」

「えー？」

　キリの言葉に、カッチェは露ろ骨こつに不満げな声を上げる。

「なんでいつも、ちょっとしか魔法の練習させてくんねーの？　オレ、まだまだ力有り余ってるよ？　あと半日くらい余裕だって」

「前にも言ったろうが」

　カッチェの頭の上に手を置いたまま、キリはしゃがんで彼女と視線の高さを合わせた。

「お前の身体にゃ、明らかに不相応なレベルの魔力が宿ってる。それが魔法の上達を支し援えんしてもくれるだろうが、反面事故る可能性は普ふ通つうの奴に比べてダンチだ。まずは、疲つかれのないベストな状態での訓練だけにしとけ」

「でも……」

「いいか？」

　尚なおも言いい募つのろうとするカッチェを遮さえぎって、キリは言葉を続ける。その顔にはいつも通りのヘラヘラとした笑みが貼はり付いてはいたが、目に宿る光には真しん剣けんさが見て取れる。

「その身体は、お前が思ってる以上にヤベェ。普通はちっとした発動失敗で済むような場面でも、お前の場合は手足が吹ふっ飛んでもおかしくないと思っとけ」

　カッチェもキリが纏まとう空気を感じ取ったのか、表情を改めてゴクリと唾つばを飲んだ。

「んはは。ま、その分伸び代と成長速度は折り紙付きだ。焦らずゆっくりやんな」

　雰囲気を緩ゆるめ、キリはもう一度カッチェを撫でる。

「そんかわし、二人共今日の午後は自由時間にしていいとしよう」

「ホントか!?」

「んはは、好きに野山駆け回まわるのもまた鍛たん錬れんだ」

　神しん妙みようだったカッチェの顔に、パッと笑みが咲さいた。

「じゃあエイム、昼からはとっておきの場所に案内してやるよ！　なんとそこには……おっと、これ言っちゃダメだな。わっはは！　見てのお楽しみだ！」

　大口開けて、豪ごう快かいに笑う。

「はいです！　楽しみです！」

　ニコニコと、エイムの笑顔もいつも以上に輝いていた。

「おら、その前にまずは飯だ。とりあえず、シャワー浴びてその泥全部落としてこい」

「おぅ！」

「りょーかいです！」

　それぞれ返事した後、二人は手を繋つないで走り去っていく。メイがしっかり『教育』したので、ちゃんと女湯に向かっていることだろう。たぶん。向かっていると信じたい。

「にしてもエイムちゃんとカッチェちゃん、ホントに打ち解けたわね」

　内心の微び妙みような不安を掻き消けすためにも、メイは二人の後ろ姿を眺めたまま努めて明るい声でキリへと声をかける。

「エイムちゃん、同世代の友達って初めてなのよね？　楽しそうで何よりだわ」

　無論、エイムはキリやメイといる時だって基本常に楽しげなのだが。カッチェと一いつ緒しよにいる時は、よりその無む邪じや気きさがあけすけに発揮されているように感じられた。

　そんなエイムは、本当に年相応の少女にしか見えなくて。メイは、どこかホッとした気持ちを抱いだくのであった。そしてそんな気持ちを自覚すると同時、やはり自分は未いまだにエイムが魔ま王おうを目指しているという点に引っかかりを覚えているのだということにも気付く。

　というか……正直なところ、「信じられていない」という表現が正確か。

　そもそも、彼女が魔王の娘むすめであるということさえも。エイムと一緒にシャワーを浴びる度に思っていることだが、エイムの身体はただの人族の少女にしか見えないのだから。

「ねぇ、キリ……」

　改めて、そのことを問おうとして。

「……キリ？」

　キリが物思いに耽ふけっていることに、ようやく気付いた。

　その顔からは、いつもの笑みすらも消えている。

　それは、出会った日にカッチェの身体を診みた時の表情に酷こく似じして見えて。

「キリ？　どうかしたの？」

　不安になって、メイは少し強めに呼びかけた。

「ん……まぁ、ちっとね」

　答えは返ってきたが、やはりキリは心ここにあらずといった様子だ。

「カッチェちゃんに、何か思うところがあるの？」

　もう少しだけ踏ふみ込んで、メイはそう尋たずねる。

　これが、メイが最近抱いていた疑問点の二つ目でもあったから。彼がカッチェに視線を向けながら物思いに耽る姿は、これまでにも何度か見られた光景だった。

「……無い、って言やぁ嘘うそになるかな」

　どこか観念したような調子で、キリは軽く肩かたをすくめる。

「昔、世話んなったっつーか……ま、色々あった奴やつがいんだけどさ」

　唐とう突とつに話が変わったようにも思えたが、恐おそらく質問への答えに繋がっているのだろう。

「どーにも、そいつの影が重なってね」

　果たして、続く言葉にメイも察する。

「カッチェちゃんが、その人の子孫だってこと？」

「いや、あいつにゃ子供はいなかったはずだから直接血が繋がってるわけじゃねーだろうね。ただ、そいつと同族の血を引いてんだ」

「そうなのね……」

　恐らくは、カッチェに《調ちよう体たい》を使用した時に気付いたのだろう。そんなことまでわかるものなのか……という思いも無いではないが、まぁキリだし、と即そく座ざに納なつ得とくした。

　同時に、もう一つ納得。

「アナタがトリーム団の皆に色々としてあげてるのも、その人の件があったからなのね」

　つまりは、メイを助けてくれるに至った理由と概おおむね同じだというわけだ。

「んはは、そりゃ半分だけ正解だ」

　しかし、キリはそんな言葉と共にいつもの軽けい薄はくな笑みを顔に戻もどした。

「じゃあ、もう半分は？」

「そうだな……そろそろ、仕上がってきてるし」

　メイの問いに、キリはその笑みの種類をまた変える。

「明日辺りから、始めてくか」

　今もって、メイはキリがトリーム団を悪いように扱あつかうとは思っていない。

　カッチェの件を聞いたことにより、その考えはより強固なものとなっている。

　……が、しかし。

「ゲッゲッゲッ……いやぁ、楽しみだなぁ……」

　そんな風に笑うキリの顔が、あまりに邪じや悪あくそうで。

（い、いつも通り、わざと偽ぎ悪あく的に振ふる舞まってるだけよね……？）

　やっぱり、少しだけ自信がなくなってくるメイであった。







第四章　提案、活動開始に仲間合流







「これより、トリーム団の活動を開始する！」

　翌朝、キリが声こわ高だかに宣言したのはそんな内容だった。

『……？』

　しかし、トリーム団の面々は全くピンときていない様子である。

「……？」

　ちなみに、ピンときていないのはメイも同様だ。

「わははぁ……今日も鍛錬、頑張るぜぇ……」

「頑張るですー……」

　そんな中、カッチェとエイムがそんな声を上げる。

　言葉の内容とは裏腹にその声は非常に弱々しい調子で、二人の目は現在半分以上閉じていた。ちゃんと思考が回っているのか、かなり怪あやしいところだ。どうやら昨日の午後に遊んだ内容について夜よる遅おそくまでおしゃべりしていたようで、寝ね不ぶ足そくに陥おちいっているらしい。

「君たちは、とりあえず顔を洗ってくるように」

「おぅ……」

「あいれすー……」

　キリの指示に従って、二人は水場の方へとやや怪しい足取りで歩いていった。

「えー……薄うす々うす勘かん付づいてる人もいるかもしれないが」

　二人の背中を見送ってから、キリはそう言いながら団員たちの方に向き直る。

「さっきの宣言は、いつも通りに鍛錬を開始するって意味じゃない」

　重々しい口調でそう告げられるが、先の二人を除けば薄々どころか全員がガッツリと気付いていることだろう。もっとも、その内容にまで思い至っている者は一人もいないだろうが。無論、メイも含めて。

「つまり……こういうことだ」

　そんな一同を、ゆっくりと見回した後。

「これより、トリーム団の盗とう賊ぞくとしての活動を開始する！」

　そうキリが言い直したことにより、ようやく全員が「あ～」という顔になる。

　が、しかし。

「そういや俺おれら、盗賊だっけ……」

「なんかもう、盗賊だったのが遥はるか昔のことみたいに思えるな……」

「俺、訓練が自分の仕事だと思ってたわ……」

「俺も……てか、違ちがうの……？」

　やはり全員が、戸と惑まどった表情だった。これまた、メイも含めて。

　植物採取や狩しゆ猟りようの技術も日々磨みがかれており、現在のトリーム団は十二分に自給自足の生活が成り立っている状じよう況きようだ。先日自分たちで畑も作り、現在は日々丹たん念ねんに世話をして野菜が育ちゆく様を見守っていたりもする。

「今いま更さら盗賊ってのも……なぁ……？」

「うん……」

「もう、今のままでいいんじゃないかな……」

　ゆえに、彼らのそんな反応はさもありなんというところであった。

「おいおい、お前らいいのか？」

　そんな一同に対して、キリは煽あおるような口調でそう続ける。

「こんなところで、野生児みたいな生活を……俺たちのお頭に、一生させてもさ」

　その言葉は、劇的に彼らへと響いた様子だった。途端、一同の表情が真剣みを帯びる。

「皆だって、まぁ望んでここに来たわけでもないんだろう」

　それは、事実。彼らは、魔ま物ものによって村を滅ぼされた末に先代の団長に拾われ盗賊となった。そこまで追おい詰つめられていなければ、盗賊になることもなかったろう。

「それでも、最終的にこの道を選んだのは自分自身だ」

　そして、それもまた事実と言えよう。

　先代団長の誘さそいを拒きよ否ひし、別の生き方を探すことも可能ではあったはずだ。

　実際にそれが現実的だったかどうかを置いておけば、の話ではあるが。

「けど、お頭は違う。だろ？」

　首を傾かたむけたキリに、一同ハッとした表情となった。

「赤あかん坊ぼうの頃から盗賊団にいたから、盗賊になるしかなかった。ここしか知らないから、ここにいるしかない。ここにいる皆としか接することが出来ない」

　男たちは、神妙な顔でうんうんと頷うなずいている。

「このままでいいのか？　年とし頃ごろの女の子が、こんなとこで隠れ住すみ続けることを良しとするのか？　恋こいをする機会もなく、最さい期ごには皆を看み取とって孤こ独どくな余生を過ごさせるのか？」

　その様を想像したのだろう。幾いく人にんかの目の端に涙が浮かび始めた。

「け、けどよ。だからこそ、盗賊から足を洗ってまっとうに生きるべきなんじゃ……？」

　しかし、未だ正論を返せるだけの理性は残っているようだ。

「まっとうに？　皆は、まっとうに生きる気がなかったから盗賊になったのか？」

『う……』

　キリの反論に、一同言葉を詰まらせる。

　彼らもかつて、まっとうに生きる道を必死で探したはずだ。しかしどうしようもなかったからこそ、今ここにいるわけである。その難しさは誰だれよりも実感していることだろう。

「もちろん、皆の言いたいことだってわかってる」

　キリの口調が、悲ひ壮そう感かんの滲にじむものへと変わっていく。

「盗賊なんてのは茨いばらの道だよ。人に憎まれ、嫌きらわれ、石を投げられる存在だ。お天てん道とう様さまにも顔向け出来ねぇ。そして一度捕つかまっちまった日には、打ち首直行」

　その脅おどすような内容に、男たちはブルリと身を震ふるわせる。彼らとて、いつそうなっていてもおかしくなかった身。その恐きよう怖ふは実感出来るのだろう。そしてだからこそ、やっぱりお頭にそんな道を歩ませるわけにはいかない……！　といった決意が顔に表れていた。

　それが、口を衝ついて出る直前。

「だけど、安心して欲ほしい」

　表情と声こわ色いろをふっと和やわらげたキリに意表を突かれた形で、全員が今一度押おし黙だまった。

「普通にやるより断然安全性が高くて、大義があり、人々に受け入れられ、むしろ感謝さえされる。そんな、奇き跡せきみたいな盗賊活動がある」

　現在のキリの表情は、とてもとても優しげで……ゆえに、メイからすると胡う散さん臭くさいことこの上ないのだが。そこに救いを求めるように、男たちの視線は釘くぎ付づけとなっていた。

「それは、ズバリ……」

　一呼吸置かれたところで、一同ゴクリと息を呑のみ。

「義ぎ賊ぞくだ！」

　キリがカッと目を見開き宣言するのと同時、彼らも「おぉっ！」と目を見開いた。

「聞けば、ここの領主様ってのはなかなか酷ひどい奴らしいじゃないか。高い税を課しておきながら、困った時には助けてもくれない」

　団員たちが、大きく頷く。

「不当に私腹を肥やす領主の資産をちょっとだけ拝借することを、悪だと思うか？」

　再び大きく、彼らが首を振る方向は今度は横。

「そしてそれを領民に返してやる行こう為いを、果たして誰が悪だなんて断じられるだろうか。むしろ人々は、それこそが正しい行いだと賞賛してくれるだろう」

　身み振ぶり手て振ぶりも交えて熱い口調で語るキリに、引き込まれている様子だ。

「義賊を捕つかまえるのに協力しようだなんて、誰も思わない。むしろ、俺だって……！　なんて、入団を志望してくる奴だって出て来るだろう。そうして、トリーム団はどんどん大きくなっていく。お頭かしらの御み旗はたの許もとにな。その中には、若い有望な奴だっているだろう。お頭のお眼鏡に適かなう奴だって出て来るかもしれない。そいつと恋に落ちて結ばれ、やがては子供なんかも生まれて、お頭を中心とした幸せの輪はどんどん広がっていく……」

　今一度キリが間を空けると、トリーム団の面々はうっとりとした表情に。先に提示された不幸な未来予想図との対比になるような光景を、頭の中に思おもい描えがいているのだろう。

「素す晴ばらしいと思わんかね！」

『思いやす！』

　キリの問いかけへの答えは、迷いなく即座に返ってきた。

「よろしい、では……」

　頷くキリに合わせて、一同大きく頷く。

「義賊を！　やるぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

『おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！』

　そして、喝かつ采さい。

　どうやら、皆の心が一つになってしまったようだった。

「うおっ、なんだなんだ……!?」

　ちょうどそこで帰ってきたカッチェが、その熱気にビクッと身体を震わせる。

「お頭ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「頑張りやしょう！　頑張りやしょう！」

「トリーム団、でっかくしましょうや！」

　ワッと群がってきて口々にそんなことを言ってくる団員たちに、最初は戸惑った様子を見せていたカッチェだったが。

「お、おぅ……なんか知らねぇけど、頑張ろうぜ！」

　結局、流すことにしたようだ。臨機応変な対応と言えば聞こえは良いが、ぶっちゃけ細かいことを考えていないだけだろう。

「頑張るですー！」

　細かいことを気にしない派筆頭、エイムも無論一同に交ざって盛り上がっていた。

　そんな光景を、横目に見ながら。

「ねぇキリ……どういうつもり？」

　キリにそっと身を寄せ、メイは小声気味に尋ねた。

　カッチェの幸せという観点だけで考えれば、もっと別の道がいくらでも存在する。手に職をつけさせれば雇やとってくれるところもあるかもしれないし、今のトリーム団の力量であれば傭よう兵へい団などで身を立てることだって可能だろう。義賊とはいえ、より危険性の高い裏の道を進ませる必要性は薄うすいと言えた。

「んはは。元々弟で子しっ子に盗賊やらせるために盗賊団に入ったんだから、最終的に盗賊行為やるように仕向けるのは当たり前じゃん？」

　なるほどそれ自体、理由の一つではあるのかもしれない。

「……で、本当のところは？」

　しかしそれが全てとは思えず、メイは改めてそう尋ねた。

「まー、実際さぁ。姫ひめさんは、何のキナ臭くささも感じてないわけ？」

　特に隠す気もなかったのか、キリはあっさりと語り始める。

「こいつらの最初のヘッポコっぷりは、姫さんも知っての通りだ。なら、そんなヘッポコ共を率いて十年近くも盗賊団やってた先代の団長ってのは何者だ？」

　それは確かにメイも当初から思っていたことであり、昨日トリーム団の成り立ちについて聞いてからますます疑問を深めた部分でもある。

「そんな団長が抱えてた赤ん坊ってのはどこで拾ってきたもんなんだ？　まして……」

　何か続けかけて、キリは言葉を止めた。

　その目に、僅わずかに真剣な色合いが宿る。

「どうしたの……？」

「んはは」

　メイが問い返すと、キリはいつも通りの笑みの向こうに感情を隠した。

「可能性は薄いと思ってるけど……万一何の裏もなかったとしたら、この件は俺の胸の内だけに秘めとこうと思ってんだよね。だからまぁ、とりあえず今は気にしない方向で」

「……そう」

　そんな風に言われて気にならないわけはなかったが、キリが言うならばとそれ以上は聞かないでおくことにする。

「そういえば……私も、ダイス卿きようの動きにちょっとだけ気になるところはあったのよね」

「それそれ、極きわめつけはそこよ」

　メイとしては話を変えるためにふと思い出だしたことを口に出しただけだったが、キリの食い付きは予想より大きかった。そこ、と人差し指を立てている。

「俺もチョロっと情報収集してみたんだけどさ。なんか十年前くらいに、この辺のいくつかの村が魔物に潰つぶされたらしいじゃん？」

「アナタ、いつの間にそんなことを……」

　苦笑が漏もれかけるが、まぁキリならそういうこともあるかと思い直した。結局、そんな風にあっさり納得している自分に苦笑を浮うかべることにはなったが。

「普通の領主なら討とう伐ばつ隊を編制するなり何なりするとこだけど、領主様には当時動き無し。なのに、ある時を境に魔物の被ひ害がいはピタリとなくなった……って、話だ」

「普通に、魔物の群れがどこかに移動していったんじゃないの……？」

「にしちゃあ、ちぃと被害がピンポイントすぎんだよねー。周囲の街にゃ寄り付いてもいねぇ。ほんで、被害のあった村は大した産業もない寂れたとこばっかときたもんだ」

「……まさか、ダイス卿が意図的に魔物をけしかけたって言いたいの？」

　言いながら、メイは眉まゆ根ねを寄せた。

　実際のところ、それが可能か不可能かで言えば可能ではあるだろう。小さな村を潰す程度ならば、大した魔物も必要ない。適当な魔物をどこかから誘ゆう導どうしてくるなり捕とらえて付近で放つなりするだけで事足りる。他の街への影響を考えれば、その後に始末してしまえばいい。精強を誇ほこるダイス領の私設兵であれば、そういった作業も出来るだろう。

　だが、しかし。

「自領の村をわざわざ潰して、ダイス卿に何の利点があるっていうのよ……？」

　それを行う理由があるかといえば、全くの別問題である。

「さてね。実際のとこは、たまたま気まぐれな魔物の一団が通り過ぎていっただけって可能性も十分あるわけだし」

　キリも、何かしらの証左を持っているわけではないらしい。

「ただ、俺はここに何かしらの繋がりがあると思ってる」

　しかしその口調には、どこか確信めいたものが感じられた。

　それは、先さき程ほど口にしかけたカッチェについての『何か』があるからなのか。

「……なるほど」

　いずれにせよ、メイもようやくキリの意図を察して納得する。

「つまり、盗賊活動を通じてダイス領を探さぐるのが目的ってわけね？」

「んはは、弟子っ子に経験を積ませるってのも主目的の一つだけどにゃー」

　確かに、ただ探るだけならばキリ一人で十二分に事足りるだろう。

（まぁ実際のとこ、私としてもこの案に乗る理由はあったりするのよね……）

　頭の片かた隅すみで、そんなことを考える。

「姫さん……つーか体制側にとっても悪くない話だと思うんだけど、どうよ？」

　それを見事に見み抜ぬかれた形で、メイはまたも苦笑することになった。

「……魔王も倒たおされた現状、国の方針としては軍縮路線に舵かじを取ろうとしてるところ。実際、強兵派筆頭のダイス卿の力が弱まるのは助かるでしょうね」

　白状しながら、腹を決め。

「わかったわ、私も協力しましょう」

　恐らくは、自分がこう返答することまでキリの計算のうちだったのだろうな……などと思いながらも、メイは頷いてそう返した。










　というわけで。

『姐あねさん、検分お願いシャス！』

「えぇ」

　護衛をふんじばった後、団員たちに頭を下げられてメイが馬車の荷を検あらためる……などといった光景が展開されるに至ったのであった。

「武器防具に鉱石……この辺りの薬品は何かしら……？　あら、大量の金貨まで。この道はヒア子し爵しやく領にしか繋がってないけど……彼とダイス卿の間に取り引きがあるなんて記録、公式にはなかったはず……」

　頭の中の情報と照らし合わせながら、メイはブツブツと呟つぶやきながら荷の中身を確かく認にん。

「いいわ、全部運び出してちょうだい！」

『へい、姐さん！』

　その指示に従い、トリーム団の面々が馬車の中身を運び去っていく。

「ふふっ、完全な裏取引の上に収しゆう賄わい案件……これを奪うばったところで、どこにも報告なんて出来ないでしょう。荷の中身といい、今回は大当たりよ」

　その光景を目に、メイはほくそ笑んだ。

「んはは。姫さん、最初渋しぶってた割に生き生きとしてんじゃんか」

　いつの間にか傍かたわらに立っていたキリに指し摘てきされ、ギクリと顔を強こわ張ばらせる。

「……まぁ、否定はしないわ」

　しかし、結局観念して苦笑を浮かべた。

「今まで私は、王族としては全く役に立てなかったし……立てる見込みもなかったから。どんな形であれ、結果的に国のためになることが出来るなら嬉うれしいの」

「王家の皆さんは、姫さんの行動なんか認にん知ちしちゃいないわけだけど？」

「いいのよ、別に評価されたいわけじゃないんだから」

「んはは」

　キリが笑う。

　綺き麗れい事ごとを言いながら、やっていることは犯罪行為。また揶や揄ゆされるかと思ったのだが。

「いいじゃん。俺は好きだぜ、姫さんのそういうとこ」

　完全に油断していたところにそんな言葉を放ほうり込まれ、メイの頬ほおが強く赤みを帯びる。

「そ、そそそそそそ、そう、ありがとう」

　さりげない風を装よそおってお礼を言おうとしたところ、盛大に噛かんだ上に声が裏返った。

　なんとなくキリの方を見るのが気き恥はずかしくて、顔を逸そらす。

　すると、ちょうどそこに。

「エイム、今回何人倒した？」

「二人です！」

「わっはは！　オレの勝ちぃ！　オレ三人！」

「負けちゃったです……皆みんなババッて倒しちゃうから、なかなか獲え物ものがいないのです」

「確かに、なんかもう早いもの勝ちで仕留める感じになってきてるよなー」

　身体に見合わぬ大量の荷物を両手で抱えながら、カッチェとエイムがやってきた。声色だけ聞けば年相応の微笑ほほえましいものだが、なかなかに物ぶつ騒そうな内容である。

「にしても姐さん、いっつもドンピシャで馬車が通る道と時間を言い当てるよな。しかも、不正取引？　ってやつばっかさ。どうやってんだ？」

　ふと足を止めたカッチェにそう尋ねられて、再びメイの顔が強張った。

「それは、その……」

　実際のところは。『出で来き損そこない』であるがゆえに元々ほとんど姫としての役割を期待されていなかったメイではあるが、それでも社交界には顔を出していた。国内の貴族はそれなりに把は握あくしていたし、その裏側を推測するだけの情報は十分に持っている。諸もろ々もろの柵しがらみにより正規には取とり締しまれないそれらも、今の身軽な状況であれば阻はばむものは何もない。それにキリの魔法を用いた『調査』まで加われば、馬車の動きなど丸まる裸はだかも同然である。

　が、身分を隠かくしている現状そのままを伝えるわけにもいかない。

「アレね……ほら、こ、高度な情報戦というやつよ」

　結局、回答はそんなフワッとした感じのものとなる。

「そっか。よくわかんねぇけど、流石さすが姐あねさんだな」

　しかし、カッチェは軽い調子で納得してくれた様子だった。

　いつの頃ころからかカッチェは、適当に流すことを覚えるのが大切だというメイの教えを地で実じつ践せんするようになっていた。今回はそれに救われた形と言えよう。

「まるで、オヤジみてぇだ」

　カッチェとしては、何気なく付け足した言葉だったのだろう。

　だがメイは、そこにふと引ひっ掛かかりを覚えた。

（そういえば、先代の団長さんも馬車の通る道と時間を当てたって言ってたわね……もしかして、元は貴族の取り引き情報を把握出来る立場だった……？　だとすれば、結構上位の貴族ってことになるけど……いえ、この辺りに限って活動するならそこまでは必要ないか。そうなると、ダイス家の関係者って線も……）

「さってと」

　カッチェの言葉から始まったメイの思考が、今度はカッチェの声によって遮られる。

「全部運び出し終わったみたいだな」

　馬車の方に目を向けると、確かにその荷台はもう空っぽとなっていた。

「そんじゃ、行くぞー！」

『おぅっ！』

　先頭を切って駆かけ出したカッチェに、団員たちが続く。向かう先は、アジト……ではなく、近きん隣りんの街だ。獲物の『山分け』、義賊としての活動である。

　一同が森の中を駆ける速度はかなりのもの。鍛錬の甲か斐いあって、森の中をまるで平地を進むが如くスイスイと走はしり抜ぬけていく。程ほどなくして森を抜け、街まで辿たどり着ついた。ダイス領の中では比ひ較かく的てき大きい部類の都市である。王都のものに比べればずっと質素ではあるが、魔物や賊ぞくを防ぐに十分な外がい壁へきも備え付けられている。

　もっとも……それは相手が普通の力量であれば、という前提であるが。

「ゲッ!?　お前ら……!?」

　街門を守護している衛兵が、トリーム団の姿を捉とらえて顔を引き攣つらせた。

「わっはぁ！　お邪じや魔ましまーす！」

「待っ……！」

　動き出そうとする衛兵を尻しり目めに、カッチェがその脇わきを瞬またたく間まにすり抜けていく。

「お邪魔するですー」

　続いて、エイムが自身の身長の何倍もある外壁をヒョイと軽い調子で飛とび越こえた。

「あ、ちょ……!?」

『お邪魔シャース！』

　どちらに目を向けてよいやらわからない様子で慌あわてる衛兵。その隙すきを突いて、次々とトリーム団の面々が侵しん入にゆうしていく。この辺りの手て際ぎわは、もう慣れたものだ。

　手近な民家の屋根に飛び乗り、カッチェは大きく息を吸った。

「さぁさぁ皆、トリーム団のお出ましだよぉ！　受け取りなぁ！」

　屋根伝いに移動して喧けん伝でんしながら、道行く人々に金貨を放り投なげていく。

「うおぉぉぉぉぉ、トリーム団だ！」

「こっちにも投げてくれぇ！」

「いいぞ、もっとやれぇ！」

　この山分け活動も、もう幾いく度ど目だったか。最初の頃は驚おどろき不安がっていた街の人々も、今となっては歓かん声せいを上げながら投げられる『戦利品』に手を伸のばすようになっていた。

「出たぞ、トリーム団だ！」

「今日こそ捕まえろ！」

　一方、警吏はすっかりトリーム団を敵として認にん識しきしている。毎度逃にげられては沽こ券けんに関かかわるとばかりに、警備の人数も増やしているようだが。

「こらっ、どけっ！」

「貴様ら、賊の味方をするというのか!?」

「邪魔をする者は引っ捕らえるぞ！」

　道行く人々に阻まれ、思うように動けていない様子だ。

「いやー、すんませんね。へへっ」

「混こみ合あってるもんで」

「おっと失礼、肩がぶつかってしまいましたわ」

　流石さすがに露ろ骨こつに妨ぼう害がいする者こそいないが、彼かれらがどちらの味方なのかは明らかだった。

　もっとも、街の人々の協力がなかったとて、トリーム団が捕まるようなことなどないだろうが。キリの手によって鍛きたえられた彼らは、今や王国騎き士し団だんと事を構えたとて決して引けを取らないくらいの力量を身に付けている。かつてキリが言った『最低限』の基準をいつの間にか通とおり越していることに今更ながらに気付き、メイは密ひそかに苦く笑しようしていた。

「ほんじゃ、また来るから！」

　一通りばら撒まき終え、カッチェが人々へと大きく手を振る。

　それから歓声と怒ど号ごうを背に、再び街門に向けて駆け出した。

「そう何度も通してたまるかぁ！」

　門の内側には何人もの衛兵が集まり、壁かべを作って待ち構えている。

　しかし、カッチェを先頭としたトリーム団がその足を止めることはない。

「残念ながら、今日も通してもらうよ！」

　むしろ更さらに速度を上げて、突っ込んでいく。

「そらっ！」

　衛兵たちの目の前に、カッチェが小規模な竜たつ巻まきを発生させた。

『ぐわっ!?』

　砂すな埃ぼこりが舞い上あがり、目を庇かばいながら怯ひるんだ様子を見せる衛兵たち。

「わははっ！　そんじゃ！」

『お邪魔しやしたー！』

「ですー」

　その隙に、一同次々と衛兵たちを跳とび越えていく。

　こうして、今日も悠ゆう々ゆうと街からの離り脱だつを果たすのであった。

　最初の頃こそキリやメイがフォローに回る場面もあったが、今やこうしてトリーム団の面々だけでも全く問題なく侵入から脱だつ出しゆつまでをこなせるようになっている。最近のメイの役割は専もつぱら荷を検めるところまでで、後はこうして付いて行くだけということが多い。キリに至っては、徹てつ頭とう徹てつ尾び何もせず後方で高笑いを上げているだけの日がほとんどだった。

「ガハハハ！　今日も楽勝だったな」

「なんか俺ら、人気者って感じになってきたよな」

「へへ、こういうのも悪くないって気がすんな……」

　平野を風のように駆けながら、男たちはそんな雑談を交かわしている。

　実際、今日の出来は『楽勝』と称しようして良いものだったろう。

　……しかし、その慣れと余よ裕ゆうこそが隙を生んでいたのかもしれない。

　それは、アジトが存在する森に差さし掛かろうかというところでのことだった。

「ほや？」

　エイムが、虚こ空くうに目を向け疑問の声を上げる。

「エイム？　どうかし……」

　それに対して、カッチェが首をかしげたところで。

「かぁっ！」

　そんな声が聞こえたのと同時、一同の進路上を巨きよ大だいな光の帯が通り過ぎていった。

　地面を抉えぐりながら森の一部を消しよう滅めつさせたそれが、もうもうと砂埃を巻き上げる。

「な、なんだ……!?　魔物か……!?」

　震える声を出したのはカッチェだが、恐らくそれはトリーム団全員の総意だったろう。

　もう少し光の軌き道どうがズレていれば消滅していたのは自分たちだったと、そう理解出来る程度に彼らは鍛えられており。そして同時に、この事象を発生させた相手が自分たちでは及およびもつかぬ力の持ち主であることも理解出来たはずだ。果たして如何いかなる存在が、どんな目的で現れたのか……トリーム団の面々は、警けい戒かいを最大限に高めている様子だった。

　ただし、メイたち新入り組の反応は異なる。

　キリは、いつもの軽薄な笑えみを浮かべるだけでその感情は読めず。

　エイムは、顔に喜色を表し。

　そしてメイは、その見覚えのありすぎる魔ま法ほう……第九階位魔法《破は光こう》を見て。

（あちゃぁ……この人が動いちゃったかぁ……）

　と、密かに苦笑を浮かべていた。

　キリとエイムがいる以上どうとでもなるだろうが、面めん倒どうな事になりそうなのは確かだ。

「止まれぃ、貴様ら」

　低い声で言いながら、件くだんの人物が砂埃の向こうから姿を現す。

　深緑の髪かみに、茶味がかった肌はだの色。顔には深い皺しわが刻まれているが、人族が老いと共に刻んでいくものに比して随ずい分ぶんと数が多い。髪と同じ色の瞳を有する目が吊つり上がっているのは、やはり怒いかりのためだろう。以前見た時と、ほとんど同じ表情だ。

　その正体は、齢よわい五百歳さいを超こえる木き妖よう精せい族。

「おじーちゃん！」

　そして、エイムにそう呼ばれる存在……《賢けん者じや》バークレイ、その人であった。

『お、おじーちゃん……？』

　トリーム団一同、「えっ……？」という顔でエイムを見る。

「お～、エイム！　久しぶりじゃのう！」

　そしてその険しかった表情をたちまち緩ゆるめたバークレイに、「えぇ……？」という顔となって全員が彼のことを二度見した。

　その視線に気付いたらしいバークレイが、ハッとした表情となる。

「ふ、ふん。元気そうじゃな」

「はいです！　ボク、いつも元気いっぱいです！」

「そうか」

　バークレイは、どうやらしかめっ面つらを保とうとしているようだが……エイムの一挙一動に反応して頬がピクピクと動いており、成功しているとは言いがたい。

「な、なんだ……？　知り合いか……？」

　カッチェが、戸惑いがちに両者を見比べた。

「あの……オレたちに何か用なのか……？」

　それから、恐おそる恐るといった調子でバークレイへと尋たずねる。

「ふん、貴様に用なぞないわ」

　するとバークレイは、今度こそ紛まがうことなきしかめっ面でカッチェを睨にらんだ。

　怯んだカッチェが数歩後ずさる。

「じゃあ、ボクたちに用です？」
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「おぉ！　そう………………いや、正確には少し違う」

　相好を崩くずしかけて、どうにかといった様子でしかめっ面を復帰させるバークレイ。

「んはは、じゃあ俺に用ってわけだ？」

「そうなるな」

　キリのニヤけ面を、鋭するどく睨む。

「最近ダイス領にやたら腕うでの立つ盗賊団が現れるという話を聞き……そこに幼い少女の姿もあるというから、まさかと思って来てみれば……」

　そこには、深い怒りが滲んでいるように感じられた。

「キリ……貴様、これは一体どういうつもりじゃ……!?」

　トリーム団一同を睨ねめつけてから、再びキリへと視線を戻もどすバークレイ。

（まぁ、かつての仲間が盗賊なんてやってたら怒おこるのも当然か……）

　そんな風に納なつ得とくしたメイだったが。

「こういうことをやるんなら、ワシも呼ばんか！　というかそもそも、旅立つんだったらちゃんとワシに報告しに来い！　黙って行くとは何事じゃ！」

　どうやらその怒りポイントは、メイが思っていたのと少々異なるようだった。

「……ワシも行くぞ」

　一段と低い声で、バークレイは呟くように告げる。

「一応言っておくが、これは別に貴様の許可を求めているわけではない」

　強い、言葉の内容とは裏腹に。

「貴様が何と言おうと、ワシはついていくぞ」

　その声がどこか縋すがるような響ひびきを伴ともなって聞こえるのは、メイの考え過ぎだろうか。

「今度こそは、な」

　三百年前、キリはバークレイと別れて一人で鍛たん錬れんのために旅立ったのだと聞いた。

　置いていった気持ちも、置いて行かれた気持ちも、メイには想像することしか出来ない。

　否……メイが想像するなど、烏滸おこがましくすらあるのだろう。

　ただ、今のバークレイに何があっても折れまいという強い意志を感じることは確かだ。

　それに対して、キリは。

「……んはは」

　いつも通りに、笑った。

「誰も、嫌いやだなんて一言も言ってないじゃーん」

　少なくともメイの目には、いつも通りに笑ったように見えた。

　その奥おくに、どんな感情を隠しているのかまではわからない。

「もちろん、んーなのじーさんの好きにしなよ。じーさんがどこに行くかだなんて、俺おれがとやかく言うことじゃないんだし」

「……ふん、そうか」

　そのやり取りに、どんな想おもいが込められているのか。

「バークレイじゃ。これより、貴様らのところに世話になる」

　カッチェたちの方に向けて頭を下げるバークレイの心情が、如何なるものなのか。

　何も、わからなかった。

　唯ゆい一いつ、メイにわかることがあるとすれば。

『………………あ、はい』

　ポカンとした様子でとりあえず頷いたトリーム団一同の、完全に置いてけぼりな心境くらいだろう。










　とにもかくにも、こうしてトリーム団に強力な魔ま導どう士しが加わったのであった。

　……かに、思われたが。

　いや、それ自体間ま違ちがってはいないのだが。

「んはは、飯の時間だぞー」

「ふん……今日のメニューは角ウサギのステーキに山菜のリゾットと、アスクダケのスープじゃ。干しイチゴも用意してあるので、欲しい者は申し出るが良い」

　トリーム団における彼の主な役割は、キリと共に調理を担当することとなった。

　元々キリの料理の基き礎そはバークレイに教わったもので、それと元の世界の知識を組み合わせて完成したのが現在のキリの調理技術らしい。そして異世界知識はかつての旅でバークレイにも伝わっており、彼は彼でそれを自分の調理法に取り入れていた。

　そんな二人が力を合わせることによる相乗効果で、その魅み力りよくは最大限に高められる。

　現状、それでなくともトリーム団の戦せん闘とう力りよくは過か剰じよう気味。バークレイが調理担当になることに異議を唱える者など誰だれ一人ひとりとしていなかった。

「うんめぇ！　じーちゃん、今日もめちゃうめぇな！」

　そんな風に、割と早期に打ち解けたカッチェを筆頭に。

「ふん、当然じゃ。ワシが作っておるのじゃからな。ほれ、おかわりもあるぞ。こらそこの貴様、ニンジンを残すでない。苦手？　愚おろか者ものめ、そんなことはそれを食ってから言わんか。ほれ、イケるじゃろう？　ちゃんと苦手な者でも食えるように味付けを工く夫ふうしておるのじゃ。ほう、貴様はもっと筋肉を付けたいのか。なら肉を食え肉を。ほれ、大盛りにしてやろう。こりゃ、そっちの貴様は肉ばかりを食い過ぎじゃ。野菜も食え。魚もな」

　今や、バークレイは完全にトリーム団に溶とけ込んでいる。

　表面上こそ口が悪く聞こえるがその内容は団員たちのことをちゃんと考えているものであり、一同が心を許すのにそう時間はかからなかったのである。

　というか。

（バークレイ様って、本当に人間嫌いなのかしら……？）

　甲か斐い甲が斐いしく団員たちに気を配っている姿を見ていると、そんな風に疑いたくもなるメイである。どうやら、彼は一度『身内』と認めた相手には甘あまくなる傾けい向こうにあるようだ。

　こうして。

　トリーム団の生活環かん境きようは、ますますの向上を遂とげるのであった。







第五章　煩はん悶もん、団員団結で怨おん敵てき討とう伐ばつ







　こんなに楽しくて、いいんだろうか。

　カッチェは、毎日ずっとそんなことを思っていた。

「おはよう！」

　朝一番、そんな挨あい拶さつと共に部屋を出る。

「おぅ！　お頭、おはよう！」

「うはは、今日はホントに早ぇな！」

「ガッハハ、寝ね坊ぼうしなかったんだな！」

　団員たちから、そんな挨拶とも冗じよう句くとも取れないようなものが返ってきた。

　その表情は、例外なく明るい笑え顔がおだ。

　彼らは、昔からカッチェに対して笑顔で接してくれていた。けれど今になって思い出してみれば、以前は笑顔の中にもどこか暗い雰ふん囲い気きが混じっていたように思う。先代団長が魔ま物ものに殺されてからは、尚なお更さらだ。空腹、病気、魔物や他の盗賊の襲しゆう撃げき……心配しなければいけないことは山ほどあった。当然といえば当然だったのだろう。

　それが今は、どうだろうか。毎日お腹なかいっぱい食べられ、清潔な環境はそうそう病も寄せ付けず、アジトの周りには結界まで張ってあって侵しん入にゆう者しやはすぐに検知される。

「うるせぇ、こないだ寝坊したのはたまたまだっての！」

　だからカッチェも、そんな風に心から笑いながら軽口を返すことが出来るのだ。

　毎日、楽しいことばかりだ。鍛錬で自分が強くなっていくのを実感出来るのも楽しかったし、奪った財宝を配って感謝されるのも楽しかった。衛兵との追いかけっこだって、負けることがないのがわかっているから楽しいものだ。

　それから、カッチェが何より楽しいと思えるのは。

「ふわぁ……おふぁようです……」

　この、少し年下の友人の存在が大きいと言えるだろう。

「わっはは、なんだよエイムその頭。すげぇ寝ね癖ぐせだぜ？」

「うゆ……？」

　激しく撥はねた髪について指摘すると、エイムは半分以上目を閉じたままの状態でフラリと首を傾かしげた。そんな姿が愉ゆ快かいで、カッチェはまた「わはは」と笑う。

「この辺です……？」

「逆逆、ここだって」

　ずっと大人の男たちに囲まれ育ってきたカッチェにとって、彼かの女じよとの距きよ離り感は新しん鮮せんで。

「ほれ、直してやるよ」

「あいれすー……」

　たまらなく、楽しい気持ちになってくるのだった。

　友達、という存在。話に聞いたことはあったが、自分には必要ないものだと思っていた。自分には家族が、トリーム団の皆がいれば、それで良かったから。

　けれど。

（こういうのも、いいもんだな……）

　エイムの髪を弄いじりながらそんな風に考えていると、自然と口元が微笑みの形となる。

「わっはは！　なんだこの寝癖、頑がん固こすぎんだろ！　もうこっちの方が早ぇや！」

　なんとなく気恥ずかしい気分になってきて、カッチェはそれを大口開けた笑みに変えながらエイムの髪をぐしゃぐしゃっと撫なでた。

「ふひゃー！　くすぐったいですー！」

　ようやく目を覚ましてきたらしいエイムも、コロコロと笑う。

「あー……ところで、お頭かしらよぉ」

　周りも笑顔でそんな光景を見守る中、ふと団員の一人が表情を改めた。

「その、わははって豪ごう快かいな笑い方はどうにかした方がいいんじゃねーかと思うんだよ」

　どことなく真しん剣けんな雰囲気を宿して、そんなことを言う。

「んあ？」

　しかし意味がわからず、カッチェは首を傾かたむけた。

「なんで？　お前らだってこんな感じで笑うじゃん」

　思ったことをそのまま口にする。

「や、まぁ、そうなんだけどよ……ほら、お頭は女の子なわけで」

　その言葉に、周りの男たちも「確かに」といった反応を示し始めた。

「なんだよ、お前ら急に……今まで、そんなの言ったことなかったじゃねーか」

　カッチェが問いを返すと、一同なんだか遠い目になり始める。

「まーその、いつかはお頭も誰だれかの嫁よめになる可能性を考えると……」

「そうだな……女らしさ、ってやつを磨みがいとかなきゃいけないのかもな……」

「好きんなった男にフラれたら可哀かわい想そうだもんな……」

　しみじみ呟く団員たちに、カッチェの疑問は深まるばかりである。

「だから、なんで急にそんな話になってんだ？」

「いや、こないだのアニキの話を思い出したらな……」

「アニキの話……？」

　やはり何のことかはわからなかったが、しかし一つだけ確かなことは。

「なんにせよ、オレは皆の団長だからな！　誰かの嫁になんてならねーよ！」

　ニッと笑ってそう告げると、『お頭……！』と団員たちの目が潤うるんだ。

「い、いや、そりゃ駄だ目めだ！」

「そうだ！　可能性は残しておかなきゃならねぇ！」

「今後は女らしさってやつも鍛えていきやしょうぜ！」

　しかし、すぐに頭かぶりを振ふって口々にそんなことを言う。

「うーん……？　じゃあまぁ、それはいいとしてもよぉ」

　理由はともかくとして、団員たちの意向は極力汲くみ取ってやりたいとは思っていたが。

「具体的にどうすりゃいいんだよ？　つーかそもそも、女らしさって何だ？」

　それがわからなければ、どうしようもなかった。

『うーん……』

　特に案があったわけではないらしく、団員たちも一いつ斉せいに首を捻ひねる。

「エイムはわかるか？」

　なんとなく、傍らのエイムに尋ねてみた。

「もちろん、なのです！」

「お、マジか」

　特に期待はしていなかったのだが、意外な所に糸口があったようだ。

「じょせーとは、だんせーではないということなのです！　よって、カッチェさんはもう立派なじょせーなのです！」

「お、おぅ……そうだな……」

　思ったより全然糸口ではなかった。

「そうだな、お嬢じようの言う通りだ」

「お嬢は正しいぜ」

「お嬢は賢かしこいな」

　生暖かい視線をエイムに向けながら、団員たちがパチパチと拍はく手しゆする。

　トリーム団におけるエイムの扱あつかいは、とりあえず甘やかす方針であった。

「えへへー、です」

　エイムも、満足げに甘やかされている。

「あっ、そうだ！」

　そんな中、男の一人が何かひらめいた表情に。

「姐さんを参考にすりゃいいんじゃねーか？」

　その提案に、一同「おぉっ！」と感心の声を上げる。

「なるほど、確かにな」

　カッチェとしても異存はなかった。

　今でも、メイを初めて目にした時の衝しよう撃げきは覚えている。同じ生物とは思えないほどの美しさ、カッチェでさえも一目で感じ取れる程の気品。なるほど、彼女こそが『女性らしさ』の象しよう徴ちようとさえ言えよう。

（ん……？　なんか忘れてるような気が……）

　しかし、ふとそんな引っ掛かりを覚える。

　カッチェが、その正体を確かめるより前に。

「あら？　皆、こんなところでどうしたの？」

　件の人物の声が、背後から聞こえてきた。

（ま、いっか。本人が来てくれたなら話は早ぇや）

　そんな考えと共に、振り返かえる。

「それがさ、今ちょうど姐さん……に……」

　聞きたいことがあって、と続けようとした言葉は途と中ちゆうで虚空へと消えていった。

「？　どうかした？」

　神が作り給たもうた芸術品にさえ思える、全すべての部位が整った顔立ち。出る所は出つつも引き締まったその身体つきは、まさしく『女性らしさ』の結けつ晶しようの如し。

　ただ美しいだけではなく、気高く、凛り々りしく、力強く………………雄お々おしい。

　そう。

　今のメイは、ぶっちゃけかなり雄々しい感じだった。

　自身より大きなシカを背せ負おってその血に塗まみれていれば、そのような印象にもなろう。

「あぁ、これ？」

　一同の視線がそこに集まっていることに気付いたか、メイは視線を背後に向ける。

「ちょっと、目覚ましがてらそこら辺を走ってきたんだけどね。たまたまこの六角ジカを見つけたもんで、せっかくだから狩かってきたの」

　せっかくだから、の気軽さで大物を仕留めてくる人物を『女らしい』と評せるか否いなか。

　カッチェとしては、圧あつ倒とう的てきに『否』の立場を取りたい所存である。

（そういや、姐さんはむしろかなり『男らしい』んだった……）

　先さき程ほどの引っ掛かりの正体が明らかになった。

「なによ皆、変な顔して？」

　不思議そうに首を傾げる所作そのものは可愛かわいらしいと称して差し支つかえないのだろうが、その顔のところどころに血が飛び散っていては印象も大きく変わってくる。

「姐あねさん……オレは、そんな姐さんが好きだぜ……」

　とりあえず、カッチェはそう言ってメイの腕にそっと触ふれた。

　実際、カッチェはメイをとても好ましく思っている。憧あこがれている、と言ってもいい。キリやエイムほどぶっ飛んだ力を持っておらずとも……否、むしろだからこそ。日々努力し自分に出来ることを精せい一いつ杯ぱいやろうとしているその姿は、カッチェの目標でもあった。

「え……？　そ、そう……えと、ありがとう……？」

　お礼を口にしながらも、メイは引き続き疑問顔だ。

「そうだよな……」

「それでこそ姐さんだよな……」

「気にしねぇでくだせぇ、姐さんはありのままの姐さんでいいんだ」

　カッチェの言葉を受けて、団員たちからもそんな言葉を送られた。

「ちょっと、なんで私が慰なぐさめられてる感じの雰囲気になってるの!?」

　一同から生暖かい視線を向けられたメイが、抗議の声を上げる。

「メイさん」

　そんなメイの腰こしに、エイムがポンと手を置く。

「自信を持って欲ほしいのです。メイさんは、ちゃんとじょせーなのです」

「そこの自信を失ったことは生まれてこの方一度もないんだけど!?」

　エイムとしては助け舟ぶねのつもりだったのかもしれないが、どちらかと言えばその言葉は追い打ちに近かったと言えよう。

「え、なに……？　結局、どういうことなの……？」

「や、オレたちさ。女らしさって何だろうって考えててさ」

　眉まゆを顰ひそめるメイに、そう説明する。

「それで、姐さんを見習ったらどうかって話になってたんだけど」

「あー……」

　そこまで聞いて、ようやくメイも納得した表情となる。

「それなら、さっきの反応は……まぁ、そうなるかもね……」

　次いで、苦笑に。

「あぁ、だから姐さんは気にしないでくれよ。オレ、姐さんに女らしさの何たるかを聞こうなんてもう全然思っていないからさ」

「貴女あなた、私のことなんだと思って……いえ、なんとなくわかるから答えなくていいわ」

　無理をする必要はないと伝えたかったのだが、結果メイの苦笑が深まることとなった。

「実際、私が女性らしさの何たるかを知ってるかって言われると微び妙みようだしね」

　観念するかのように、メイは小さく肩かたをすくめる。

「はい！　てーあん、なのです！」

　果たして慰めの言葉をかけるべきかどうかカッチェが迷っていたところ、エイムが元気よく手を挙げた。

「わからないことは、ししょーに訊きくのが一番なのです！」

　それが世の真理、とばかりにエイムは自信満々な調子で言い切る。

「というわけで、行くです！」

　そして、周りの反応を待つこともなく駆け出だした。

「そうだな、アニキならわかるかも！」

　カッチェもそれに続く。

　そして……その隣となりに、メイも並走してきた。

「姐さんも訊きに行くのか？」

「えぇ、まぁ、ちょっと、キリの女性観的なところが気にならないでもないっていうか……いや、変な意味じゃないのよ？　ただ、やっぱり私も女性らしさを学んだ方がいいかなって思ったり思わなかったりでそのためには男性の意見を聞くことも重要かなってまぁ別にそれはキリじゃなくてもいいんだけどせっかく訊きにいくんだったらちょうどいいっていうか聞いといて損はないかなってホントにキリだからってわけじゃないんだけど……」

　何やら早口で色々と捲まくし立たてるメイだが、カッチェにはよくわからなかった。

「そっか、じゃあ行こうぜ！」

　なので、とりあえずそう返しておく。

　よくわからないことは、流すが良し。カッチェがここ最近学んだことの一つであった。




「女らしさ？」

　バークレイと共に朝食の用意をしていたキリが、手を止めることなく首を傾けた。

「そーなのです！」

「教えてくれよ、アニキ！」

　エイムとカッチェ、二人揃そろって頭を下げる。

「あー……？　そりゃ、姫ひめさんみたいな……」

　特に含ふくむこともなさそうな調子で、キリはメイの方に視線を向けて。

「あっ、悪いやっぱ今の無し」

　メイと目が合ったところで、そう言い直した。

「どういう意味かしら……？」

　メイの、所々に血が付着している頬ほおがヒクヒクと動く。

「ごめん、普ふ通つうに間違えた」

「普通に謝あやまられると普通に傷つくんですけど……」

　素の表情で言うキリに、メイの頬のヒクヒク具合が加速した。

　が、しかし。

「つい俺の好みの話で答えかけたけど、そういうこっちゃないよな」

「え!?　こ、ここここここ好み!?」

　引き続き素の調子でキリが続けると、その顔が一いつ瞬しゆんで真っ赤に染まる。

「お、おおおおお落ち着きなさいメイ・スキュールこんなのどうせいつもの冗じよう談だんででも今凄すごく普通の調子でいやいやでもでもそういえば前にも似たようなことを言われた気がそりゃもしそうなら嬉うれしいっていうかいやあくまでも一いつ般ぱん論ろん的な話でだけど他の人に言われてもこんな風になったことなんてそれってそういうことなのいやいやいやいや……！」

　付着した血がちょっとだけ目立ちづらくなった顔を背そむけ、何やらブツブツと高速で呟つぶやき始めたメイ。彼女のこのような姿は、カッチェもしばしば目もく撃げきしている光景だ。放っておけばそのうち戻ってくることもわかっている。

「なーアニキ、女らしさって何なんだ？」

　なので差し当たり放置することとし、カッチェは問いを重ねた。

「んはは、なかなかに難しい質問だな」

　キリはヘラヘラと笑っているが、別に小こ馬ば鹿かにしているわけではないことをカッチェはもうよく知っている。

「アニキでもわかんねーのか？」

　ただ、即そく座ざに答えが返ってこないことは意外だった。エイム程ほどではないと思っているが、カッチェもキリに対して盲信に近いレベルの信しん頼らいを置いていることは自覚している。

「ま、色々あるにはあるわな。気配りが出来るだの、愛あい嬌きようがあるだの、料理が上手うまいだの。けどまぁ、時代や土地によってそんなもんはまちまちだ。つーか同じ時代・土地でさえ、人によって意見は違ちがってくる。結局は、自分がどう思うか……もしくは、誰にどう思われたいかって話にしかならねーんじゃねーかな」

「ふーん……？」

　わかるようなわからないような、微妙な心持ちだった。

「なるほどです！」

　エイムは快活に頷うなずいているが、カッチェは即座に見抜く。

　これは、字じ面づら上の意味合いだけを理解してその本質まではわかっていない顔だ。基本的に師の言葉をそのまま受け入れる傾向にあるエイムに、度たび々たび見られる光景であった。

「ふん、くだらん」

　それまで黙だまって包丁を動かしていたバークレイが、鼻を鳴らした。

「女らしさなぞ、簡単なことじゃ」

「じーちゃん、そうなのか？」

　期待を込めて、バークレイを見上げる。

「うむ、女らしさとは」

　しかめっ面で、一つ頷くバークレイ。

「花を愛めでる心を持っているということじゃ」

　そして、そう言い切った。

「花を愛でる心……？」

　今回も、カッチェ的にはピンと来ない。

「んはは、木妖精族らしい価値観だな」

　キリはそう言って笑う。

「まーでも、一理あるっちゃあるんじゃねーか？　感受性、って奴やつだな」

　炒いためていた野菜を一切れ摘つまんで口に入れ、「よし」と頷くキリ。

「せっかくだ、朝飯は弁当にしてやるからちょいと花見がてら外で食ってくれば？　たまにはそういうのもいいだろ」

「はいです！」

　相変わらず、考えた様子もなく即座にエイムが頷く。

（や、たぶん花なんて見ても何も変わんねーんじゃねーかな……）

　なんて、薄うす々うす思いつつも。

「わかった、行ってくるぜ！」

　外でエイムとお弁当を食べるということが単純に楽しそうで、カッチェも頷いた。










　というわけで。

　アジトから少し足を延ばしたところに少し開けた場所があり、そこが花の群生地になっていることは知っていた。そこでキリに渡わたされた敷しき物ものを広げ、同じくキリから手て渡わたされた弁当を広げて花を眺ながめているわけだが。

「うーん……やっぱ、何も思うとこなんてねーよなー……」

　予想通り特に感かん慨がいが生まれてくることもなく、カッチェはそう漏もらした。

「エイムもそうだろ？」

　傍かたわらでモムモムと口を動かしているエイムに尋ねる。

　ゴクリと口の中にあったものを嚥えん下かした後、エイムはニコリと笑った。

「ボクは、色々と思うですよ」

「おへ、マジで？」

　意外な答えに、カッチェは軽く目を見開く。

　そんなカッチェに教えるように、エイムは花畑の方を順々に指差していった。

「あの花とあの花は、食べられるです。あっちのは、根っこに毒があるので注意が必要なのです。あれは、食べられるけどちょっとマズいのです。それから今あそこの花に寄っていってる虫は、炒めると結構おいしーです」

「お、おぅ……それは、女らしさ……なのか……？」

　なんとなく違うような気はしたが、一応疑問形に止とどめておく。

「つーか、アニキはそんなことまで教えてくれんのか……」

「ししょーも教えてくれるですけど、今のはメイさんに教えてもらった知識なのです」

「お、おぅ……」

　カッチェの中で、やはりこれは女らしさではないとの確信が生まれた。

「……つーかオレ、思ったんだけどさ」

　たっぷりの肉と野菜を挟はさんだパンに齧かじり付つきながら、ふと思いついたことを口にする。

「女らしいって、アニキみたいな人のことを指すんじゃねーか……？」

　朝ご飯として作っていた料理をテキパキと弁当用に切きり替かえて詰つめ込み、水すい筒とうと手て拭ぬぐいと敷物を用意し、エイムの寝癖を直し、瞬またたく間まにカッチェたちを送り出した手て際ぎわを思い出すと、そんな風に思えてきたのだった。

「ししょーは、だんせーなのです？」

「まぁ、そうなんだけどよ」

　当たり前のことを指し摘てきしてくるエイムに、小さく苦く笑しようする。

「なんとなくさー。母さん、ってのがいればあんな感じなのかなって思ってさ」

　やはり、頭に浮うかんだことをそのまま語る。

　未いまだ団長として相応ふさわしい振ふる舞まいが出来ているとは言えないが……いや、だからこそ。団員たちと接する時、カッチェは『団長らしさ』というものをどうしても意識してしまう。しかしエイムといる時はそんなことを考えることもなく、こうして思いつくままに益やく体たいもない会話も出来るのだった。

「カッチェさんは、おかーさんが欲しいです？」

　エイムが、こうして思ったことをズバリと聞いてくれるのもありがたい。

「別に、欲しくなんてないさ。ただ、どんなもんなのかなってのに興味はあるかな」

　だから、カッチェも飾かざらないままの本心を語れるのだ。

「ボクは……」

　何かを言いかけたエイムが、言葉を途中で止めて立ち上がった。

　その目は、木々の向こうを見ているようだ。

「どうした？」

「来るです」

　カッチェの問いに短く答えながらも、視線は外さない。

　何事かと、カッチェもエイムが見つめる先を睨む。

「……うわぁっ!?」

　そして、悲鳴を上げることとなった。

　現れたのは、粘ねん液えき状の何かだ。グネグネと動く様は如何いかにも鈍どん重じゆうそうなのに、素早く跳ねて見る見るこちらに近付いてくる。その身体は基本的に透とう明めいな液体で構成されているようだが、ただ一点。その中心に位置する真っ赤な目玉だけが異質だった。

（ま、魔物……!?）

　その赤い光を目にすると、カッチェは身体が震ふるえるのを止められなくなる。

　オヤジと呼んでいた人が、誰よりも頼たよりになると思っていた男が、同じ色の目を持った存在にその身体を貫つらぬかれる瞬しゆん間かんを目撃した時からずっと。

「とー」

　カッチェの傍らから、恐きよう怖ふとは無む縁えんな気の抜ぬけるような掛かけ声ごえ。エイムが一足飛びで魔物に向かっていく。双そう方ほうから距離を縮める形となり、瞬く間に接せつ触しよく。

「ちょあっ」

　エイムが蹴けりを放つ。魔物の身体を構成する液体は粘ねん性せいを持っているようで、それを阻はばもうと抵てい抗こう……出来たのは、一瞬の間にも満たなかった。エイムの足は液体の中に深く埋うまり、目玉に直ちよく撃げきする。その瞬間、スゥと魔物の姿が消え去った。まるで先程までの光景が夢だったかのように、跡あと形かたもなく。

「や、やったのか……？」

　結局一歩も動けないままだったカッチェは、未だ震える声で尋たずねる。

「うーん……？」

　エイムは蹴りを放った体勢のまま自身の足を眺めて、首を傾けていた。

「たぶん今のはファントムスライム、というやつだと思うです。本体がどこかにいて、それを倒たおさないと無限に分身が湧わいてくるです。分身は魔ま力りよくの塊かたまりで、そっちも倒されるまでは普通に攻こう撃げき能力があるのが厄やつ介かい……って、ししょーが言ってたです」

　そんな、エイムの言葉を証明するかのように。

「ひぇっ……!?」

　木々の向こうからガサガサと音を立て、先程と全く同じ姿の魔物が無数に現れた。

「うーん……まとめて燃やしちゃうのが手っ取り早いですけど、火事になっちゃうかもです……当たりを引くまでやっちゃうしかないです？　ちょい、めんどいのです」

　何の緊きん張ちよう感も見られないエイムの姿が、頼たのもしくカッチェの目に映る。

「ちょっと、守りながらだとやりにくい相手なのです。逃にげてもらっていいです？」

「あ、あぁ……悪い、後は頼む！」

　エイムに促うながされ、カッチェは踵きびすを返した。

　足はガクガクと震えているが、どうにか動いてはくれるようだ。

（くそっ……！　エイムに任せっきりにするしか出来ねぇなんて……！）

　悔くやしさと情けなさで胸が焦こげ付きそうな思いだったが、しかしそれも恐怖を克こく服ふくする燃料にはなってくれない。

（せめて応援を……応援を呼んでこないと……！）

　アジトに向けて、一直線に駆かける。エイムの強さはカッチェもよく知るところで、きっと一人でも大だい丈じよう夫ぶなんだろうとは思う。それでも、何かをせずにはいられなかった。

　しかし……その焦しよう燥そうは、同時に隙すきも生み出していた。

「っ!?」

　横合いから飛んできた何かに対して、慌あわてて回かい避ひ行動を取る。

　だが、反応するのが一いつ瞬しゆん遅おそかった。

「ぐぁっ!?」

　避よけきれず、左足に直撃。激しい痛みに呻うめく。

　見れば、鋭するどい針が突つき刺ささっていた。そこから、じんわりと痺しびれが広がってくる。

「ひっ……!?」

　それが飛んできた方向に目をやり、カッチェは息を詰まらせた。

　一ひと抱かかえほどもある、巨きよ大だいなハチだ。毒々しく派手な体色。尾おから、カッチェに刺さっているのと同じ針が生えてきた。その目は、赤一色だ。

　一いつ匹ぴきだけではない。森の奥おくから、湧き出でてくるかのようにどんどん現れてくる。

　それだけでも、絶望的な光景。

　にも拘かかわらず。

　ズン！

　更さらに、何かが近付いてくる気配があった。

　ガサ……ズン！　ガサ……ズン！　ガサ……ズン！

　木々を掻かき分わけ……否いな。木々を薙なぎ倒しながら近付いてくる、巨大な何か。

　ガサガサ！　ズズゥゥゥゥン……！

　目の前の木々が、まとめて斬きり払はらわれ。

「っ……」

　ついに姿を現したそれを見て、カッチェは呼吸すらままならなくなった。

　アジトに建てた家すらも軽く蹴け散ちらしてしまえそうな程の、巨大なクモ。大小八個の目は、例外なく真っ赤な光を宿している。同じく八つの足は、その先せん端たんが鎌かまの如き鋭い形状となっていた。それが見た目だけのハリボテでないことは、足あし跡あと代わりのようにクモの通ってきた方の木が全て斬り倒されていることからも明らかだろう。全身に生える毛も針のような鋭さを持っており、カッチェに刺さっているものよりずっと太い。

　単純に、それそのものが人の本能的な恐怖を煽あおる見た目ではある。

　だが、カッチェにとってはそれだけではなかった。

　その、巨大な刃やいばを宿したクモの足。

　それに貫かれた育ての親の姿が、脳のう裏りにハッキリと蘇よみがえってくる。

「あっ……あっ……」

　カッチェの口からは、もう呻きとも吐と息いきとも取れないようなものしか出てこない。

（オレ、死ぬのか……）

　胸を占しめる感情は、恐怖を通とおり越こして諦てい観かんとも呼ぶべきものへと変わっていた。

　仇かたきを前にしながら、怒いかりを抱いだく余よ裕ゆうすらも失っていた。

（オヤジみたいに、殺されるのか……）

　自分に向けて振り下おろされるクモの足が、やけにゆっくり動いて見える。

　それを、ぼんやりと見ていることしか出来ないカッチェの視界に。

　何かが、割り込んできた。

「はぁっ！」

　鋭い声と共にカッチェの目の前に飛び出してきたのは、金色の漣さざなみ。一いつ瞬しゆん遅おくれて、それが揺ゆらめく髪かみなのだと気付いた。もう少し遅れて、その金きん髪ぱつの持ち主が、手にした剣けんでクモの足を受け止めているのだということも理解する。

「あ、姐さん……」

　辛かろうじて、口からそんな言葉が出てきた。

「ふっ！」

　強く剣を振り、メイがクモの足を弾はじき飛とばす。

「カッチェちゃん、無事ね？」

　それから振り返ってきた美しい顔は、力強い笑えみで彩いろどられていた。

「う、うん……」

「そう、良かったわ」

　カッチェが頷いて返すと、メイはその笑みを柔やわらかいものに変化させる。

　それを見て初めて助かったのだという実感が生まれ、カッチェは安あん堵どから全身の力が抜けていくのを感じた。

（……あれ？）

　自身の身体が倒れ込んでいくのを、抑おさえられない。

（これ、ホントに身体が動かな……）

　ふと気が付けば、全身の感覚さえもなくなっていた。

「んはは、見事に毒が回ってやがんな」

　だから、いつの間にか誰かに抱きとめられていることにも気付いていなかった。

　何か暖かいものに包まれたような感覚が生じると同時、全身がふっと楽になる。

「アニキ……」

　身体も動くようになり、自分を抱きとめてくれている人の方を振り返ることも出来た。

「あ、危なっ……！」

　すると彼かれの背後から巨大バチが迫せまってくるのが目に入り、思わず声を出す。

「ちょあー」

「ふん、小こ賢ざかしい」

　左右から雷かみなりが迸ほとばしり、それが交わる位置にいた巨大バチを消し炭も残さず消しよう滅めつさせた。

「ふぅ……当たりを引くまでちょっとかかっちゃったです」

「ここまでの魔ま物ものの群れを見み逃のがしておったとは、少々不覚じゃな」

　右からエイムが駆け寄よってきて、左からはバークレイが難しい顔で歩いてくる。

「エイム……じーちゃん……」

　魔物など何の脅きよう威いとも感じていないその姿は、この上なく頼りがいのあるものだ。

「カッチェさん、だいじょぶです？」

「あぁ、なんとかな……」

　首を傾けるエイムに、どうにか笑みを返すことも出来た。

（これで、もう大丈夫だ……）

　そう確信する。

　この四人がいれば、どんな魔物だろうと何の脅威にもならないだろう。

（あとは、アニキたちに任せよう……）

　そう思って、再び身体の力を抜きかけたカッチェだったが。

「射うてぇぇぇぇぇ！　射ちまくれぇぇぇぇぇぇ！」

「クモの野や郎ろうは目を狙ねらえ！　ハチは素す早ばやいから数重視だ！」

「とにかく、お頭から一いつ旦たん離はなれさせろ！」

　そんな声と共に方々から一斉に矢が降り注いで魔物たちに突き刺さっていく光景に、目を見開いた。怯ひるんだ様子を見せた魔物たちが、後退していく。

『お頭、ご無事で!?』

　そうして生まれた空白地帯に、トリーム団の男たちが駆け込んだ。

　自分たちの身体によって、カッチェと魔物の群れを分断する形だ。

「お前ら……」

　その後ろ姿の頼もしさは、キリたちに勝まさるとも劣おとらないものだった。

「このクソが、よくもお頭かしらを！」

「クモなんぞに、二度もやられてたまるかよ！」

「どっからでもかかってきやがれオラァ！」

　威い勢せいのいい啖たん呵かを切る男たち。

　だが、カッチェは知っている。

　カッチェにはわかっている。

　彼らの中から、恐怖が消えたわけではないということを。

　その証しよう拠こに、彼らの手足は今でも細かく震えている。

　それでも、彼らはこうして魔物と対たい峙じしている。

　震える手足でしっかり武器を握にぎって、見事魔物に命中させた。

　恐怖は消えておらずとも、それを乗のり越えたのだ。

　キリの指導によって、実力は十二分に付いていた。

　メイの姿を見て、特別な人間でなくとも魔物には勝てるのだと知っていた。

　必要なのは、後はきっかけだけだったのだ。

　そして、カッチェにとっての『きっかけ』は。

（ったく……ホント、何やってんだよオレは）

　まさしく、今この時だった。

　自分の頭を殴なぐりたい気分だったが、余計なことで体力を使うのはやめておく。

「アニキ……頼みがある」

　立ち上がりながら、カッチェは背中越しにキリへと言った。

「あのクモは、オヤジの仇なんだ」

　いつの間にか足の傷は治っており、痛みも消えている。彼が治ち療りようしてくれたのだろう。

　おかげで、体調はいつも以上に絶好調。

「だから」

　つまり、後は覚かく悟ごを決めるだけ。

「アイツのことは」

　そして、それはもう決まっていた。

「オレたち、トリーム団だけでやらせてくれ」

　だから、声を震わせることもなく言い切ることが出来た。

「んはは、そう言ったからにゃーダメでしたやっぱ助けてください、は通じねーぜ？」

「もちろんさ」

　今のカッチェには、ニッと笑って見せる余裕さえもある。

「ふん……仕方ない、このワシが直々に露つゆ払はらいを請うけ合ってやろう」

　バークレイがそう言うや、半球状に透明な壁かべが発生した。巨大グモとトリーム団の面々が内側に、ハチやキリたちは外側に……と、隔たれた形だ。壁に向けてハチたちが針を射出するも、ビクともしない。

「ありがとな、じーちゃん」

「退路を断っただけじゃ」

　礼を言うと、バークレイは顔を背けて鼻を鳴らした。その頬が僅わずかに赤みを帯びているように見えるのは、カッチェの気のせいではないと思う。

　前に向き直って、カッチェは大きく息を吸った。

「おめぇらぁ！」

　腹から、全力で声を出す。

「情けない姿ぁ見せちまってすまねぇ！」

　もう二度とそんな姿は見せないとの決意を込めて。

「せっかく、向こうさんから来てくれたんだもんなぁ！」

　鼓こ舞ぶする。

「オヤジのぉ！　仇かたき討うちと洒しや落れ込こもうぜぇ！」

　団員たちを、そして何より自分自身を。

「行くぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　奮い立たせる。

『おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！』

　地を揺らす程の大だい音おん声じようと共に、トリーム団が始動する。

「弓隊！　射てぇ！　奴の目を潰つぶしてやれ！」

『おぅ！』

　散開した男たちが、四方八方から矢を射った。カッチェたちからすればクモの目は見上げる程の位置にあるため、なかなか上手くは刺さらない。だが、クモの気を散らす効果は十二分に与あたえられていた。

「近接隊！　突とつ撃げきすんぞ！」

『おぅ！』

　剣や斧おのを手にした団員たちがクモに向けて駆け出す。先せん陣じんを切るのは、短たん剣けんを構えたカッチェだ。そこに向けて、クモの鋭えい利りな足が振ふり下ろされる。

　先程とほとんど同じ光景。だが、今度は恐怖に支配されたりなどしない。

「お頭ぁ、止まんなよ！」

「ここは俺おれたちが！」

　頼りになる仲間がいるのだから、当然だ。

　一瞬速度を上げて先頭にまで躍おどり出た団員二人が、クモの足を剣で受け止める。ズンと地を揺らす震しん動どうが響ひびいてきたが、彼らはしっかりとそれを受け止めきった。

　だが、クモの足は左右合わせて八本もあるのだ。次の一手を放つべく、クモが足を持ち上げ……ようと、したところで。

「おらぁ！」

「へっ、こちとらもう斧の扱あつかいなんざお手の物よ！」

　上がりきる前に、団員たちの振り下ろした斧がそれを捉とらえた。分断するには至らなかったが、大きく傷が入って体液が吹ふき出す。

　痛覚があるのかはわからないが、それでクモの動きは一層激しいものとなった。だが団員たちが時に受け止め、時に躱かわし、時に先制攻撃を加えることで往いなし。クモの足は、終ついぞ一度もカッチェを捉えることはなかった。カッチェがその速度を緩ゆるめることも、一度もなかった。何に阻まれることもなく、瞬く間にクモの胴どう体たいへと辿たどり着つく。

「はぁっ！」

　そして、裂れつ帛ぱくの気合いと共にその腹部へと短剣を突き立てた。

　だが。

（っ!?　硬っ……!?）

　少なくとも足よりは柔らかいだろうと踏ふんだのがマズかった。

　その鋼のような体皮に弾はじかれ、カッチェは体勢を崩くずしてしまう。

（しまっ……！）

　鋭い針のような体毛の一部が、それぞれ生きているかのようにギョロリとカッチェの方へとその向きを変えた。それが、勢い良く一いつ斉せいに射出される。

（避け、ダメだ間に合わねぇ……！　せめて、防ぼう御ぎよ……！）

　急所を庇かばう形で、身体を丸めたところで。

「ちょあー」

　空中で、急激に横合いへと引っ張られる。

　いつの間にか、カッチェの身体には魔力の糸が巻きついていた。

　気の抜けるような声と共に、それを引っ張ったのはもちろん。

「エイムっ……!?」

　カッチェの友人たる少女である。

「なんで……!?」

　てっきりキリたちと共に外にいるのかと思った彼かの女じよは、なぜかこうしてカッチェをその小さな身体でしっかりと抱きとめていた。

「だって、ボクもトリーム団です？」

　その理由を、エイムは一言でそう説明する。

「はっ……」

　カッチェは、小さく笑う。

「そっか、そうだよな……」

　自身の足で、地面に着地。

「じゃあ、オレたちトリーム団で」

　エイムの隣に立てば、先さき程ほどまで残っていた小さな震えまでピタリと収まった。

「アイツをぶっ倒そうぜ！」

「はいです！」

　二人、同時に走り出す。

　打ち合わせなどしなくとも、その息はピタリと合っていた。

「今度こそ決めっから！　お前ら、もっかい頼むぞ！」

『合がつ点てんでぇ！』

　更にその苛か烈れつさを増すクモの猛もう攻こうの前に、しかし男たちは臆おくすることなく立ち向かっていく。四方八方から巧たくみに連係し、クモを翻ほん弄ろう。八本の足は狙いを定められず、尽ことごとく空を切った。苛いら立だっているかのように、クモの動作が徐じよ々じよに大きなものとなってくる。一いち撃げきの脅威は増すが、しかしそれは隙をより大きくする選せん択たくに他ほかならない。

「エイム！」

「はいです！」

　団員たちのおかげで出来た道を一直線に駆け抜け、クモの手前で跳ちよう躍やく。

　二人の身体は、一瞬でクモの頭上まで到とう着ちやくした。

　今度は身体からだ中じゆうの毛が逆立ち、カッチェたちを狙う。

「とうっ」

　射出されたそれらを、エイムの張った半はん透とう明めいの盾たてが全すべて防いだ。

「くぅぅぅぅぅ！」

　その隙に、カッチェは短剣を構えてクモの頭部に向けて宙を駆ける。

　自然落下の速度に加えて、風魔ま法ほうで勢いを増ぞう幅ふく。

「らぁぁぁぁぁ！」

　全速力で突つき出だした短剣が、今度こそは深々と刺さった。

　最後に、身体中の魔力をぶつけるつもりで練り上げて。

「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　傷口から、それを叩たたき込んだ。

　抵抗するかのように、クモの頭部が大きく膨ふくらむ。

　しかし、一瞬の後。

　クモの体皮を突き破やぶって、カッチェの魔力が噴出した。

　クモの頭部が、粉々に爆散する。

　ズズズズズズゥゥゥゥゥン……！

　大きな音を立て。

　その巨きよ体たいが、地に倒れ伏ふした。







第六章　会かい敵てき、貴族襲来と異常発生







　しばし、場を沈ちん黙もくが支配する。

「やった……のか……？」

　巨大グモから転がり落ちた体勢で、カッチェが呆ぼう然ぜんとした調子で呟いた。

「んはは、仇討ち完かん了りようだな」

　キリがそう言ったことで、初めて実感が湧いてきたのか。

『や……』

　トリーム団の面々の表情が、唖あ然ぜん、驚おどろき、喜色、と変わっていく。

『やったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！』

　そして、それが歓かん声せいとなって爆ばく発はつした。

　各人、すぐ隣となりにいた者と抱き合あって喜びを表現する。

「エイム！　やった！　オレたち、やったぜ！」

「やったですー」

　カッチェも、エイムに抱きつき目の端はしに涙なみだを浮かべていた。

　トリーム団奮ふん闘とうの傍らで巨大バチを全て消し炭へと変えていたバークレイも、彼らの姿を見て口元を僅かに和やわらげている。

　そんな光景を、微笑ほほえましく見守りながら。

（ビークイーンに、ヒュージタランチュラ……？　どっちもこの辺りには生息してない魔物なはずだけど……それに、この二種が共きよう闘とうするだなんて聞いたことがないわ……）

　メイは、どこか嫌いやな予感が胸に湧いてくるのを感じていた。

「ねぇ、キリ……」

　そのことについて相談しようと、キリの方へと目を向けた瞬間だった。

　ドン！　大きな音が鳴なり響く。

　何事かと見やると、頭部を失った巨大グモが立ち上がるところだった。どうやら、今の音は足の一つを強く地面に突き立たてた時のものだったらしい。

「そんな、あれで生きてるっていうの……!?」

　魔物といえど、基本的に頭部を破は壊かいすれば死ぬ。例外は存在するが、メイが知る限りこのヒュージタランチュラがそれに該がい当とうするという情報はなかったはずだ。

「いやー、死んではいるねぇ。死んではいるが……」

　気楽げな声こわ色いろではあるが、キリの言葉は含ふくむところがある調子だった。

「妙みような魔力の流れを感じるのぅ……これは、操あやつられておる……ということか……？」

　バークレイも、難しい表情で顎あごを撫なでている。

「じーさんも知らねーってことは、ここ三百年でメジャーになった現象ってわけでもなさそうだな」

「少なくともワシの耳には入っとらんな」

　そんな風に話し合うキリとバークレイの傍ら。

「……いや、二人共呑のん気きに喋しやべってる場合かよ!?　どうすんだ、あれ！」

　しばし呆然としていたカッチェが、我に返ると同時に慌てた調子で叫さけんだ。

「んはは、別に慌てるこっちゃねぇ。原因はともかくとして、対策は簡単だ」

「そ、そうなのか……？」

　しかしキリがあまりに泰たい然ぜんと構えているせいか、カッチェも徐々に落ち着きを取とり戻もどし始めたようだ。

「弟で子しっ子。どうすればいいか、わかるか？」

「はいです！　操られてるなら、操ってる人をぶっ殺せばいいと思うです！」

　キリの問いに、エイムが元気よく手を挙げて答えた。

「それが解一、だな。ただ、操ってる奴を探すよかもっと手っ取り早い手がある」

「跡形も無く吹き飛ばす、です？」

「オーケーオーケー、それが解二だ」

　エイムの回答に、満足げに頷うなずくキリ。

「ほんじゃ、今回は解三……もうちっとスマートな方法を実演して見せよう」

　それから、散歩にでも出るかのような気軽な足取りで巨大グモの方へと歩き始める。

「ア、アニキ!?」

　その身体めがけてクモの足が振り下ろされ、カッチェが悲鳴に近い声を上げた。

「まず、こうして」

　しかしキリは、クモの足を片手で至し極ごくあっさりと受け止める。音もなく成なし遂とげられたその光景は、まるでクモが自ら足を止めたかのようにも見えた。だがそうでないことは、必死に足を動かそうと藻も掻がいているクモの様子からも見て取れる。その身体と比すれば極小と言って良いキリの手に掴つかまれているだけで、全く足を動かせなくなっているようだ。

「魔力の流れを探さぐって、供給元との繋つながりを見つけて」

　傍はたから見る分にはただ突っ立っているようにしか見えないが、どうやらキリはその状態で何かを行っているらしい。

「切る」

　これもまた、メイの目からは何をしているようにも見えなかったが。キリがそう言った瞬間、ズン……！　と、巨大グモの身体は糸が切れたかのように再び倒れ伏した。

「こんな感じなんだが、わかったか？」

「むぅ……」

　キリに尋ねられ、エイムは珍めずらしく口くち籠ごもった。

「ごめんなさいです、よくわかんなかったです。ボクには、魔力の流れ？　っていうのも見えなかったです」

「んはは、気にすんな。今はまだそんなもんだろ」

　シュンとして頭を下げるエイムの頭を、キリがぐしゃぐしゃっと撫でる。

「というか……今の魔力操作、常じよう軌きを逸いつしておるな……他者の魔力に干かん渉しようし、探り、その一部を切り離はなす……じゃと……？　貴様、本当にあのキリか……？」

　こちらは何が行われていたのかはわかったらしいが、バークレイの顔は驚きよう愕がくに染まっている。これも、彼にしては珍しい表情だ。

「三百年も修しゆ行ぎようしといて、苦手なもんを苦手なまんまにしとくかよ」

　ヘラヘラ笑うキリに、バークレイはその表情にどこか痛ましそうな色を浮かべた。

「……あの時、仮に貴様が魔力操作に長たけていたとて何が変わったわけでもないぞ？」

　それは、三百年前にキリが大切な人を失った場面のことを指しているのか。

「んはは、んーなの関係ないって。俺、こう見えて結構優等生だったからさ。苦手科目があるままってなんか気持ち悪ぃの」

　少なくとも表面上、キリの笑みは全く変わらない。

　その笑みがどんな感情に蓋ふたをしているのか、メイにはわからない。

「それよか、さっきの魔力が繋がってた先って……」

　何か言おうとしたらしきところで、キリは言葉を止めた。

「……あん？」

　そして、その顔から表情が抜け落おちる。

「転移……？」

　周りのことなど全く目に入っていないような様子で、虚こ空くうを見つめて小さく呟つぶやいた。

「こいつは、さっきの魔力と同じ……いや、そんなもんはどうでもいい……更に繋がってる先……なんだ、こりゃ……？　見えない……？」

「キリ……？」

　これまでに見たことのないキリの姿に、不安になってメイが呼びかけたところで。

「ほぅ、これはなんとも奇き遇ぐうですなぁ」

　横合いからそんな声が聞こえてきて、メイはハッとそちらに目を向ける。

「まさか、こんな森の奥で『龍りゆうの姫ひめ君ぎみ』とお会いできるとは」

　森中の小道に悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいるのは、見覚えのある貴族の男だった。

　後ろには、多数の騎き士しを従えている。その全員が、全身鎧よろいに身を包つつんだ重装備だ。

「ダイス卿きよう……!?」

　吊つり目がちな、神経質そうな顔立ち。整ってはいるが、どこか爬は虫ちゆう類るいを彷ほう彿ふつさせるそれからは狡こう猾かつさが透すけて見える。もっとも、貴族など大なり小なりそんなものだが。

　ジン・ダイス。ダイス領を治める伯はく爵しやく家けの当主である。

「どうしてこんなところに……!?」

「それはそのままお返しさせていただきたい台詞せりふですなぁ、メイ様」

　冗じよう談だんめかした仕草で、ジンは大げさに肩かたをすくめる。

「まぁ私の目的は、トリーム団なる盗賊団の討とう伐ばつなのですが。この辺りにアジトがあるとの情報を得たのでね。自領をチョロチョロする盗賊団の討伐に赴おもむくことに、何ら不思議はありますまい？」

　ジンはそう言うが、メイにとっては不思議なことの目め白じろ押おしであった。

（伯爵家の当主が自ら盗賊団の討伐に赴くなんてあり得る……？　というか、いつの間にそこに……？　これだけの兵が、どうやって音もなく……まして、この重装備で……それに、ここまで誰だれ一人ひとりとして身動きしないっていうのも不気味ね……）

　内心で疑問を浮うかべるメイに向けて、ジンがニヤリと笑う。

「時にメイ様、そちらの一団は何者ですかな？　どうにも、我わが領土に現れるという盗賊団の特とく徴ちように合がつ致ちするような気がしてならぬのですが？」

　ギクリと顔が強こわ張ばりかけるのを、メイはどうにか堪こらえた。

　実際、盗賊団と領主という立場を鑑かんがみればこの場はジンに理があると言える。

「あら、そうなの？　だけど、他人の空似じゃないかしら？　彼らは、私の私設兵なんだから。ちょっと、ここで訓練していてね。ほら、魔ま物もの討伐」

　涼すずしい顔で、メイはそんな嘘うそを口にした。

「ほう、それはそれは……メイ様に私設兵がいるとは初耳ですな」

「まだ公式には発表していませんからね。だけど、『龍の姫君』が直属の兵へいも持たないようでは示しがつかないでしょう？」

「なるほどなるほど。しかし、困りますなぁ。人の領地で訓練するのであれば、きちんと知らせていただきませんと」

「おかしいわね、陛下にはお伝えいただくようお願いしたはずなのだけど……行いき違ちがったのかしら？　どうやらダイス卿は、外出がお好きなようですしね？」

　この程度の腹の探り合い、社交界では日にち常じよう茶さ飯はん事じである。

「……ふん」

　そんな中、バークレイが至し極ごく面白おもしろくなさそうに鼻を鳴らした。

「このワシの前で、空々しい会話なぞ交かわすでないわ」

　貴族嫌ぎらいの彼からすれば、今のやり取りなど虫むし酸ずが走る思いなのかもしれない。

「さよう、此こ奴やつらが件くだんの盗賊団じゃ」

「ちょ……!?」

　とはいえいきなり暴ばく露ろされるとは思わず、メイは思わず焦あせった声を出してしまった。

「そして、そこな貴族。先の魔物共を操っておったのは貴様じゃな？」

「えっ……!?」

　そして、続くバークレイの言葉で更に驚くこととなる。

「はてさて、何のこと……」

「そういうのはいらんと言うとろうが」

　表情を変えないジンの言葉を、ピシャリと遮るバークレイ。

「このバークレイの目を誤ご魔ま化かせると思うなよ。先の魔物に流れ込んどった魔ま力りよく……貴様から感じるものと、全く同じじゃ」

　そこまで言われて、初めてジンの顔色が変わった。

「……どこかでお見かけした顔だと思えば、《賢けん者じや》殿どのでしたか。これは失礼を」

　恭うやうやしく頭を下げるジンに、バークレイは鼻を鳴らすのみ。

「確かに、おっしゃる通り。そちらのヒュージタランチュラと……ビークイーンにファントムスライムもいたでしょう？　それらは、私が操っていたものですよ」

「んなっ……!?」

　あっさり認めたジンに、メイは一瞬言葉を失った。

「何のつもりでそんなことを……!?」

　しかし、すぐさま糾きゆう弾だんの声を上げる。

「何のつもり？　少し考えればわかりましょう？」

　小こ馬ば鹿かにするように、ジンは大きく首を横に振った。

「魔物を操れるようになれば……魔物の脅威がなくなるばかりか、その強大な力をそのまま手て駒ごまと出来るのですよ？　これほど有用なこともありますまい？」

「どうやら、上手うまくは行っておらんかったようじゃがの。先の魔物も、生きとるうちはほとんど暴走状態だったのじゃろう？　貴様程度の魔力では、それが限界じゃ」

「ははっ、これは手厳しい」

　バークレイの指し摘てきに、ジンは再び肩をすくめる。

「確かに、結局私の魔力では完かん璧ぺきに魔物を操ることは叶かないませんでした。しかし最近、もっと良いものを見つけましてな。必要なくなった実験体を破は棄きがてら、噂うわさの盗賊団とやらにぶつけてみるつもりだったのですが……綺き麗れいに片付けていただき、感謝致しますよ」

　その顔からは、微み塵じんも余裕が消えていない。

「ま、まさか、十年前にいくつかの村が魔物に潰されたのって……」

　話が繋がったのを感じ、メイは震ふるえる声でその予想を口に出した。

「ほぅ、よくご存じで」

　ジンが、少しだけ意外そうに片かた眉まゆを上げる。

「あれはまぁ、尊い犠牲というやつですな。研究には付き物です」

　その口調は、至極あっさりとしたものだ。

「結局その研究そのものは破棄することになったわけですが、次に繋がった。最強の兵を得るための礎いしずえになれたこと、犠牲になった者たちも光栄に思っていることでしょう」

「ふざけ……」

「ふっざけんな！」

　メイの言葉に被かぶさったのは、幼さの残る少女の声だった。

「てめぇが……！　てめぇが皆みんなの村を……！　オヤジを……！」

　ふぅふぅと荒あらい息を吐きながら、カッチェがジンを睨みつける。

　その周囲には、彼女の心情を表しているかのように激しい風が渦うず巻まいていた。それは彼女自身すらも傷つけていたが、カッチェはそれに気付いている様子さえない。

「ふっ、君は滅んだ村の生き残りか何か……」

　鼻で笑おうとしたらしいジンだったが、途と中ちゆうでその言葉を止めた。

「お前……まさか、カッチェか……？」

　ここに来て初めて、彼の表情に動どう揺ようの色が浮かぶ。

「あぁっ!?　だったらなんだってんだ!?」

　自らの名が知られている理由など気にする風もなく、カッチェが吠ほえる。今にも飛びかからんばかりの勢いだ。

「ふ……はははっ！　まさか、こんなところにいたとはな……！　まったく、あれだけ捜さがした時には見つからなかったというのに今更……いや、今からでも……そうだな、そうしようか。ふははっ！　これも運命か！」

「……？」

　突如哄こう笑しようを始めたジンに、メイは眉をひそめる。

「カッチェ、これに見覚えがあるだろう？」

　一転、優やさしげな表情となったジンが胸元に手を入れた。

「揃いのものの一つを、お前の母さんに贈おくったんだ」

　そこから取り出したのは、古びたペンダントだ。

「私はね」

　どこかで見たことのあるような意い匠しよう……そう考えて、メイは思い当たるものを記き憶おくの中に見つけた。以前、カッチェに見せてもらったものと同じなのだ。

「お前の、父親なのだよ」

　カッチェが拾われた際に、唯ゆい一いつ持っていたと言われているペンダントと。

「ふっ、ざけん……！」

　カッチェの纏った風が、周囲へと吹き荒れる。

「なぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　いよいよ堪忍袋の緒が切れたらしいカッチェが、勢いよく飛び出した。

「ちょ……！」

　思わず止めようとメイは手を伸のばすも、間に合わない。

「オレの父親はぁぁぁぁぁぁ！　オヤジだけだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　カッチェは一直線にジンへと向かっていき、その拳こぶしを繰くり出した。

　ジンの頬ほおへと吸い込まれていく拳は、しかし素早く割り込んできた騎士によって受け止められる。ベコリと受けた部分の鎧が凹へこんだが、両者一歩も引かない。

「ほぅ」

　騎士に庇われながら、ジンは感心した様子で僅かに目を見開いた。

「悪くない力だ」

　次いで、満足げに笑う。

「捕らえろ」

　そして、短く命令を下した。

　途と端たん、一斉に騎士たちがカッチェに殺到する。

「とぅ」

　それらの手がカッチェに届く直前で、いつの間にか接近していたエイムが素早くその襟えり首くびを引っ掴つかみカッチェごと離り脱だつしてきた。

『お頭ぁ！』

　それを守る形で、トリーム団の男たちが壁を作る。

「落ち着くです？　力が無駄に出ちゃってるです」

「お頭、ブチ切れてんのは俺らも同じだ！」

「俺らも、一いつ緒しよに戦う！」

「一人で突っ走んないでくれ！」

　エイムと団員たちが、それぞれカッチェにそんな声を送った。

「あ、あぁ……すまねぇ」

　それで、ようやくカッチェも少し頭を冷やしたようだ。未いまだその顔は怒いかりによって紅潮していたが、声は落ち着きを取り戻してきている。

「来るぞ！」

　そこに、騎士たちが襲い掛かかってきた。

「ぐっ、速ぇ……！」

「散らばるな！　陣形を保って応戦するんだ！」

「お頭を中心にして立ち回んぞ！」

　騎士たちの動きは、重厚な鎧を全身に纏っているとは思えない程ほどの軽やかさ。

　それを、トリーム団一同が迎むかえ撃つ。

　瞬またたく間まに、場は混戦状態となった。

「受けに回ると押おし切られんぞ！　攻めろ！　攻め続けろ！」

「連携取っていくぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、訓練通りやれてんぞ！」

　戦せん況きようは、トリーム団側がやや優勢といったところか。

（嘘でしょ……!?）

　それが、メイには信じがたかった。

　現在のトリーム団は、王国騎き士し団だんにも引けを取らない練度だ。だが、それと互角程度というだけならばまだわかる。以前から、ダイス領の私兵は精強であることで有名だ。あるいは、王国騎士団を凌しのぐ力を持っていたとしてもあり得ない話ではないと思えた。

　しかし。

「ちょあー」

「しゃらくさいわ！」

　エイムやバークレイが加わってさえ、『やや優勢』でしかないというのは異常である。

（どうなってるの……!?）

　ジンの騎士たちは、その膂りよ力りよくや練度もさることながら何より頑がん強きようさが尋常ではなかった。エイムやバークレイの一撃を受けてなお倒たおれず、仮に仲間が倒れたとしても一いつ切さいの動揺を見せない。まるで人間味を感じさせないその姿が、一段と不気味さを醸かもし出している。

（どうすればいい……？）

　縋すがるような想おもいと共に、メイはキリの方に視線を向けた。ここまで沈黙を貫いているが、彼かれならばこの場もどうにかしてくれるのではないかと期待した。

　けれど、その姿を見て。

「キリ……？」

　メイは、思わず心配の声を上げることとなった。

　その呼びかけも、届いているのかどうか。

　キリは、まるで目の前の光景など全く認にん識しきしていないかのように。

　ただただ無表情に、虚空を見つめるだけだった。










（なんだ、こりゃ……？）

　どうにも上手く頭が回っていないことを、桐きりも自覚していた。

（感覚が狂くるわされてる……？　この場全体に満ちてる妙な気配……つーか、ここに繋がってる魔力のせいか……？　その先にあるのは……何、だ……？）

　普ふ段だんの桐であれば、そんな違い和わ感かんの詳しよう細さいなど瞬く間に暴くことが出来たろう。

　なのに、それが出来ない。

　正確に言えば、現状でもその魔力が繋がる『先』がどこなのかまでは把は握あく出来ている。

　にも拘かかわらず、その正体を探ることが出来ない。

（俺の力量を超えてる……？　いや、そんな感じでもない……むしろ、俺自身が勝手に調子を狂わせてるのか……？　なんでそんな……）

　妙な感覚が身体を支配している。

　強しいて言うならば、疼うずきのようなもの。

（どう、なってる……？）

　何かをしなければならないと急せく気持ちがあって。

　しかし、何をすべきなのかはわからない。

（何が、見えてんだ……？　これは……）

　視界が覚おぼ束つかない。

　現実の光景を塗りつぶすように、何かが重なり始める。

　雑多な音が聞こえてくる。

　腐った何かの臭においが漂ただよってくる。

　全身に痛みが生じる。

　鉄の味がする。

　慣れ親しんだ、しかし懐かしさなど全く覚えない感覚。

（なんで今更、こんなもんが見える……？）

　魔ま王おう軍によって壊された町並み。

　魔ま物ものの咆ほう哮こう、人々の悲鳴。

　そこかしこに転がった腐乱死体。

　一秒ごとに傷が増えていく自らの身体。

　その血の味は自らのものなのか、自らが切り刻んだ物から飛び散ったものなのか。

　戦場。

　地じ獄ごくがこの世に浮上してきたかのような光景だった。

（……だから、どうした）

　一度だって忘れたことはない光景だ。

　二度と忘れることなどない感覚だ。

　だが。

（それが、どうした）

　今更、そんなものに感情を揺らされることなどない。

　そんな感傷は、三百年かけて念入りに凍らせた。

　心の奥おくの奥の奥底に、小さく小さく折り畳たたんでしまい込んだ。

（こんなものに、俺は）

　なのに。

（俺は）

　なぜ、こんなにも胸が疼くのか。

「キリ……？」

　声が聞こえた。

　瞬しゆん間かん、全ての幻覚が消え去った。

　目の前にいるのは、声の主。

　視界に映るのは、ただそれだけ。

　バーキャ王国の王子だ。

（……？）

　本当に、それは正しいのだろうか。

　僅わずかに疑問を覚えたが、何が疑問なのかもよくわからなかった。

（どうして、あの人がこんなとこにいるんだ……？）

　なぜ自分はそんなことに疑問を覚えているのか、疑問だった。

　あの人が自分の隣にいることなんて、当たり前なはずなのに。

　あの人が隣にいるだけで、安心出来るはずなのに。

　なのに、なぜ。

（どうして……）

　なぜ自分は今、こんな不安な気持ちを抱いだいているのか。

　なぜ自分は、あの人のことを『あの人』だなんて他人行儀な呼び方をしているのか。

　そこに疑問を覚えた瞬間。

　視界が、真っ赤に染まった。










「ほぅ、意外と粘る」

　メイがキリに声をかけたのと、ジンがそう口に出したのはほぼ同時だった。

「私自らが動くことになろうとはな」

　次の瞬間、ジンの足元が爆発する。

　否いな……爆発に近い程の衝しよう撃げきと共に、ジンが飛び出したのだ。

（速っ……!?）

　メイがそう認識した瞬間には、ジンはカッチェの許もとまで辿たどり着ついていた。

『なっ……!?』

　カッチェとトリーム団の男たちは、驚きで身を固くしてしまっている。

　ジンがカッチェに手を伸ばした。

「せっ！」

　それを、鋭するどい声と共に飛び込んできたエイムが蹴けり飛ばす。

　だが。

「ははっ、随ずい分ぶんと威い勢せいがいい」

　ジンは、僅かに手を動かしただけでそれを受け止めていた。

「使えるかもしれんし、まとめて連れていくか」

「っ!?」

　ニヤリと笑ったジンの表情に何かを感じ取ったのか、エイムはジンの身体を足場にする形で大きく跳躍して距きよ離りを取る。

「良い判断だ」

　ジンに動揺した様子はない。

「だが、守れはしなかったようだな」

　その言葉と同時、彼を中心として半球状に魔力が展開された。

　その色合いは、不気味な赤。

（なに、これ……!?）

　本能的な恐きよう怖ふを感じて思わず後ずさったことで、メイは結果的にその範はん囲いから逃れた。

「それでは御機嫌よう、メイ様」

　ジンが、メイへと余よ裕ゆうの笑えみを向けてくる。

　何をするつもりなのかはわからないが、これが彼の脱だつ出しゆつ手段だということなのか。

「させるか、たわけがぁ！」

「です！」

　バークレイがジンに向けて《破は光こう》を射出し、同時にエイムが《糸し繰そう》でカッチェたちを救出すべく糸を放つ。

「チッ……」

　ジンが軽く舌打ちすると、騎士が二人飛び出してきた。

　一人が《破光》の進路上でその光を一身に受け止め、もう一人が《糸繰》の糸に自ら搦からめ捕とられていく。それぞれ、ジンの魔力の範囲外に。

「……まぁいい、ちょうどいいお披ひ露ろ目めの機会でしょう。すぐに、それがこの国の主戦力となりますよ。よくご覧になっておいてください」

　その台詞は、メイに向けたものなのか。

　ジンが顔に笑みを戻すと、彼が纏まとう魔力の光がその輝かがやきを増し……消えた。

　光だけでなく、ジンの身体そのものが。

　それどころか周りの騎士と、そしてカッチェやトリーム団の男たちすらも。

「転移魔ま法ほう……!?　この規模の……!?」

　信じがたい思いでメイは目を見開く。

　転移魔法自体は、広く知られているものではある。しかし使い勝手が悪すぎるため、ほとんど使われることはない。転移させる物の大きさに比例して必要な魔力が膨れ上がっていき、人間一人を転移させようとでも思えば魔ま導どう士し数十人分の魔力が枯こ渇かつする事態に陥るのだ。それでも、限定的な場面で使われることなら無いでもないのだが……。

（あれだけの人数を一気に転移させるなんて、どこからそんな魔力が……!?　というか、ダイス卿のあの強さは一体……!?　騎士たちより、更に強かった……！）

　ハッキリと言ってしまえば、ジンは宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師団長の座をミラーと争い敗れた身である。その実力が、エイムと拮きつ抗こうする程とは到底考えられなかった。

「転移魔法に強力な兵、あの貴族そのものの強さ……全すべて、原因は一つのようじゃな」

　と、バークレイが鼻を鳴らす。

　メイの疑問を感じ取ったのか……と思ったが、その目はメイを見てはいなかった。どちらかと言えば、口に出だすことで自分の考えをまとめているのか。

「……馬ば鹿かでかい、力の供給源があるみてーだな」

　バークレイの言葉を引ひき継ついだのは、キリだ。

「キリ……アナタ、大丈夫なの……？」

　先さき程ほどの彼を思い出し、思わずメイはそう声をかけた。

「んはは、全く問題ないね。確かにさっきまでは妙な感覚があったんだけど、あいつらが消えた瞬間ほとんどなくなったし」

　そう言うキリの顔にはいつも通りの笑みが浮かんでおり、確かに見た感じは大だい丈じよう夫ぶそうに見える。しかし先の姿は明らかに尋常な様子ではなく、「全く問題ない」とは素す直なおに受け取りづらかった。

「……その原因、心当たりはあるのか？」

「うんにゃ、残念ながらさっぱりだ」

　バークレイもキリに疑わしげな目を向けているが、キリは軽く肩をすくめるのみ。

「……ししょー」

　そんな中、エイムがキリを見上げた。

「ボク、皆を守れなかったです……」

　その表情からは珍しく笑みが消え、明らかに消沈した様子だ。

「ま、今回はちぃと色々不意打ちな要素が多かったからな。わざわざ連れてったってこたぁすぐに殺すようなことはないだろうし、取り戻しゃいいだけさ」

　エイムの頭を、キリがグリグリと乱暴に撫でる。

「ししょー」

　すると、エイムの表情は前向きなものとなった。

　その目には、決意の光が宿っているように見える。

「ボク、カッチェさんたちを助けるです！」

　少なくとも、これまでメイが見てきた限りにおいては。エイムは、基本的に全ての行動指針を師であるキリに委ねていたはずだ。

「助けたいのです！」

　しかしその言葉には、彼かの女じよの主体的な意志が明確に宿っていた。

「……あぁ」

　キリの笑みが少しだけ優しげに変化したように見えたのは、メイの気のせいだろうか。

「ちょうど弟子っ子にゃ、救出部隊を任せようと思ってたとこだ。今回は、ちぃと役割分担が必要そうだかんな」

「はいです！　頑張るです！」

　再びキリに撫でられ、エイムはやる気満々といった調子で頷いた。

「……キリ、貴様も行くつもりか？」

　その傍かたわら、バークレイがどこか硬い声で尋たずねる。

「んはは、当たり前じゃーん？」

「貴様は今回の件、手を引け」

　茶化したキリの返答に、バークレイは間かん髪はつ容いれずにそう言った。

「先程、明らかな不調を見せたのは貴様だけじゃ。少なくともワシは何も感じなかったし、エイムも問題なく動けておった。原因がわからん以上、再発せんとも限らん。貴様が行ったところで、足手まといにしかならん可能性があろう」

「……ま、確かに否定出来ないところではあるけどね」

　少しだけ間を空けた後に、キリはあっさりと頷く。

「ただ、悪いがここは我わが儘まま承知で押し通らせてもらうぜ。最悪、足手まといになったら切り捨ててくれ。今の俺おれは滅多なことじゃ死にゃしねーから、心置きなくな」

　口調は冗談めかしたものではあるが、そこに退く気配は見られなかった。

「……それは、やはりソリドに義理立てしてのことか？」

　バークレイは、変わらず鋭い視線でキリを睨み続ける。

「全く関係無いかって言えば、嘘にはなるかな」

　今度も、あっさりとキリは肯定した。

（ソリド……？）

　聞き覚えのない名前に、メイは内心で疑問を覚える。

「昔、俺たちと一時的に旅してた魔族の名前さ」

　それを感じ取ったか、キリがそう補足した。

「はぁ、そうなの……ね………………？」

　納なつ得とくしかけて、今の言葉の中に聞き捨てならない単語が交ざっていることに気付く。

「……って、魔族!?」

　遅おくれて、メイは驚愕の声を上げることとなった。

　魔族。

　それは、人類にとっての敵対者……かつて魔王を長として世界を脅かした怨おん敵てきである。

　もっとも、メイ自身が魔族を見たことがあるわけではない。人界においては、魔族は見つければ即抹まつ殺さつ。人族と比すれば魔族は膨ぼう大だいな魔力に頑強な身体を持つ強者だが、それでも数の暴力には抗しきれない。ここ数十年は、人界における目もく撃げき例もなかったはずだ。

「え、魔族と旅してたの……？　だってそれ、魔王を倒すための旅なのよね……？　なのに、魔王の眷けん属ぞくが一緒に旅してたの……？」

　想定外の話に、メイは混乱して問いを重ねた。

「んはは、そもそも魔族が魔王の眷属だなんて事実がねーかんね」

　しかし、キリの返答は至し極ごく軽いものだ。

「そうなの……？」

　今の世では常識とされていることを否定され、メイは信じがたい思いで眉を顰ひそめる。

「魔王側に付いてた魔族がいたのも事実ではあっけどね。むしろ、そっちのが少数派さ」

「魔王軍に加担した者がいる、という意味では人族も同じじゃしな」

　当時のことを思い出してか、バークレイが不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「ほんで、中には俺らと共に魔王を倒そうだなんて思う魔族もいたわけだ。ま……」

　そこで、半呼吸分ほどの間を空け。

「結局、俺を庇って死んだんだけど」

　やはりあくまで軽い調子で、キリはそう続けた。

　その口調は、ポスレ王子との顛てん末まつを語った時のものと酷こく似じしていて。

　何も感じていないかのような態度が、むしろその傷の深さを表しているように思える。

「あれは、奴が自ら望んでそうしただけの話じゃ。貴様が責任を感じる必要などない」

　否定的な語り口ではあるが、バークレイ自身もどこか痛ましい気持ちを抑えあえて偽ぎ悪あく的に振ふる舞まっているように見えた。

「まして、魔族の血を引くというだけであの小こ娘むすめのために無理をする理由はなかろう」

　二人の間に流れる空気に、口を挟めずにいる中……メイは、今の言葉にハッとする。

「小娘って……カッチェちゃん……？　魔族の血を引いてるの……!?」

　思わず、驚おどろきを口に出してしまった。というか、メイとしては先程から驚きの連続だ。

「やはり、気付いておらんかったか」

「んはは、つーかむしろじーさんはよく気付いたな？」

「ふん……一向に日焼けせん青白い肌はだに、銀の髪。小さくではあるがツノも存在する。魔族の特徴を知っておれば、嫌でも気付くわい」

　バークレイの言葉に、メイはカッチェと一緒にシャワーを浴びた時のことを思い出す。カッチェの頭には小さなコブのようなものがあったが……ツノとは、あれのことか。

「でも、どうしても魔族の血なんて……？　あれ……？　ていうか、ダイス卿はカッチェちゃんが自分の子だって……え、じゃあカッチェちゃんはダイス卿と魔族の間の子……？　でも、魔族となんてどこで……？」

　想定外の連続に、メイはブツブツと疑問を呟つぶやく。

「ま、詳細は知らねーが何かしらの仕入れルートがあんのは確かだろうな。あんな大量の魔族を調達してるわけだし」

「大量の……？」

　またも疑問の種が増えた。

　が、こちらはすぐに答えに思い当たる。

「あの騎士たち……異常な膂力に、打たれ強さ……まさか……」

「そういうこったね」

　と、キリが未だ地面に倒れ伏ふしたままの騎き士しに目を向けた。バークレイの《破光》を食らい、ジンに置いて行かれた者だ。キリが、その頭部全体を覆っている兜かぶとを蹴飛ばす。コロンと転がった兜の下から現れたのは……全体的には、人族とそう変わらない顔。だがその肌は不健康を通とおり越こして明らかに人族としては異常な程に青白く、頭部には銀ぎん髪ぱつを掻かき分わける形で二本の大きなツノが生えていた。

「これが、魔族……？」

　ゴクリとメイは喉のどを鳴らす。

「だけど、どうして魔族がダイス卿きように協力なんて……」

「協力、ではねーだろうな」

　そう言ったキリの身体から淡あわい魔力の光が発生し、魔族の男を包つつんだ。ボロボロだったその身体が見る見る癒えていき、男が目を開ける。

　だが、起き上がる気配はない。

　それどころか、男は虚ろな目で宙を見たままピクリとも動かない。

「これ……洗脳……？」

　その姿から連想された単語をメイは口にした。

「魔物操るより更にハードルは高そうだけど、なんか方法を見つけたみてーだな」

　――すぐに、それがこの国の主戦力となりますよ

　ジンの言葉が思い出される。

「まさかダイス卿は、これを正規軍に加えようっていうの……？」

「さて。その辺りは、本人に聞くしかねーだろうね」

　確かに、これ以上はここで考えていてもわかることではあるまい。

「キリ……貴様、本当に行くんじゃな？」

　今一度、バークレイは念を押すように尋ねた。

「あぁ」

　キリの返答に、迷った様子はない。

「実際、さっきの感覚がなんだったのかはわからねぇ」

　顔に浮うかぶのは、いつものものに近い笑み。

「だけど……いや、だからこそ。俺が行かなきゃいけない気がしてんだよ」

　けれど、そのどこか遠くを見るような目には。

「何かに呼ばれてるみたいな、そんな感覚があるんだ」

　揺るがぬ意志が、宿っているように見えた。

「……フン、ならば好きにすればよいわ」

　バークレイもそれを感じ取ったのか、説得は諦めたようだ。

　あるいは、それが彼なりの信しん頼らいということなのかもしれない。

　一方のメイはといえば。

（……何も、言えないわね）

　キリに無理をして欲ほしくないという思いは、当然存在する。

　けれど、キリ無しでも大丈夫だと言えるほどの実力があるわけではなく。

　キリの内に宿る思いを、全て汲み取れるわけでもない。

　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな自分が悔しくて、密ひそかに拳を握にぎるのであった。







第七章　決着、母娘おやこ再会の一いち部ぶ始し終じゅう







　果たして、カッチェが連れ去られたのは如何いかなる秘境か魔ま境きようか。

　そんな風に身構えていたメイだが、キリの案内に従って辿り着いた場所に少々拍ひよう子し抜ぬけしたような思いを抱いていた。何のことはない、そこはダイス領の一等地。

　すなわち、ダイス家の本ほん邸ていだったのである。

「随分と堂々としてるわね……」

　思わず、そんな感想を呟いてしまう。

「それだけ防衛に自信があるということかのぅ」

　メイの呟きに答えたのは、意外にもと言うべきかバークレイだった。

「ま、防げるものなら防いでみるが良いわ」

　続けてそう言って、バークレイは好戦的な笑みを浮かべる。

　今回の作戦、それそのものは非常にシンプルなものである。まず遊撃班がダイス邸を襲しゆう撃げきし、混乱に乗じて本隊が突とつ入にゆう。更さらに本隊は、カッチェたちを奪還する班とジンの『力』の秘密を暴く班に分かれる。後者についてはこれ以上の予期せぬ事態を防ぐためと、「たぶんそこに今回の件の核がある」というキリの主張により採用された形である。

「しっかりやるのじゃぞ、エイム」

「はいです！　おじーちゃん、派手によろしくなのです！」

「任せておくがよい」

　バークレイとエイムがそんな会話を交かわす。今回、バークレイが遊撃班、エイムが救出班、キリとメイが秘密探索班……という役割分担となっているのだ。

「では、ゆくぞ……！　かぁ！」

　一いつ瞬しゆんだけキリの方に目をやった後、バークレイがダイス邸に向けて《破は光こう》を放つ。一瞬結界らしきものに阻はばまれるも、あっけなく貫通。屋敷の一角を粉々に吹ふき飛とばした。

「ふん……わらわらと出てきおったわい」

　バークレイの言葉通り、邸宅の方から次々と現れる全身鎧よろい姿の騎士たち。一糸乱れぬ動きで駆かけてくる。やはりその速度は、重い装備を身に着けているとは思えない程のもの。

「さぁ、いくらでも来るが良いわ！」

　その先頭に向けて、バークレイも駆け出す。こちらも、その老いた見た目からは想像し難い程の健脚だ。恐おそらく、魔族の騎士たちよりも更に速い。

　程なく戦端が開かれ、派手な音と土煙を上げながら魔法が飛び交う光景が展開された。

「それじゃ、行ってくるです！」

　バークレイとは異なる方向に向け、エイムが足音の一つもなく……しかし、先のバークレイに勝まさるとも劣おとらない速度で駆けていく。

「……じゃあ、私達も行きましょうか」

　エイムの背を見送りながら、メイは傍らのキリへと声をかけた。

　正直なところ。先の二人については、メイはさほどの心配を抱いてはいなかった。魔族たちは強力だが、バークレイなら問題なく立ち回れるに違ちがいない。エイムの方も、その戦せん闘とう能力は折り紙付き。ジンの手札は気になるところではあるが、そうそう後おくれを取ることもないだろう。だから……もしも問題があるとすれば、それは自分たちのところだと思っている。ジンの力が如何にして供給されているのかは現状全くの不明であるし、何より。

「キリ……？」

「……ん？　あぁ」

　ダイス邸に近づくにつれ、明らかに調子を崩くずしているキリが最大の懸念点である。

　というか、この救出計画自体がキリの不調を端的に表していると言えた。彼が本来の調子であれば、恐らくものの数秒で全てを一人で解決していたことだろう。それ以前に、そもそもカッチェたちが攫さらわれるような事態に陥おちいっていたとも思えない。

　メイがキリに付いているのは、ミックとの戦いの時のようにエイムが全力で戦う上での足手まといになる可能性を考慮したのもあるが……やはり、キリの様子が気がかりだったためというのが大きい。

「んはは……ほんじゃ、俺らも行くとすっか」

　歩き出しながら浮かべるその笑みも、いつもより精彩を欠いているように見えた。

　しかし、やはり代替案を出すことも出来ず。

「……えぇ」

　メイに出来ることは、不安な気持ちを抱かかえつつもキリに続くことだけだった。










「何の音だ……？」

　遠くから聞こえてくる爆ばく発はつ音に、カッチェは不安な気持ちで眉まゆ根ねを寄せる。

　だがそんなものよりも、現在カッチェを最も不安にさせている元凶は。

「お前は何も気にしなくてもいいんだよ」

　目の前でにこやかに佇む男……ジン・ダイスその人だ。

「その服も、思った通りよく似合っている」

　カッチェは今、いかにも高そうなドレスでその身を包まれていた。華美な装飾こそないが、細部に亘わたるまでこだわった意い匠しようが感じられ上品な彩りとなっている。いつも乱暴にくくっていた髪も今は丁てい寧ねいに梳とかされ、帽子の代わりにヘッドドレスで飾かざられていた。

　かつて身につけていたボロとは比べるべくもなく、キリお手製の服を着ている時ともまた異なる、お嬢じよう様さま然とした出いで立たちだ。図らずも、つい数刻前まで探していた『女らしさ』が感じられる格好と言えるのかもしれない。そんなくだらなくも楽しい悩みを抱えていられた時間が、今となっては随分と前のようなことに思える。

「やはり、生来の気品は隠かくしきれないものだね。今すぐ社交界に出しても大丈夫だ」

　そんなカッチェを眺ながめて、ジンは満足げに頷うなずいている。

「ハッ……手足がこんなじゃダンスの一つも出来ねぇけどな」

　精せい一いつ杯ぱいの虚勢を込めて、ジンを睨みつける。

　現在カッチェの手足は拘束された状態で、出来ることといえばそれくらいなのだった。特殊な枷かせらしく、先程から何度も魔法を発動しようとしては失敗している。体内を魔力が巡る感覚はあるものの、顕けん現げんさせようとした瞬間に霧散してしまうのだ。先程赤い光に包まれた瞬間に気を失ってしまったらしく、目を覚ました時にはこの状態となっていた。

「ははっ、そうしていなければ暴れるかと思ってね」

「ったりめぇだ……！　今すぐその喉笛食いちぎってやりてぇよ……！」

　流石さすがに、頭はそれなりに冷静さを取とり戻もどしてはいる。しかし、目の前の男に対する憎しみは微み塵じんも消え去ってなどいない。

「皆みんなも、ちゃんと無事なんだろうな！」

　それから、ある意味でカッチェが自分のことよりも心配しているのは一いつ緒しよに攫われた団員たちのことだ。わざわざこうして着せ替えなどしている以上、恐らく自分はすぐさま殺されるようなことはないのだろう。しかし、団員たちまでそうとは限らない。

「安心しなさい。彼らも、丁てい重ちようにおもてなししているよ」

「本当だろうな……!?」

　今はその言葉を信じるしかない自分がもどかしかった。

「父さんの言うことを信じなさい」

「オレの父親は、オヤジだけだっつってんだろ！」

　思わず殴なぐりかかりそうになるが、鎖くさりに阻まれ叶わない。

「ふむ……オヤジ、というのはもしやベントのことかね？」
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「なんでお前がオヤジの名前を知ってんだよ……!?」

　吐き捨てるように問うたカッチェに対して、ジンは痛ましげに溜ため息を吐ついた。

「誘拐犯のことをそこまで慕うとは……可哀想に、よほど強固に洗脳されているらしい」

「あぁ……!?　誘拐……!?」

　聞き捨てならない単語に、カッチェは大きく眉根を寄せる。

「そうだ。あの男は、元々私の部下だったのだがね。せっかく可愛がってやっていたというのに、生まれたばかりのお前を攫って逃走したのだよ」

「な、なんでオヤジがそんなことすんだよ……！」

　ジンの言葉を、そのまま信じたわけではない。しかし、ジンがカッチェと揃いのペンダントを持っていたことは事実である。カッチェの語調は、自然とやや弱いものとなった。

「少し、昔話をしようか」

　そんなカッチェに向けて、ジンは小さく微笑む。

「お前の母さん……サラは、傷付いた姿で我わが領地に迷い込んできた。たまたま狩りのために遠出していた私が彼女を見つけたのは、まさに運命だったと言っていいだろう」

　まるで、共に食卓でも囲んでいるかのように朗らな語り口。

「一目見て、彼女が魔族であるということはわかった」

「魔族……？」

　カッチェも、その存在については聞いたことがあった。

　人類の敵で、強大な力を持つ種族……と、その程度の知識だったが。

「そう、お前には魔族の血が流れているのだよ」

　だから、そう言われたところで別段嫌悪感が生まれるわけでもなかった。

（……そういえば）

　自身の身体に不相応な程ほどの魔力が宿っていると、キリに言われたことを思い出す。

「思い当たる節があるようだね」

　微笑ほほえみを深めるジン。

「魔族とは、魔王の眷属。人類の怨敵。わかってはいたが、私は彼女を密かに保護したよ。見つかれば、私だけでなく親類に及ぶまで死罪は免れないだろう……それでも、私は彼女の魅み力りよくに抗あらがえなかったんだ」

　その語り口調は、徐じよ々じよに熱っぽいものとなっていった。

「最初、サラは敵意剥むき出しだった。まぁ、無理はない。万一魔族を見つけた場合は、即抹殺。それが人の世の常識だったし、魔族にもそれは伝わっていたんだろう。種族単位で敵味方を決めるなど、愚かなことだと私は思うがね」

　やれやれと首を振るジンは、心からその状じよう況きようを憂うれいているように見える。

「だが、私の献身的な介護の甲か斐いあってというところかな。徐々に、サラも私に心を開いてくれるようになってきた。ポツリポツリと、身の上も話してくれたよ。魔族も一枚岩ではなく、集落同士の抗争があるんだそうだ。彼女はそれに敗れて、落ち延びた。重傷を負い、右も左も分からない中で人族の領域にまで迷い込んでしまったというわけだね」

　気が付けば、カッチェは黙だまってジンの語る内容に耳を傾かたむけてしまっていた。

「行き場を失った彼女に、私はいつまでもここにいていいと……いて欲しいと伝えた。やがて我々は結ばれ、そうして生まれたのがお前というわけだ」

　ジンに対する警けい戒かい心しんが、僅かに緩んでいることを自覚する。

（この人は、本当にオレの父さん……なのか……？　そういえば、よく見ればオレの顔と似てるところもあるような気もする……）

　自分にとっての父親は『オヤジ』である、との認にん識しきは変わらない。

　だが、実の父でないことは彼かれ自身も言っていたことだ。

「お前が生まれた時、私は歓かん喜きしたものだよ」

　自分は、拾われた子だとずっと聞いていた。

　拾われたということは、捨てられたということだ。

　だからずっと、自分は望まれず生まれてきたのだと思っていた。

「神からの、最高の贈り物だと」

　もちろん、トリーム団の皆がいてくれたから寂しくなんてなかったけれど。

（もし、オレも愛されて生まれてきたんだとすれば……それは……）

　……そんな風に考えかけていた、カッチェだが。

「最高の手駒が手に入ったのだと」

　その言葉に、顔を強こわ張ばらせる。

「手……駒……？」

　自らの口から出てきた声は、知らず知らず震ふるえていた。

「く……くくっ……」

　堪えきれないとばかりに、ジンが笑い始める。

「ははははっ！　勘かん違ちがいしたかね！　自分が、愛されて生まれてきた子なのだと！」

　豹ひよう変へんした表情に、カッチェは知った。

　これがこの男の本性で、ここまでの姿はこの時のために偽られたものだったのだと。

「この私が、汚らわしい魔族に愛など抱くわけなかろう！　まして、道具とするため生ませた子供などに！　だが、今のお前の顔は少しだけ好ましく思ってやろう！　ははっ！」

　あえて希望を抱かせてからそれを打ち砕き、自分が絶望する姿を望んでいるのだと。

「ハッ……そう言っていただき光栄だよ、オトーサマ」

　だから、精一杯皮肉げな色を込めて笑ってやる。

「くくっ……」

　だが、その虚勢も見み抜ぬかれているのだろう。ジンの嗜し虐ぎやく的てきな笑みは変わらなかった。

「オレをどうするつもりだ……？」

　カッチェに出来るのは、より一層力を込めて睨にらむことくらいだ。

「まぁ、そう急ぐこともあるまい。もう少し昔話に付き合いたまえ」

　ジンは、何の痛つう痒ようも感じた様子はない。

「お前がお前として存在していられる時間も、もう残り少ないのだからね」

　その目の奥おくに宿る冷たい光に、ゾワリとカッチェの背が震えた。

「以前から、私は憂いておったのだ」

　ジンは、そんな風に再び語り始める。

「バーキャ王国の軍事力は、時を重ねる毎ごとに弱体化の一いつ途とを辿っている。これでは魔ま王おう軍どころか、近きん隣りん国に攻め込まれたとて抗しきれるかどうか」

　その憂いの表情は本心からのものなのか、これもまた取り繕つくろったものなのか。

「富国強兵を訴えても、陛下は聞く耳を持たず。それどころか、甘っちょろいミラーを宮廷魔術師団長に据えて重用する始末だ。これでは、我が国は衰えていくばかりだろう」

　カッチェの反応など端はなから期待していないようで、一人朗々と語る。

「そこで私は、密かに魔ま物ものを操る研究へと着手した。まぁ《賢けん者じや》殿どのの言う通り、なかなか上手うまくはいかなかったがね。行き詰まっていた、というのが正直なところだ」

　そこで、ジンはその表情を笑みに変化させた。

「そんな頃ころに魔族の娘を見つけ、私に天てん啓けいが降りた」

　それは、歓喜に彩いろどられた笑み。

「暗部時代、私は人族相手の洗脳技術を研究していたのだがね。どうにも人族は他者の魔力を拒絶する傾けい向こうが強すぎる上に、仮に自在に操れたところで脆もろすぎて使い物にならん。そこでその技術を転用して魔物の操作を試みていたわけだが……それよりも、もっと良い方法を思いついたのだ」

　同時に、どこか狂きよう気きを感じさせる笑みでもあった。

「私の血を引く者であれば、私の魔力への拒絶反応も少ないに違いない。まして、魔族の血も引くともなればその頑がん強きようさは折り紙付きだ。たった一人では兵としては不足しているが、研究を進めるための礎いしずえにはなろう」

　本当に、カッチェのことを単なるモノとしか見ていない口調。

「だが、それもあの男がお前を連れ去ったことで台無しになった」

　けれど同時に、それは育ての父がカッチェのことを想って連れ出してくれたことの証明でもあった。その事実だけで、カッチェは心を強く保てる。

「そりゃお生あい憎にく様さま、流石さすがはオヤジだぜ」

　しかしカッチェの言葉に、ジンはむしろ笑みを深めた。

「あぁ、今は私もあの男に感謝すらしているよ。もしもお前がずっと手の内にあったならば、私は他のことに見向きもしなかったろうからな」

　それは強がりの類たぐいではなく、本心からの言葉であるように聞こえる。

「それでは、アレを入手することにも思い至らなかったろう」

　そこでふと、ジンが表情を改めた。

「そういえば、あの男は死んだのかね？」

「て、めぇ……！」

　ジンの不気味さに燻くすぶりかけていた怒いかりが、カッと再び燃え上がる。

「てめぇが殺したんだろうが！　てめぇの操る魔物が！」

「ふむ、その言い方には少々語ご弊へいがあるな」

　カッチェの怒りを、ジンは涼すずしい顔で受け流した。

「お前を攫っていった当初こそ血ち眼まなこになってあの男を捜さがしたものだが、結局見つからなかった。その後に死んだのだというならば、たまたま巻き込まれただけだろう。アレを手に入れて以来、昔の研究を引っ張り出して色々と実験もしていたからな」

「たまたま、だと……!?」

　路ろ傍ぼうの石について語るかの如く興味なさそうなジンに、怒りが最高潮に達する。

「さて……そろそろ頃合いかな？」

　しかしカッチェの怒りなどどこ吹く風で、ジンはチラリと部屋の扉とびらの方に視線を向けた。

「なぜ、私がわざわざお前を連れてきてこんな話をしたと思う？」

　再びカッチェの方に目をやるジン。

「実は私には、一つだけ心残りがあってね」

　最も早はやこの男と一言も交わす気が起こらず、カッチェは口を固く閉ざし沈黙を保つ。

「私は結局、あの女の意思を打ち砕くことが出来なかった。愛されていると思い込んでいた男に裏切られれば、折れるかと思ったのだがね。最後まで、今のお前と同じ目をしていたよ。本当に……あぁ、本当によく似た目だ」

　構わずジンは語る。

「まぁ、瑣末事ではあるのだがね。少々気に食わなかったのを思い出したので、今度は完かん璧ぺきにやってやろうというわけだ。お前の意思を消し去り、我が国を護る忠実な兵とする……その前の、ちょっとした余興といったところさ」

　その目に嗜虐的な色が宿るが、カッチェは怯ひるまず睨み返した。

「さて……己おのれの生まれた経緯を、その無意味さを知り……そして全ての希望を失って尚、その目を保っていられるかな？」

　そう言いながら、再びジンが部屋の扉に視線を向けると同時。

「ちょあー」

　そんな気の抜けるような声と共に、それが勢い良く蹴破られた。










　屋敷に入ってからこっち、桐きりの違い和わ感かんは天井知らずに膨れ上がり続けていた。

（……あれ？　俺、なんでこんなとこにいるんだっけか……？）

　ふとした瞬しゆん間かんに、そんな風に意識の空白が生まれる。

（あぁ、そうだ……あの貴族の力の源を探さぐるんだったな……この感じ……地下か……）

　どうにか思い出だすことは出来たが、それもいつまで頭に残っているか。

「――？」

　同行者が、何かを問いかけてくる。

「あぁ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　何を言っているかは聞き取れなかったが、自分を心配する類の内容だろうと判断してそう答えた。恐らく、納得はしてもらえないだろうが。なにせ、桐自身大丈夫だとは思っていないのだから。しかし、原因もわからなくてはどうしようもない。

（……原因がわからない？　本当に、わからないのか？）

　自身に問いかける。

（本当は、わかってるんじゃないのか？）

　足は、半ば以上勝手に歩みを進めている。

（誰だれに、呼ばれてるのか）

　目的地は、ハッキリとしている。

（……目的？　目的って、何だっけか……？　この世界を救う……？　………………ハッ、馬ば鹿かか俺は。自分がそんな器うつわじゃないことなんざ、とっくの昔に思い知ったろうが）

　だんだんと、意識が混こん濁だくしていく中で。

（………………昔……？　昔って、いつだ……？　……今は、いつだ……？）

　足だけは、まるで別の生き物のように進んでいく。










　カッチェが囚とらわれた部屋に突入したエイムは、瞬時に状況を判断する。

　中にいるのは、カッチェとジンのみ。カッチェは驚いた顔でこちらを見ていたが、ジンに動どう揺ようの色はなさそうだ。

「とあー」

　差し当たりジンに向けて、飛び蹴げりを放つ。ジンは後ろに跳んで回かい避ひ。まずは二人を分断することを目的とした攻こう撃げきだったので、避よけられたところで特に問題はない。

「だいじょぶです？」

　カッチェを後ろに庇う形で、顔だけ振り返かえって尋ねる。

「エイム……！　あぁ、大丈夫だ！」

　明るい顔で答えるカッチェには、確かに見る限り怪我けがなどはなさそうだ。

「ふむ、君一人かね？　《賢者》殿はどうした？」

「おじーちゃんは、お外で皆と遊んでるです」

「あぁ、やはりあれがそうか。別段、正面から訪れてくれれば全員招き入れたのだがね」

「あいにく魔王はそんな、ひんこーほーせーではないのです」

「ほぅ？　よりにもよってここで魔王を自称するとは、面白おもしろい」

「……？」

　その言い回しはやや気になったが、警けい戒かいは怠らない。今のところジンからは大した脅きよう威いは感じられなかったが、先の会敵の際には一度してやられているのだ。

「では果たして、小さな魔王様はこの場を乗り切れるのか……乞こうご期待だな」

　ジンがニヤリと笑うと同時、窓を突つき破やぶって新たな闖ちん入にゆう者しやが現れる。

　その気配は既すでに察知していたので、これも問題はない。

「ちょあっ」

　殴りかかってくる相手の力を流し、往いなした。元より不意打ちで決めるつもりもなかったのか、相手は一いつ旦たんジンの隣となりまで後退していく。

　飛び込んできたのは、女性だった。腰こしまで届く髪かみは、光を弾はじく銀色。病的なまでに青白い肌に頭部の角と合わせて、魔族であることは一目でわかった。ややタレ目がちなその顔立ちは、笑えみを浮かべればとても優やさしげに見えることだろう。しかし今その碧あおの瞳は虚ろな光しか宿しておらず、顔に貼はり付いているのは何の感情も感じさせない無表情だ。

（……？）

　その女性を見て、エイムはふと疑問を覚える。

（どっかで見たことあるよーな気がするです……？）

　その答えは、結果的にエイムの背後からもたらされることとなる。

「か……母、さん……？」

　再び顔だけで振り返ると、大きく目を見開くカッチェの姿が視界に入ってきた。

「ははっ、わかるか。私の時はそんなこともなかったというのに、少し妬やけてしまうな」

　女性の隣で、ジンが揶や揄ゆする調子で嗤わらう。

「そう、これがサラ。お前の母さんだ」

　そんな、ジンの肯定に対して。

　実のところ、エイム自身は特に思うところはなかった。

　だからどうした、という感じだ。敵なら殲せん滅めつするのみ。

　……以前であれば、それだけだった。

　エイムの世界には自分と師しかおらず、師の指示した目的を達するために立ちはだかるものは全すべて敵。殲滅以外の選せん択たく肢しはない。

　けれどメイと出会って、カッチェと友ゆう誼ぎを結び。

「……おかーさん、殺しちゃダメです？」

　少しだけ世界の広がったエイムは、友人を慮おもんぱかって尋たずねた。

　カッチェはビクリと身体を震わせる。

「オ、オレを育ててくれたのはトリーム団の皆だ……オレの家族は、オヤジとあいつらだけで……ホントの親とか……そんなの、どうだっていい……」

　それは、エイムにも共感できる内容だった。

　記き憶おくにもない親のことなど、心からどうでもいいと思っている。

「でも、それでも……母さんだって言うなら……オレは……」

　しかし、カッチェは必ずしもエイムと同じようには考えていないようだ。

「わかったです」

　だからエイムは、ニコリと笑った。

　たとえ、師の指示にないことでも。

「それじゃ、ちゃんと殺さずに倒たおすです」

　彼かの女じよのために、出来ることがあるならばやってみようと思った。

「エイム……でも……」

「ししょーが言ってたです」

　不安げな目を向けてくるカッチェの言葉を遮る。

「あれこれやるのは下したっ端ぱの役割なのです。お頭かしらは、ドーンって構えてればいーのです！」

　それだけ言って、前に向き直った。

（でも）

　ふと、心の中に疑問が浮かぶ。

（ボクも、おかーさんに会ったらカッチェさんみたいに迷っちゃうのです？）

　けれど、それも一瞬のこと。

　戦端が開かれるのと同時、そんな考えは忘ぼう却きやくの彼方かなたへと吹き飛んだ。










　桐の脳内に、フラッシュバックしてくる光景。

　――この世界を……こんな悲劇がなくなるよう、救ってくださいまし……！

　そんな風に、懇願してきたのは誰だったろう。

　――じゃあな！　お前のおかげで、人族も悪かねぇって知ることが出来たぜ！

　そんな風に、自分の代わりに死んでいったのは誰だったろう。

　――大丈夫だよ

　そんな風に笑ったきり、消えていったのは誰だったろう。

　――ぶっ、殺してやる！

　そんな風に、目の前が真っ赤になるほど怒っていたのは誰だったろう。

（俺おれは……誰だ……？）

　戦場を歩みながら、考える。

　死体を踏ふみしめながら、歩く。

　血を飲み込みながら、踏みしめる。

　悲鳴を聞きながら、飲み込む。

　腐乱した臭においを鼻にしながら、聞く。

「――」

　近くで誰かが何かを言っているような気がしたが、聞こえない。

　正面から、魔物が襲い掛かかってきた。

　動じず、そのまま進む。

　魔物は自身の身体をすり抜けていった。

　当然だ。

　ここは戦場ではない。

　わかっている。

　これは単なる、過去の記憶。

（俺は……何だ……？）

　いくつもの戦場を通り過ぎる。

　それは、かつて実際に駆け抜けた光景。

　実際に目にした地じ獄ごく。

（俺は……高たか関ぜき桐……）

　人が魔物に食われた。助けられない。

　街が焼かれた。助けられない。

　子供が泣いていた。助けられない。

　誰かが助けを求めていた。助けられない。

　助けられない。

　助けられない。

（俺は……この世界を救うために、召しよう喚かんされた……）

　なのに、助けられない。

　助けられない。

　助けられない助けられない助けられない助けられない助けられない助けられない。

　助けられない助けられない助けられない助けられない助けられない助けられない。

　助けられない助けられない助けられない助けられない助けられない助けられない。

　助けられなかった。

　何も、誰も。

（俺は……何度も何度も助けられなかった……）

　涙なみだは何度流したところで涸かれ果てなかった。

　怒りはいくら燃え上がっても燃え尽きることがなかった。

　身体の傷は治っても、心の傷は重なるばかりだった。

　絶望は、その深みを増していくばかりだった。

　感情なんていっそ消えてくれと何度願っても、一向に消えてはくれなかった。

　だから、凍らせた。

　だから、閉じ込めた。

　だから、隠した。

　凍らせて閉じ込めて隠した。

　笑えみで蓋ふたをして、それは二度と噴出することのないものだった。

　それで、終わり。

　その、はずだった。

（俺は……何も出来なかった……）

　ならば、これは何なのか。

　なぜ、こんなにも感情が揺ゆれているのか。

　簡単だ。

　まだ、終わっていないだけ。

　まだここは、戦場だ。

　まだ自分は、地獄にいるのだ。

（俺は……だから、せめて……）

　塗り潰つぶされる。

　思考が塗り潰される。

　感情で塗り潰される。

　過去に塗り潰される。

（殺す……）

　黒い黒い、何かに塗り潰される。

　黒い黒い、感情に支配されていく。

　黒い黒い、何かが己おのが内に満ちていく。

（――を）

　昏くらい昏い、何かに飲み込まれて。

（殺す）

　引き寄せられていく。










　当初、エイムはサラの生いけ捕どりを問題なく達成出来ると踏んでいた。

　その方法は既に学んでいたし、サラとの間にはそれを実じつ践せん出来るだけの実力差が存在していた。実際、もう少しで殺さずに無力化出来そうだった場面は何度も訪れている。

「っと、です」

　にも拘かかわらず……いつからか、徐々に防ぼう御ぎよに回る時間が多くなってきていた。

（……？）

　サラの攻撃を捌さばきながら、エイムは疑問を抱いだく。

　押されている理由自体は明白。単純に、相手が強くなってきているのだ。

（最初は手加減されてたです……？　でも……）

　どうにも隠していたというよりは、力そのものが増しているような感覚がある。

「ははっ、よく粘るじゃないか。だが、どこまで保もつかな？」

　ジンが、余よ裕ゆうの表情で口を出してくる。

「それの力は、無限に増してゆくぞ？」

　チラリとそちらに目を向けて。

（そんなわけはないのです）

　心中でそう断ずる。別段、ジンの言葉そのものを疑っているわけではない。なるほど、無限に力を供給出来る『何か』をジンは持っているのかもしれない。

　だが、しかし。

（注がれる方は、無限に耐えられるわけじゃないのです）

　実際、サラの動きには徐々に無理が出てきている。既にいくつかの骨が折れている状態だろう。それでも、構わずに攻勢を仕掛けてきてはいるが。

（時間稼かせぎすれば、たぶんそのうち壊れるです。けど……）

　チラリ、今度はカッチェの方に目を向ける。

　ハラハラと心配そうに自分たちを見つめる姿を確かく認にんして、視線を前に戻した。

（今回は、それじゃ意味がないのです）

　さて、ではどうするかと考えたところで。

（……？）

　ふと、妙みような魔力の流れがあることに気付いた。

　それが、先刻に師が言っていた『供給元との繋つながり』というものなのか。

（？？？）

　けれど、エイムの頭の中は沢たく山さんの疑ぎ問もん符ふに溢あふれていた。

（どうしてボクが、そんなのを見ることが出来るです？）

　エイムには、そこまで繊せん細さいに魔力の流れを感じることは出来ないはずだった。

　実際、巨きよ大だいグモ相手に師が実演して見せた時は全く見えなかった。

　にも拘らず、今はサラの身体に繋がっている魔力がハッキリと線のように見える。

（どうしてボクは、あれをどうにか出来るとわかってるです？）

　感じることさえ出来ないのだから、当然どうにか出来るはずなどない。

　その、はずだったのに。

（……まーいいです）

　にも拘らず、それが全く揺るぎない確信として自分の中に生まれていたから。

（やってみるです）

　隙すきを見て、エイムは『それ』に触れてみようとする。

　しかし、その時。

「ふむ……そろそろ、それも壊れそうだな」

　一いつ瞬しゆんジンの言葉に気を取られて、機を逃した。

「それでは、次のお客様にご登場いただくとしようか」

　エイムが蹴破ったドアの向こうから、複数の足音が聞こえてくる。

「これまで以上に愉たのしんでいただけると思うのだが、いかがかな？」

　いかにもわざとらしい、ジンのとぼけた笑み。

「なっ……!?」

　部屋に突とつ入にゆうしてきた面々を見て、カッチェが驚おどろきに声を詰つまらせる。

　エイムも、声にこそ出さなかったが少しだけ動揺した。

「お、お前らっ!?　なんで……!?」

　そこに現れたのが、虚ろな目をしたトリーム団の男たちだったから。










「キリ……！　キリってば！」

　ついに反応すらしなくなったキリの後を、メイはそれでも呼びかけながら追いかける。

　そうしなければ、今すぐキリがどこかへ消え去ってしまいそうに感じられたから。

　キリの目は熱に浮かされたかのように虚ろで、どこを見ているのかさえわからない。しかし足取りだけはしっかりしており、徐々にその速度を上げている。いつしか、メイは駆かけ足でその背を追うようになっていた。

　ダイス邸ていの地下。いくつもの扉を通り過ぎていく。

「きゃっ……!?」

　キリが突然立ち止まったため、メイは危あやうくその背中にぶつかりそうになった。

「ここ……なの？」

　尋ねるも、やはりキリからの返答はない。扉を見つめる彼の瞳は、その漆しつ黒こくの色も相まってまるでそこにポッカリと空洞が開いているかのようにも見えた。

「キリ……？」

　しばらく待ってみても、キリは一向に動こうとする気配を見せない。

「……開けるわよ？」

　メイは、そう断って扉の前に立った。

　深呼吸一つ。

　ゆっくりと、扉を開けていく。

　まず、最初に目に飛び込んできたのは巨大な魔ま法ほう陣じんだった。

　赤く、不気味な光を放っている。

　だが、その中心に存在するものを見た瞬間。

　魔法陣のことなど、意識の外に吹ふき飛とんだ。










（クソ！　クソ！　クソ！　何やってんだ、オレは！）

　目の前の光景を、カッチェは涙を流しながら睨んでいた。

（なんでオレは、こんな時に何も出来ねぇんだよ！）

　ただ、見ていることしか出来なかった。防戦一方となり、傷ついていくエイムのことを。そして、それ以上の速度でボロボロになっていく団員たちのことを。明らかに身体の限界を超こえた力で動いている男たちは、攻撃の度たびに身体の各所から嫌いやな音を奏かなでていた。腕うでや足が折れ、曲がっていく。それでも、攻撃の手を緩ゆるめることはない。それは、死へと駆け足で向かっていく行こう為いに他ほかならなかった。

（クソ！　クソ！　クソ！）

　それら全てが悔しくて、涙が止まらない。

（なんでオレは、こんなに無力なんだ！）

　自分自身に対する怒りが、無限に湧き上がってくる。

　実の母を、初めて出来た友人を、自分を育ててくれた恩人たちを。

　助けるどころか、見ていることしか出来ない自分が。

　全てを賭けてでも恩を返すだなんて言っておきながら、結局何も出来ない自分が。

　悔しくて仕方ない。

（せめて、どっか一箇所だけでも外れれば魔法が使えそうなのに……！）

　必死に手足を動かすも、枷かせが外れる気配はない。

（チクショウ！　手足なんてちぎれたっていい！　動けよ！　クソ！）

　カッチェの手足はそれを引き千切れるほどに強きよう靭じんではなく、かといってそれで千切れる程ほどに脆くもなかった。枷と接する肌はだが血に染まっていくが、ただそれだけだ。

（……待てよ？）

　ふと、カッチェは暴れるのをやめた。

　無論、諦めたわけではない。思い出すのは、キリの言葉だ。

　――お前の場合は手足が吹っ飛んでもおかしくないと思っとけ

　普ふ通つうであれば発動失敗で済むような場面でも、そうなると。

　その理由も、今ならばわかる。

　恐おそらく、魔ま族ぞくの魔力量を持っていながら身体は人族の脆ぜい弱じやくさも受け継いでいるから。

　そして、であるならば。

　この身体は今この時のために持って生まれたものなんだろうと、カッチェは確信した。










　爆ばく発はつ音。

　エイムに気にしている余裕はない。

　隙さえ見つければ、この場をどうにか出来る確信はあった。

　だが、肝心のそれが全く見つけられない。

　トリーム団による増援、それそのものはさほどの問題ではなかった。やはり人族の身体では限界があるのだろう。サラに比べればその攻撃は随ずい分ぶんとヌルい。しかしその脆弱さが、逆に厄やつ介かいでもある。極力男たちの身体が傷つかないよう気を遣つかっての立ち回りは、かなりの高難易度だった。そして、それだけやっても男たちは勝手に傷つき死へと向かっている。

（一か八かで、やってみるです……？）

　自身を顧かえりみずに妙な魔力の流れにだけ意識を集中すれば、あるいはどうにか出来る見込みはあった。しかし、こちらは確証には程遠い。そして、失敗すれば恐らくそこで終わりだろう。流石さすがに、これらの攻撃を一身に受けては戦せん闘とう不能状態に陥ることは免れない。

　それを選ぶべきか、躊ちゆう躇ちよしていたところ……望んだ隙は、唐とう突とつに現れた。

　否いな、隙などといった話ではない。

「動くな」

　そんな声が聞こえたかと思えば、全員の動きがピタリと止まったのだから。

　カッチェがジンの首筋にナイフを突き立てていた。もう片方の手は、手首から先が無くなっている。無理矢理に自身の身体を爆発させて、脱だつ出しゆつの起点としたのだろう。

　……なんて、余計なことを考える余裕すらあった。

　その頃には、とっくにエイムは魔力の流れを掴んでいたのだから。

（やっぱり、よゆーなのです）

　まるで自分の魔力を操るのと同じ感覚で、それを操ることが出来た。

　無論、『供給元』との線を断つことなど容易たやすい。

（……あれ？　でも……）

　その時、ふと違和感に気付いた。

　その魔力は、限りなく自分のものと似ている。

　けれど、確かな違ちがいはあって。

（？？　不思議な感じがする、です？）

　己の内に生じた、感傷にも似た感情。

　その正体が何なのか……しかし、思いを馳はせる暇はなかった。

「ぐっ!?」

　カッチェの悲鳴を耳にし、エイムは即そく座ざに意識を現実へと戻もどす。

「ふん、小こ賢ざかしい」

　大きく腕を振ふったジンに弾き飛ばされ、カッチェは床に倒れ込んでいた。

　手首から先が無くなった左手、その傷口からは絶え間なく血が流れ続けて部屋の敷しき物ものを赤く染め上げている。それでも目を爛らん々らんと輝かせてジンを睨にらんではいるが、その顔色は刻一刻と血の気を失っていた。彼女の命が尽きるまでに、そう猶ゆう予よがあるようには見えない。

「……チッ、接続が完全に切れているな」

　娘むすめが確実に死へと近付いている状じよう況きようで、しかしジンはサラやトリーム団の面々に目を向け忌いま々いましげに舌打ちするのみ。

「何をしたか知らんが、厄介なことを……」

　かと思えば、それを不敵な笑みに変えてエイムを見据える。

「……と、言うとでも思ったかね？」

　その表情は、余裕に満ちたもの。

「確かに見事だったが、所しよ詮せん此こ奴やつらは一時的に接続を許可していたに過ぎん。私自身とアレとの接続は、それとは比べ物にならんほど強固だぞ？　どうする？」

　言うや、ジンの身体から膨ぼう大だいな魔力が噴出した。

　それはつい今しがたまでサラやトリーム団の男たちに流れ込んでいた力と同種のもので、ゆえにエイムにはその流れが手に取るようにわかる。確かに彼女たちより遥はるかに強い繋がりを感じるし、流れ込んでいる魔力も桁けた違ちがいと称しようして差さし支つかえないだろう。

　だが。

「どーもこーも、別にやることは変わらないのです」

　エイムの自信は、少しも揺らいでいなかった。

　言葉に出した通り、やることは変わらない。

　そして、それが出来るという確信も変わらない。

　そんな風に考えていたエイムだが、ふと気付いたことがあってピクリと眉まゆを動かした。

「……だけど、ボクが何かをする必要さえないです？」

「くくっ、私の身体が自壊することを期待しているのかね？」

　エイムの指し摘てきに、ジンは嗜し虐ぎやく的てきに笑みを歪ゆがめる。

「無駄だよ、私は自身の身体を改造しているのでね。幾多の実験体は犠牲になったが、アレの肉にく片へんを己の内に取り込むことで……」

「とゆーか、それ」

　ジンの言葉を遮さえぎり、エイムは彼かれを指差した。別段教えてやる義理もなかったが、何も知らないままに終わるのもなんとなく哀れな気がしたから。

「もう、とっくに制御出来なくなってるです？」

「はっ、何を言い出すかと思えば」

　だが、どうやらジンは気付いていないようだ。

「確かにこの力の制御には苦労したものだが、所詮は死体に宿った残り滓かすのようなもの。それですらここまでの力とは、恐れ入ったものだが……その引き出し方さえわかれば、魔ま物ものを操るよりも遥かに御するのは簡単だったよ」

　得意げに語る彼が、もう終わっていることにさえ。

　しかし、恐らくもう何を言っても無駄だろうとこれ以上口に出すのはやめておく。

「というわけで、時間稼ぎは無駄だとわかったろう？」

　ジンが、軽く肩かたをすくめた。

「まずは君を排除して、残りのネズミも始末しよう。そうだな……どうせもう壊れかけだし、ついでにそのゴミ共も片付けてしまおうか」

　そう言ってサラと団員たちの方に目を向けてから、カッチェを見やる。

「自らの命も消え行く中で全てを失い……さて、その目がどうなるか」

　平時に増して青い顔で、それでもカッチェは瞳に込める力を更さらに強めていた。

　それを満足げに見下ろした後、ジンはエイムの方に歩み出す。

　一歩、二歩。

　その、三歩目で。

「楽しみにして……」

　その右足が、爆発した。

「………………は？」

　何が起こったのかわからない、といった表情と共にジンが床に倒れ伏ふす。

「ぐ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　遅おくれて痛みが訪おとずれたのか、ジンは顔を大きく歪ませて叫さけんだ。

「な、なんだこれは!?　どうなって……おがっ!?」

　右手を地面に突いて立ち上がろうとしたらしいが、その右手も弾けて飛ぶ。

「馬鹿な、まさか本当に制御が……!?　だが、こんなこと今まで一度も……！」

　混乱の最中にあるのだろうに、それでも冷静さを残して事態を見み極きわめんとする様は大貴族として培った胆力ゆえか、はたまた魔ま導どう士しとしての探究心ゆえか。

「こ、れは……!?」

　いずれにせよ。

「意思が、残っ……!?」

　その頭部も、膨らんでいき。

「魔お……！」

　最後の言葉を言い切ることさえなく、あっけなく爆散した。

　残されたのは、五体の過半数が失われた死体のみだ。

「ひっ……!?　な、なんだこれ……!?　どうなったんだ……!?」

　ピシャリと実父の血がかかった顔を、カッチェが盛大に引ひき攣つらせる。

「意思は、あるです。残り滓、みたいな意思でも」

「へ……？　エ、エイム、何言ってんだ……？」

　エイムとしてはこの状況について説明したつもりだったが、カッチェの顔にはますます混乱が満ちるばかりでどうやら伝わってはいなさそうだった。

「少しだけ残ったそれが、目覚めただけなのです」

　上手うまく説明することは叶わずとも、エイムには全てがわかっている。

　先さき程ほども、今も、ずっとその存在を感じ続けているのだから。

　ただ、わからないのは己おのれの中に生まれている感情だ。

（どうして、ボクは）

　その意思の目覚めをハッキリ感じ取ったことで、その感情は更に強くなっていた。

　おかげで、その感情に付けるべき名前も見つかったけれど。

（懐なつかしい、だなんて思ってるです？）

　それを抱いている理由は、さっぱりわからなかった。










　ダイス邸の地下の一室、メイの視線はそれに釘くぎ付づけとなっていた。

　魔法陣の中心に、ポツンと鎮ちん座ざしたそれ。

（……首？）

　生首だ。

（人、の？）

　見た目の特とく徴ちようは、人族のもの。

（誰だれの……）

　そう、考えかけて。

（嗚呼ああ）

　突然、メイはその正体を理解した。

（なるほど）

　キリがかつて話していたことを思い出だす。

（こういう、ことなのね）

　一度もその姿を見たことがなくとも、直感的にわかったのだと。

（あれが、そうなのね）

　あぁなるほど、その通りなのだなと実感した。

（あれが）

　全ての光を吸い込みそうなほどの漆黒の髪。

　死してなお生きているかのように艶つややかな肌は浅黒い。

　よく見知った幼い顔を彷ほう彿ふつとさせる、美しい女性だった。

　穏やかな死に顔に彩いろどられたそれは。

（魔ま王おう）

　かつて、魔王と呼ばれた存在に間ま違ちがいなかった。

　知らず知らず、メイは足を半歩下がらせる。

　その背が、何かにぶつかった。

　何か、ではない。キリだ。

　そこに彼がいたことを、ようやく思い出す。

「キリ……」

　そのことに少し安あん堵どして、振り返かえって。

　彼の、顔を見て。

「ひっ!?」

　メイは、短く悲鳴を上げた。

　恐きよう怖ふした。

　初めて、彼に対してそんな感情を抱いた。

　彼がどんなに強大な力を振るおうと、一度も彼を恐れたことなどなかったのに。

　けれど、恐怖せずにはいられなかった。

　キリは、笑っていた。

　それは、いつもの軽けい薄はくそうな笑みではなく。

　稀まれに見せる、優やさしげなものでもなく。

　ニタリと。

　負の感情を煮に詰つめたような、笑みだった。










　ピタリと、桐の脳内を支配していたフラッシュバックが治まった。

　目の前の現実が、この上なくクリアに視界に映る。

　ここがどこで、なぜここにいるのか。

　全くわからなかったが、全く問題はなかった。

「あぁ」

　それを見た瞬しゆん間かんに、己のやるべきことは理解したから。

「なんだ」

　胸の内には激情が吹き荒あれていて、この感情に何と名付ければいいのかわからない。

　それは気が狂くるわんばかりの憤ふん怒ぬであり、同時に天上に到らんばかりの歓かん喜きでもあった。

　別に、名付ける必要も感じなかった。

　どちらにせよ、やることは一つだけだから。

　自分の役割は、それだけだから。

　自分はそのために、この世界に来たのだから。

　もう、自分がこの世界で出来ることなどそれしかないのだから。

「そんなところにいたのか」

　正確には、その顔を見るのは初めてである。

　三百年前には、その瞳を見ただけで。

「随分捜さがしたんだぜぇ？」

　その次に出会った時は、既すでに胴から離れて持ち去られていたから。

　けれど、もちろん見間違うはずはない。

「ずっと、会いたかったよ」

　ずっと、思い焦こがれてきた相手なのだから。

　一度だって、一秒だって、忘れたことなどないのだから。

　三百年の時を、ただその再会のためだけに費やしたのだから。

「本当に、ずっとずっと」

　口元の笑みが勝手に深まっていくのを止められなかった。

　楽しくて仕方なかった。

　嬉うれしくて仕方なかった。

「それじゃあ、再会を祝して」

　憎しみで胸がはち切れそうだった。

　怒いかりで身体からだ中じゆうの血液が沸ふつ騰とうしそうだった。

　嫌悪が余すこと無く全身に満ち満ちていた。

　そして、それら全すべてがどうでもよかった。

「魔王」

　他のことはどうでもいい。

　目の前に、滅ぼすべき相手がいる。

　それを滅ぼすためだけに磨みがいてきた力が、己が内にある。

　それだけで十分だった。

「死ね」

　桐の言葉に呼応したかのように、それの目がカッと見開かれ。

　かつて相対した時と同じ鮮血のような真しん紅くの瞳が、桐の姿を映した。










　破は壊かいは、唐突に訪れた。

　屋敷が、一瞬で消し飛んだ。

「な、なんだこれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」

「だいじょぶですよ？」

「どどど、どうなったんだ急にこれ!?　なんでオレ浮いてんだ!?」

　ここに来て最大限の混乱状態に至っているらしいカッチェに声をかけてみるも、どうにも彼かの女じよには届いていないようだ。

「……？　どうして、そんなに慌あわてるです？」

　心から、エイムには理解出来なかった。

「ししょーが、護ってくれてるですよ？」

　それだけわかれば、全く何も心配することなんてないというのに。

　屋敷を吹き飛ばしたのは、質量を伴うまでに圧縮された師の魔力に間違いない。そして同時に、今自分たちを護ってくれている球状の防ぼう壁へきも師の魔力によるところだ。師の魔力に包まれているのに、不安になることなんて何もない。

「あっ、ししょー」

　もうもうと立ち上がる砂煙を一瞬で吹き飛ばし、師が姿を現した。

　地面まで大きく抉えぐられた屋敷跡で、何かと対たい峙じしている。

　それが、師の敵ということか。

（……そいえば、ししょーが戦うとこを見るのって初めてです？）

　エイムに教えるために、『お手本を見せる』ことは幾いく度どとなくあった。

　あるいは、邪じや魔まを『排除』するために力を振るうこともあった。

　しかし、彼が『戦う』場面は見たことがなかった。

　師から明確な『敵意』が感じられるのは、これが初めてのことだった。

（とゆーか、ししょーの敵ってどんなのです？）

　戦いとは、ある程度力が拮きつ抗こうした者同士の間にしか成り立たない。ただの羽虫を相手に、人が本気の敵意を向けることなどないように。エイムの知る限り、師の敵として足り得る存在が現れたことなどこれまで一度もなかった。そんなもの、この世界に存在しないとさえ思っていた。だからこそ、興味深い。

（あれが、敵……です？）

　今、師が対峙している存在。

　首だ。

　それを見つめた瞬間に、エイムはいくつかの事実を理解した。

（あー）

　ただそういうものであると、自然に受け入れられた。

（あれが、『きょーきゅーもと』というやつだったです）

　首だけでありながら、その存在にはとても強力な力が宿っている。

　そして、それは先程までエイムが感じていた魔力と全く同じものだった。

（それで、ボクにも操れたですね）

　その理由についても、即座に理解した。

（それで、懐かしさを感じたです？）

　その認にん識しきが正しいのかは、よくわからなかったけれど。

（あれが）

　この理解については、間違いない。

　あれが、魔王という存在であり。

（ボクの、おかーさんだから）

　自分の母であるということは。

（カッチェさんもさっき、こんな風にしてわかったです？）

　ぼんやりとそんなことを考える。

　戸と惑まどいがちだったカッチェに対して、自分は揺るぎない確信を持っているけれど。

（でも）

　それからもう一つ、自分とカッチェとの相違点を発見した。

（やっぱり、ボクはあんな風には思わないのです）







[image: ]







　首の目が、エイムの方を見た気がした。

　首の口元が、微笑ほほえみを形作った気がした。

　けれどエイムは、それに何の感かん慨がいも抱かなかった。

「おかーさん」

　届くかどうかはわからなかったし、そもそも首に聞こえるのかもわからない。

　けれどなんとなく、エイムはそう口にした。

　確かに、あれは自分の母だ。

　それは間違いない。

「ししょーの、敵なのだったら」

　けれどそれ以前に、あれは師が対峙している敵なのだ。

　初めて見る師の敵意がそれに向いているのは確実であり、であれば。

　それに向ける言葉は、一つだけだ。

「消えるです」

　師の魔力に飲み込まれ、母の首はあっけなく消しよう滅めつしていく。

　そんな光景を見ても、やっぱりエイムは何の感慨も抱かなかった。

「さよーなら、おかーさん」

　ただ無感情に、別れの言葉を送るだけ。










「キリ！　キリってば！」

　メイは、必死にキリの名を呼んでいた。

　ダイス邸は跡あと形かたもなく吹き飛び、それどころか辺り一帯が更地と化している。

　それでも、キリは破壊をやめようとはしなかった。

「もうやめて、キリ！」

　魔王を滅すべく、その姿を捜して破壊を続けていた。

　見つかるわけはない。

「魔王は、もういないのよ！」

　魔王の首など、とうに消滅しているのだから。

「ねぇ！　キリ！」

　だから、メイはキリを止めるべくその名を叫んでいた。

　一見、キリは理性が完全に吹き飛んでいるように見えるかもしれない。

「聞いてよ、キリ！」

　それでも、声が届くと信じてメイは叫ぶ。

　叫べているこの状況自体が、キリに理性が残っている証左なのだから。

　キリが張ったのであろう障壁に護まもられて、メイの身体には傷一つ付いていない。

（キリは、見境なしに暴走してるわけじゃない……！）

　周りには、メイと同じく球状の障壁に護られた者たちが大勢浮いていた。エイムにカッチェ、トリーム団の男たちに、屋敷の使用人と思おぼしき者たちもいる。恐らくキリのこの攻こう撃げきは、一人の死者も出してはいない。その事実が、メイに確信を抱かせる。

（キリは、今でもちゃんとキリなんだわ……！）

　ヘラヘラ笑って、ふざけて、冗じよう談だんを言って。

　心に深い傷を負って、それに笑え顔がおで蓋ふたをして。

　それでも人を想う気持ちを失っていない、優しい人。

「キリ！　戻ってきて！」

　そんなキリに戻ってきてもらうために、叫び続ける。

　あんな悲しそうな笑えみを、吹き飛ばせるように。

　いつもの笑みを取り戻せるように。

「キリィィィィィィィィィィィィィィィィ！」

　なのに。

　きっと届くと信じているのに。

　届かない。

　キリは破壊を続けている。

　とても悲しそうに笑っている。

「キ……う、ゲホッ!?」

　喉のどが嗄かれてきた。

　涙なみだが出てくる。

　それは、痛みのせいだけではなくて。

　つい数刻前には当たり前だったはずの、人を食ったような笑みが懐かしくて。

　声が、届かなくて。

　思いが、届かなくて。

　少しも、届かなくて。

　彼という存在に、近づけなくて。

　とても、遠くに感じられて。

　泣きそうになる。

「キリっ………………え？」

　それでも叫び続けようと声を出した時、メイの内に不思議な感覚が生まれた。

　メイの中にある何かが、浮上してくるような。

　メイの中にいる誰かが、苦く笑しようしたかのような。

　そして。

　メイの中に溶とけていた人が、メイの口で。










　力を解放した。

　その瞬間に何かが引っかかるような感覚があったが、気にしなかった。

　力が吹き荒れていた。

　目の前のそれだけを滅するつもりが、周りの全てが吹き飛んだ。

　気にしない。

　それを滅することが出来るのならば、全てはどうでも良かった。

「か、はは……」

　自然と、口から笑い声が漏もれ出す。

　未いまだ止めどなく溢れてくる怒りが、笑いとなって出ていく。

　悲しくて、笑える。

　苦しくて、笑える。

「はは……！」

　そう、笑わなければならない。

　いつだって笑っていなければならない。

　隠かくすために、笑わなければならない。

　何を隠すのだったかは忘れてしまったけれど、とにかく笑わなければならない。

「はははははは！」

　こんな風に笑うことが正解だったのかわからないけれど、笑っておこう。

　――ィ

　何かが聞こえる気がする。

　ここしばらくで、聞き慣れ始めた声だったように思う。

　気にしない。

　自分を呼ぶ声なんて、あるはずないんだから。

　もう、誰もいないのだから。

　もう、誰もいらないのだから。

　もう……。

「キリ」

　なのに、そんな声が聞こえた。

　ハッキリと、耳に届いた。

　しっかりと、心に響ひびいた。

　もう、聞こえないはずの声が。

　もう、いなくなったはずの声が。

　この世界に来て以来、最も慣れ親しんだ声が。

　いつも励はげまし、窘たしなめ、進ませてくれた声が。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　最後の最後まで、そう言っていた声が。

「……ポスレ」

　声の主の名を呼んだ瞬間、急激に頭が冷えてきた。

「……あれ？」

　突如、視界が戻ってくる。

　急に、思考が巡ってくる。

（さっきまで俺おれは、何を見て何を考えてたんだ……？）

　途と端たんにわからなくなった。

　否……徐じよ々じよに理解が脳に染しみ渡わたってくる。

（あぁそうか、魔王の首を見て……）

　いまいち過程は思い出せないが、その光景だけはハッキリと脳のう裏りに焼き付いていた。

（ブチ切れ、ちまったわけか……）

　ようやく、辺りを見回す余よ裕ゆうが出て来る。周囲一帯は更地になっていた。あちらこちらに人が浮いている。どちらも、どうやら自分の魔力から生じた結果のようだ。

（馬ば鹿かか、俺は……）

　苦笑を浮うかべる。

　周囲に、魔王の気配はない。

　当然だ。

　最初から、そんなものは存在しなかった。

　元よりあれは魔王の首に過ぎず、魔王そのものではない。

（魔王は、とっくに死んでんだよ）

　周囲に、あの人の気配はない。

　当然だ。

　最初から、そんなものは存在しなかった。

　元よりあれはメイの声に過ぎず、あの人の声ではない。

（あの人は……とっくに、死んでんだよ）

　胸に生まれた、少しの喪そう失しつ感かんを。

「……んはは」

　桐は、笑みで覆い隠した。







第八章　親子の絆、友の絆、勇者の







　ダイス邸てい周辺崩壊の後。

「んはは、我ながらド派手にやったもんだ。ちぃと力加減間違っちまったかなー？」

　なんて笑いながら建物の復旧を行うキリは、すっかりいつも通りに戻っていた。

　その魔力量と繊せん細さいな操作も健在で、ダイス邸周辺は瞬またたく間まに元の姿を取とり戻していく。流石さすがに内装まで元通りとはいかなかったようだが、その日のうちに外から見る分には破壊の痕跡のほとんどが消え去っていた。

「むー、やっぱりちょっとガタガタになっちゃうです……」

　一部の建物が微び妙みように歪んでいるのは、エイム製の証しよう拠こである。

　こちらも、特段変わった様子はない。

　当初こそ目の前で母の首が消し飛ぶという光景を見てしまったことによる影響を心配したメイだが、それも全くの杞き憂ゆうだったようだ。というか、エイムはメイが何を心配しているのかすらわかっていない様子だった。

　それに対して安心すればいいのか心配すればいいのか、メイにはわからなかった。




　メイも、多少今回の事態の対応に追われることになった。

「皆みなさんの敬愛する領主がこのような危険な研究を行っていたということ、驚おどろいているかと思います。けれど、彼が魔王の力を利用した研究を行った結果このような痛ましい事故が起こったことは事実なのです」

　こうして『龍りゆうの姫ひめ君ぎみ』としてダイス領の民たみへの演説を行っているのも、その一いつ環かんだ。

　今回の件は、公式には『ジン・ダイスが密ひそかに研究していた、魔王の力を利用した兵器が暴走。ダイス邸周辺が破壊されるも、それをメイたちが食い止めた』という体ていになっている。詳しよう細さいはともかくとして、大筋としてはあながち間違っているとも言えまい。

　洗脳状態にあった面々については、順次魔王の力から解放されていた。最初はトリーム団の男たち、しばらく日を置いて魔ま族ぞくたちも自意識を取り戻もどし始めている。どうやら、その影響下にあった時間に比例して意識を取り戻すのにも時間がかかるようだ。魔王の力を利用する仕組みはジンが作り上げたもので、これはキリやバークレイでも下手に弄いじるのは危険らしい。結局は、時間による解決を待つしかなさそうだ。

　とはいえ、魔族たちが意識を取り戻すのにもそう時間はかからなかった。

　唯ゆい一いつの例外を除いて。

　目覚めた魔族たちの証言により、彼らは元々サラと同じ集落から落ち延びていた者たちであることがわかった。そこを、洗脳状態のサラを使って誘さそい出されたらしい。つまり、サラが魔王の力の影響下にあった期間は彼らよりも長い。それがどのくらいの期間だったのかは不明だが……未だ、彼女だけが意識を取り戻していないのは事実だった。

「皆さんが心配することは何もありません。彼の野望は打ち砕かれ、新しい領主も……」

　演説を続けながらも、メイの頭からは無表情で横になっているサラと……彼女の看病を行うカッチェの痛ましい表情が、ずっと離れなかった。










　そして訪れる、別れの日。

「それでは、よろしくお願いしますね」

　そびえ立つ巨きよ体たいを見上げ、メイは依頼の言葉を送る。

《うむ、任せるが良い》

　応じるは、最強生物として名高いドラゴンである。磨き抜かれた鏡のように太陽の光を反射する、銀色の体たい躯く。人間など紙同然に引き裂けるだろう鋭するどい爪を持ち、大きな口に並ぶ牙きばは猛もう獣じゆうのそれだ。しかし身体と同じ色の瞳には、高い知性を感じさせる。

《神かみ喰くい》ディービッツ。神話の中の登場人物（？）にしてキリの友人（？）であり、メイが『龍の姫君』と呼ばれることとなった原因の一つでもあった。

「すげぇな姐あねさん、ホントにドラゴンを使役してんだ……」

　メイとディービッツのやり取りをポカンと口を開けて見ていたトリーム団を代表するように、カッチェがしみじみとした調子で呟つぶやく。

「使役じゃなくて、お願いしてるだけよ」

　苦笑気味に、メイはそう返した。実際のところは、メイとしても『お願い』だろうと恐れ多い気持ちは拭ぬぐえない。しかしキリが気軽に呼びつけ、ディービッツも至し極ごく軽い調子で駆かけ付けてしまったのだから仕方ない。せっかく来てもらったところを、そのまま帰してしまう方が失礼に当たるだろう。たぶん。ドラゴンの価値観はイマイチわからないが。

「それでも十分すげぇよ………………って、あっ」

　感心とも呆れともつかないような微妙な表情から一転、カッチェは「しまった」とでも言いたげな顔となった。

「えと、じゃなくて……凄すごいです、姐さ、いや、姫ひめ様さま」

　そして、慌てた調子でそう言い直す。

「いいのよ、そんな急に畏かしこまらなくても」

　苦笑を深めながら、メイは手を振ふった。

　ディービッツ召しよう喚かんに当たり、そのままでは大混乱に陥ること必至。そこでメイは、自身の身分と先日ついたばかりの『龍の姫君』の二つ名をトリーム団一同に明かしたのだ。その結果、カッチェはどういう態度を取れば良いのかわからなくなっているらしい。

「貴女あなたたちといる時の私は、ただのメイだから。今まで通りに接してちょうだい？」

「い、いいのかな……？」

「えぇ、他ほかならぬ私自身がそう言ってるんだもの。悪いわけないでしょ？」

　未だ迷いが見られるカッチェに、大きく頷うなずいて見せる。

「うん……わかったよ、姐さん！」

　カッチェの顔に、いつも通りの快活な笑みが戻った。

《うむ。我も、ただのディービッツであるがゆえな。気軽に接するが良いぞ》

「え……？　あ、はい……や、あの……うん……？」

　しかし横からディービッツに声をかけられ、再び眉まゆがハの字に曲がる。

「えと……」

　困った顔で見上げられたところで、メイには苦笑を返すことしか出来なかった。

　カッチェは、しばらく迷った表情を見せた後。

「わかったよ、ディービッツ！」

　今度も、快活な笑みをそこに戻した。

《ぬはは！　デっちん、と気軽に呼んでくれて良いぞ！》

「そっか、じゃあそう呼ぶな！　デっちん！」

《ぬはは！　それで良い！》

「わはは！　ドラゴンって意外と気さくなんだな！」

　そんな風に、ディービッツと共に笑い合う光景に。

（この子、結構大物よね……）

　胸の内で、メイは割と心からの賞賛を彼女に送った。

「そんじゃデっちん、魔族の皆をよろしく頼たのむな！」

　と、カッチェがディービッツに向けてペコリと頭を下げる。

《任せるが良い！　我わが庇ひ護ご下かにあれば、如何いかなる者も手は出せぬ！》

　返すディービッツは機き嫌げん良さそうだった。

　ディービッツへの依頼というのは、魔族の庇護だ。実態はともかくとして、魔族が人類の怨おん敵てきであるという認識は広まりきっている。もしもその存在が人界で見つかれば、抹殺対象とみなされてしまう。しかし、彼かれらは元々住んでいた土地を抗争で追われた身。行き場のない彼らの庇護先として、キリがディービッツに頼むことを提案したのだ。

　ディービッツが住んでいるセットゥ山は、人類未踏の地の一つだ。かの魔王すら避さけたと言われるほどの強力な魔ま物ものが跋ばつ扈こし、山を覆う深い森には様々な毒の霧が漂い、昼は灼しやく熱ねつ、夜は極寒という異常な気候。実に、一度踏ふみ込めば人類の生存確率ゼロと言われる場所である。その環かん境きようは本来、人族より丈夫な魔族とはいえ到底耐えきれるものではない。だが、ディービッツがその中で無事過ごせるような結界を張ってくれるらしい。神話級の結界ともなれば、確かに手を出せる存在などそうそういないだろう。

　最初はやはりディービッツに驚き警けい戒かいしていた魔族たちだったが、その話を聞いて安堵したようだ。今は、比ひ較かく的てき穏やかな表情でトリーム団が用意した生活用品を整理してディービッツの傍かたわらに設えられた大きな籠かごに積み込んでいる。

「あの……皆。今更、なんだけどさ」

　そんな魔族の面々に対して、カッチェは神しん妙みような顔を向ける。

「その……アイツが……オレの……父親、がさ」

　やや、言い淀よどんだ後。

「酷ひどいことしちゃって、ごめん！」

　そう言って、深々と頭を下げた。

　それをキョトンとした様子で見た後で、魔族一同破顔する。

「なに、そんなの君が気にすることじゃない」

「子に罪なんざねぇからよ」

「それに、俺たちは元々故郷を追われてた身だしな」

「《神喰い》の庇護下で暮らせることになるなんて、むしろ感謝したいくらいだぜ」

　口々にそんなことを言ってくる魔族たちに、カッチェの表情も少し緩んだ。

「ありがとう、そんな風に言ってくれて」

　それを、今度は引ひき締しまったものに。

「それから……」

　カッチェが視線を向けるのは、虚ろな目で宙空を見ているサラだ。自力で立ってはいるし手を引けばついても来るが、そこに未だ彼女の意思が存在しないことは明白だった。

「母さんのこと、よろしくお願いします」

　再び、カッチェは深く頭を下げる。

「言われるまでもないさ」

「元より我らは、同どう胞ほうを見捨てたりは決してしないからな」

「任せとけよ」

　魔族の男たちはそんな風に言いながら、力強く頷いた。

　カッチェが、それに微笑みを返す。

「それじゃ……母さん」

　その微笑みを携えたまま、サラの方へと向き直った。

　一いつ瞬しゆん、何かをグッと堪えるように唇くちびるを噛かんで。

「さよなら」

　けれど結局微笑みを崩すことなく、小さくそう口にした。

　それを、痛ましげな表情で見つめ……しかし、いつまでもそうしている方がカッチェにとって辛つらいと判断したのか。魔族の一人が手を引き、サラを連れていく。

　それで、母娘おやこの対面は終わり。

　生まれてすぐに引き離はなされ、約十年。彼女たちが同じ時間を過ごしたのは、ここ数日だけのことだった。その中でも、一言会話を交かわすことさえ叶わなかった。

　育ての父を失って。その上、カッチェ本人が父として受け入れてなかろうと、実父が目の前で凄せい惨さんな死を遂とげるところを目もく撃げきして何の痛つう痒ようも覚えなかったわけでもないだろう。欠損していた左手はキリの魔ま法ほうによってすっかり元通りになっていたが、その心に負った傷は未だかさぶたにさえなっていないに違ちがいない。

　なのに今また、母と別れようとしている。

　そのことにメイは心を痛めたが、いつになるかわからないサラの目覚めを待って国内に魔族が留とどまることは彼らの安全のためにも避けたかった。

　トリーム団も魔族と共に行くという案もあるにはあったのだが、いくらディービッツの結界があるとはいえ人族ではやはりセットゥ山の環境は厳しすぎるらしい。

　結局、この別離は避けられぬものであった。

「………………」

　別れの言葉を口にしたっきり、無言でカッチェは離れゆく母の背を見送っている。

　けれどその顔を見れば、言いたいことが何もないわけではないことは明白だった。

　やっぱり出発をもう少し遅らせてはどうか。

　無む為いな時間稼ぎでしかない、そんな提案がメイの喉元まで出かかったところで。

「えっ……？」

　サラの手を引いていた魔族の男が、ふとそんな声を上げて足を止めた。

　最初は忘れ物でもしたのかと思ったメイだが、すぐにそうでないことに気付く。

　サラが、立ち止まっていたのだ。

　ただ手を引かれるままだった彼女が、その手に明確な力を込めて。

「………………ェ」

　サラの口が、僅わずかに動いた。

「……チェ」

　小さく小さくではあったが、確かにそこから声が発せられた。

「……カッ……チェ」

　徐々に、その声が確かなものになっていく。

「カッ、チェ」

　その目に、意思の力が宿っていく。

「カッチェ」

　その声がハッキリしたものになるのと同時、サラは身を翻ひるがえした。

　確かな足取りで、駆ける。

「カッチェ！」

　そして、その手で我が娘を抱き締めた。

「母……さん……？」

　驚きの表情で、カッチェは身体を硬直させている。

「嗚呼ああ、私の愛いとしい子！　ごめんなさい……！　ごめんなさい、カッチェ……！」

　涙ながらに強く抱き締めてくる母を相手に、なすがままとなっていた。

「薄うっすらと、でもずっと意識はあったのです……！　貴女にどんな辛いことがあったのか、少しだけですが知っているのです……！　ごめんなさい……！」

　ボロボロと涙を流しながら、サラは震ふるえる声で何度も何度も謝罪する。

「私があの人の企たくらみにもっと早く気付いていれば、ずっと貴女を守ってあげられたかもしれないのに……！　結局私に出来たのは、ベントに貴女を託すことだけで……貴女の無事を祈ることだけで……心だけは最後まで屈しないと決めていたのに、結局操あやつられて……守るどころか、貴女を……！　ごめんなさい……！　ごめんなさい……！」

「……別に、謝る必要なんてないよ」

　母の懺ざん悔げを呆ぼう然ぜんと聞いていたカッチェが、ようやく口を開いた。

「生まれてすぐ、離れ離れになっちゃったけど……おかげで、オレは新しい家族に出会えた。ほら……オレ、こんなに沢たく山さん家族がいるんだ」

　小さく笑って、カッチェはトリーム団の面々を指し示す。

　最初は驚きの表情だった彼らだが、今は一人の例外もなく号ごう泣きゆうしている。

「貴方がたが、この子を守ってくれていたのですね……ありがとうございます……」

　カッチェを抱き締めたまま、サラが深々と頭を下げる。

「俺だぢは、ぞんなっ……！」

「むしろ、お頭かしらに救われてるのは俺たちの方なんだ……！」

「オヤジが死んで……！　でも、お頭がいたから……生きなきゃって、思えた……！」

「ありがとう……！　お頭を、産んでくれて……！」

　嗚お咽えつで喉を詰つまらせる者、ボロボロと涙を流しながらも直立の姿勢で胸を張る者、何度も何度も頭を下げ返す者。反応は様々だったが、サラに感謝し母娘の再会を心から喜んでいるという点は間ま違ちがいなく共通していた。

「だから、オレは大丈夫なんだ。謝あやまられることなんて何もない。むしろ、感謝したいくらいさ。皆と出会わせてくれてありがとう、ってさ」

　カッチェの口調は、とても穏やかなものだ。

「ほら、いつまでもこうしてるわけにもいかないだろ？」

　それはむしろ、この状じよう況きようから考えれば冷たくすら感じられかねない程ほどの平静さだった。

「皆を待たせちゃってるんだしさ」

　けれど、そうではないことをメイは知っている。

　この場にいる全員が、知っている。

「ホントはさ、話したいことは一杯あるんだ」

　なぜなら、彼かの女じよの目にも大おお粒つぶの涙が溜まっているのだから。

「でも、こんなとこじゃ全然時間が足りないからさ」

　彼女も、強く強く母を抱き締め返しているのだから。

「だからオレ、いつかさ。母さんのとこまで気軽に会いにいけるくらい強くなるからさ」

　それでも、カッチェは笑顔を崩くずしてはいない。

「そしたら、一杯お話ししよう」

　それはきっと、彼女の目が真まっ直すぐに未来へと向いているからなのだろう。

「それまで……ちょっとの間、別々のとこで過ごすだけさ」

　己おのれの言葉を必ず実現すると、決意しているからなのだろう。

「……えぇ、そうですね」

　それが伝わったのか、サラも笑顔を形作った。

「でも、これだけは言わせてください」

　腕うでを緩ゆるめ、カッチェと間近で向き合う。

「愛していますよ、カッチェ。離れている間も、ずっとずっと。貴女を身み籠ごもった時から、ずっと。それだけはいつだって、いつまでだって変わりません」

　カッチェの笑みが、僅かばかり歪ゆがんだ。

「……そっか」

　今にも号泣してしまいそうなのに、必死で笑顔の形を保っている。

「オレ、愛されて生まれてきたんだなぁ……」

　もしかするとそれは、彼女の心にずっと引っ掛かかっていた部分なのかもしれない。

　利用するためだけに生まれた子だったと、疑っていたのかもしれない。

　自分がこの世界に生まれ落ちた意味を、探していたのかもしれない。

「オレ、生まれて良かったんだなぁ……」

　母の愛が確かにあったということが、彼女にとってどれほどの救いになったのか。

　メイには、想像することしか出来ない。

「……うん」

　年相応に泣いてしまってもいいのに、とも思う。

「ありがとう、母さん」

　それでも、カッチェは決してその涙を流そうとはしなかった。

「ありがとう、産んでくれて」

　今にも溢れだしそうでありながら、必死でそれを堪えていた。

「ありがとう……愛してくれて」

　それは、強くならんと望む彼女の決意の表れで。

　結局、最後まで。

　ディービッツに運ばれ、サラたちの姿が瞬く間に小さくなっていく間にも。

　それが、見えなくなってしまっても。

　その先の宙を、見つめていても。

　カッチェが涙を流す瞬しゆん間かんは、終ついぞ訪れなかった。




「さってと！　ほんじゃ、オレたちもここでお別れだよな！」

　しばらく母の姿が消えた先を見送った後、ゴシゴシと目を擦こすってカッチェが振り返かえる。

「ねぇ……出発、もう少し遅らせてもいいのよ？　キリに頼めば、お母さんのところにも連れて行ってくれると思うし……」

　野暮だとわかっていながら、メイはそう言わずにはいられなかった。

　返ってくる答えも、察していたけれど。

「ははっ、そんな暇なんてないよ」

　果たして、カッチェの答えは予想通りのものだった。

「強くなるって、約束したんだからさ」

　その顔にはもう強がっている様子もなく、ただ毅然とした笑みだけが浮かんでいる。

「今度は、何があっても全部守れるように……オレ、強くなるんだ」

　力強く言い切る表情に、迷いはなかった。

「それに、せっかく姐さんが修しゆ行ぎようの場も用意してくれたんだしね」

　だからメイも、それ以上カッチェの決意に水を差すような真似まねはやめる。

「別に、そのために用意したわけじゃないんだけどね」

　クスリと笑って、そう返した。

　今回、トリーム団はバーキャ王国から正式に認められた『義ぎ賊ぞく』となった。といっても無論、公おおやけにされた話ではないが。ジン以外にも、表に出来ない取り引きを行っている貴族など山のように存在する。国が察知出来ない、あるいは手を出せない取り引きを潰つぶすことが出来れば、国益に繋がることも多い。そしてその実行役としてトリーム団が適任であることは、ダイス領での働きを鑑かんがみれば明らかだ。

　……といった語り口で、メイが父である国王を説得したのである。旅立ったはずの娘が戻ってきたかと思えば『公式義賊』の設立を説いてくるという事態に、最初は半笑いとなっていた国王だったが……実際、メイの語る内容に実利があることを認めてからの話は早かった。そもそも、綺き麗れい事ごとだけで動いている国など存在しない。暗部然しかり、こうした裏の組織を持つことなど珍めずらしくもなんともなかった。今回、そこにトリーム団が一つ加わっただけだ。むしろ、義賊行こう為いなど可愛かわいい方に分類されよう。

「っしゃ、お前ら！　今日から初仕事だ！　気合い入れていくぞ！」

　鼓こ舞ぶするカッチェの言葉に、しかし返ってくる声は少なかった。

「うぉーん！　アニキ！　姐さん！　お世話んなりましたぁ！」

「お嬢じよう、身体に気をつけてな！」

「うぅ、皆さんお元気で……！」

「色々……！　ホントに、ホントにありがとうごぜぇましたぁ……！」

　トリーム団の面々が、今度はメイたちとの別れに涙していたためである。

「バッカおめぇら、泣くんじゃねぇよ」

　呆れた調子で肩かたをすくめるカッチェだけは、カラッとした表情だ。

「これが永遠の別れってわけじゃないんだ。次に会った時ガッカリされないように、ビシビシ鍛きたえていかねぇとなんだかんな！」

　そんなカッチェの言葉に、男たちもようやく泣き止んでキリッとした表情を浮かべ始める。涙の跡あとがクッキリと残った顔では締まらないことこの上なかったが……それでも、そこにはカッチェと同種の強い意志が感じられた。

「アニキ」

　彼らの中から一歩踏ふみ出だしたカッチェが、キリを見上げる。

「オレたちを助けてくれてありがとう。鍛えてくれてありがとう。アニキの教え、絶対忘れないから。今はまだ全部は無理でも、きっと自分たちのものにするから……アニキは、いつまでもオレたちにとっての師し匠しようだ」

「んはは。ま、鍛たん錬れんに終わり無しってな。精進するように」

　いつも通りの笑えみで、キリはカッチェの頭を乱暴に撫なでた。

「姐さん」

　それをくすぐったそうに受け入れてから、次いでカッチェはメイへと目を向ける。

「姐さんがいなけりゃきっとオレたち、どうせアニキやエイムみたいにゃ出来ないよー、ってすぐに音を上げてたと思う。オレたちが頑がん張ばれたのは、姐さんが身近な目標としていてくれたからだ。姐さんは今でもオレたちの目標だから、姐さんに近づけるよう……姐さんみたいな強い女になれるように。オレ、頑張るよ」

「え、えぇ……その、女の子らしさも大切にね……？」

　思い返せばトリーム団において結局『女の子らしい』ところを見せた記き憶おくがなく、今更ながらにメイは小さく苦笑した。

「……エイム」

　最後に、カッチェは自分より少しだけ背の低い少女と正対する。

「母さんと皆を助けてくれて、ありがとな」

「いえいえ～、です」

　改めて頭を下げるカッチェに、エイムは軽い調子で笑うのみだ。

「今はまだ、エイムには全然敵かなわないけどさ。いつか、エイムと並び立てるように……エイムがピンチの時には今度はオレが駆けつけられるように。オレ、強くなるから」

　恐おそらくそれは、カッチェにとっては遠い遠い目標だと感じられていることだろう。

　それでもその目には、必ず達成せんとする覚悟が秘められているように見えた。

「はいです！　カッチェさんに追い抜かれないよう、ボクも強くなるです！」

　果たしてそれはエイムなりの鼓舞なのか、単に本心からそう言っているのか。

　エイムが浮かべるのは、実にいつも通りの笑えみ。

　それは彼女も、この別れを一時的なものでしかないと考えているからなのだろうか。

　なるほどしかし、確かに。
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　笑顔で握手を交わし合う、少女二人のその姿は。

「じゃあな……また会おうぜ！」

「はいです！　また、です！」

　いつかの再会を、強く予感させるものであった。










　道中は、相変わらずの快適さである。

　日中の大半を鍛錬に費やしつつも、エイム車による移動は順調に旅路を刻む。今度は、盗賊に出会うようなこともなかった。

「こりゃエイム、ほっぺたに汁が飛び散っておる。拭ってやるから動くでないぞ？」

「むぐ……ありがとです、おじーちゃん！」

「つーかうめぇな、このスープ。じーさん、これ何で出汁だし取ってんの？」

　食生活は言うに及およばず、夜はキリによって温度と湿度が適切に保たれた空間にてフカフカの布ふ団とんで眠れるし、もはやこれは城で暮らしていた頃ころより良い生活なのでは……？　と思い始めてきたメイである。

「これは、リプレ草で取った出汁じゃな」

「ほーん、あれ出汁に使えんだ？　じーさん、前よりレパートリー増えてんじゃん」

「そりゃ、あれから三百年も経たってりゃの……お主もそうじゃろう？」

「いや、俺この三百年のうちほとんどの期間はその辺の草とか生で食ってたから」

「お、おぅ……そうか……ほれ、肉もいい具合に焼けておるぞ。アスクダケは滋養強壮に良い、沢山食え。おっ、このリバーカペリンは子持ちか。縁起が良い、これも食え」

「んはは、サンキュー」

「おじーちゃん！　ボク、スープおかわりです！」

「うむ、大盛りにしてやるから沢山食うと良い。じゃが、食後にはプリンも用意してあるでな。その分の腹を空けておくのじゃぞ」

「甘いモノはベツバラ？　なので、だいじょぶです！」

「ふっ、ニホンの言葉か。恵まれた食環境にあることがよくわかる、良い言葉じゃな」

　そんなやりとりを、微笑ほほえましく見守りながら。

　ふと、メイはチクリと胸の奥おくが痛むのを感じた。

　あの日……ダイス邸での一件以降、時折訪れる痛みだ。

　今、キリは何事もなかったかのように笑っている。メイが望んだキリの姿だ。

　けれどそんなキリを取り戻したのは、メイではなくメイの中にいる彼の大切な人。

　その事実に対する寂しさが、痛みとなって現れるのだ。

（でも……そんなの、当たり前よね）

　そしてその度たび、メイは自分に言い聞かせる。

（私とポスレ様じゃ、一いつ緒しよに過ごした時間の長さも濃度も比べ物にならないんだもの）

　メイは、かつてキリがどんな経験をしてきたのか断片的にしか知らない。

　彼の背せ負おった悲しみの一部を想像することは出来ても、共有することは出来ない。

　それでも。

（これから、一緒の時間を過ごしていけばいい。同じ感情を共有すればいい）

　そんな風に、前向きに考える。

（キリとの絆は、これから深めていけばいいのよ）

　そこまで考えて、ふと我に返った。

（って、絆を深めるだなんて……それじゃ、まるで深い関係になりたいみたいじゃない……！　いやまぁそりゃなりたくないわけじゃないけど……って、そうじゃなくて！　これは、その……仲間として！　そう、あくまで仲間としてだから！　エイムちゃんやバークレイ様と一緒に、その、そういう感じのアレだから！）

　誰だれにともなく言い訳をして、一人で焦あせったり赤くなったりするメイであった。










　同行者が全員寝静まった後のキャンプ地。

　桐きりは一人、焚たき火びに照らされる自身の手を見つめていた。

　考えているのは、ダイス邸での一件のことだ。

（今更……魔ま王おうの首を見たくらいで、何を俺おれはあんなに動どう揺ようしたんだ……？）

　魔王が既すでに死んでいることなど、とっくにわかっていたことなのに。

（まぁ百歩譲ゆずって、動揺したことについてはいいとして……）

　あの時は、首を見る前から異常な状態だった。あれは何だったのか。

（俺を呼んでたのは、本当に魔王だったのか……？）

　首だけになって尚なお、魔王が持つ力だとでも言うのか。

　しかし、桐以外に異常が生じた者はいなかった。

（むしろ、内側から聞こえてくるような感覚だったような……）

　今となっては、その感覚もよく思い出せない。

（仮に、俺だけに当てはまる条件があったとして動揺してしまったとしても……）

　脳のう裏りに蘇よみがえるのは、力を解放した時の記憶。

　確かに、激げき昂こうはしていた。

　冷静さを失っていた。

（今更、動揺したくらいで）

　それでも桐は、確かに魔王の首だけを吹ふき飛とばすつもりだったのだ。

（制御を、ミスったとでも言うのか？）

　にも拘かかわらず、桐の破は壊かいは周囲広くにまで及んだ。

（ありえない）

　内心で、そう断ずる。

　かつて桐は、魔力の扱あつかいが苦手だった。

　けれど……いやだからこそ、この三百年で鍛えに鍛えた。

　どんな状況だろうと、たとえ意識を失おうと、魔力の制御を誤ることなどない程に。

　どれほど感情が乱れようと、いや乱れた時こそ、自身の全すべてが制御出来るように。

　かつて、自身の感情の乱れをきっかけに大切な人を失ってしまったのだから。

（あの時の感覚は、なんだったんだ……？）

　確かに思い出せる、何かが引っ掛かったような感覚。

　それが、桐の制御を狂くるわせたのは間違いない。

　しかし、その正体についてはわからず。

　あれ以来、何度か試ためしたが再現もせず。

　どれだけ考えても、答えは出なかった。










　この時。

　もしも、キリのことを『視み』ていれば。

　メイがそんな後悔を抱いだくのは、これよりもずっと後のこととなる。







あとがき







　どうも、はむばねです。

　初めましての方は初めまして、お久しぶりの方はお久しぶりです。

　……いやまぁ、流石に今回初めましてな方はあんまりいらっしゃらないとは思うのですが。そこは、様式美的なアレということで。




　はい、というわけで（？）ね。

　無事二巻でお会い出来ましたこと、大変嬉しく思います。

　これも一巻をご購入いただき、応援してくださった皆様のおかげです。心より御礼申し上げます……などといった言葉では言い表せない程、本当の本当に感謝しております。

　今更私が言うまでもないことですが、昨今のライトノベル業界は毎月の刊行点数が非常に多く、単巻で終わるというケースもさして珍しくありません。実際私は以前、続刊が出せなくなった結果一度作家として死亡したわけですしね。どうにか復帰は叶ったものの、復帰後一作目となる本作は私の今後そのものを暗示するような気持ちがございました。それもあって、続きを刊行出来たことに滅茶苦茶ホッとした気持ちを抱いております。

　とはいえ。本編読了済みの方の中には既にお察しいただいている方もいらっしゃるかもしれませんが、本作はむしろ『これから』始まっていく物語でございまして。実のところ私としては初めて、終わりまでの展開を一巻時点から考えている作品だったりします。適当に伏線をバラ撒いているわけではないのでございますよ。いやマジで。

　色々抱えた勇者様に、彼に対して色々と思うところがあるお姫様、そして何も考えていないように見せかけて実は色々と考えていたりやっぱり考えていなかったりする魔王様（予定）。三人と、彼らに関わる人々の行く末を最後までお届けするべく鋭意書き進めて参りますので。引き続きの応援を賜れますと幸いでございます。




　さて。今回のあとがきは少し短めですので、早速ですが謝辞……に、入る前に。

　他社の作品で恐縮ではございますが、少々宣伝を入れさせていただきます。

　第30回ファンタジア大賞《金賞》受賞作『庄川さんは漏らしそう』改め『お助けキャラに彼女がいるわけないじゃないですか』、ファンタジア文庫より一月二十日に発売されております（このあとがきを書いてる時点では未来のことですが、たぶん出てるはず）。

　漏らしちゃいけない秘密をバリバリお漏らししそうになるうっかりヒロインと、どうにかそれを防ごうとする主人公。そして彼らを取り巻く全員の間で誤解が錯綜し認識がズレまくる感じの、勘違い系ラブコメディとなっております。

　本作『カンスト勇者の超魔教導』は比較的綺麗なはむばねでお送りしておりますが、こちらではトバしている方のはむばねをお見せ出来るかと思っておりますので。是非とも、お手にとっていただけますと幸いでございます。




　以上、宣伝失礼致しました。

　では改めまして、最後に謝辞を。

　青乃純尾様、今回も本編の雰囲気が十二分に反映された素晴らしすぎるイラストの数々をありがとうございます。レギュラーキャラも今回からの新キャラも、本当に可愛く美しく格好良くてどのイラストも最高です。

　担当Ｔ様、余裕のないスケジュールとなってしまった中で諸々迅速にご対応いただきありがとうございます。色々ご意見いただいたおかげで、今回もどうにか形に出来ました。

　その他、お世話になりました方全てのお名前を列挙するわけにも参らず恐縮ではございますが、本作の出版に携わっていただきました皆様、普段から支えてくださっている皆様、そして本作を手にとっていただきました皆様に、心よりの感謝を。




　それでは、またお会いできることを切に願いつつ。

　今回は、これにて失礼させていただきます。
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